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日本シーリング工業会 



業界をIJードする 

ボンド建築用シール材
●ボンドコーキング 

（油性系コーキング材） 

●ボンドシールパテ 

（ブチルゴム系シーリング材） 

●ボンドコークホワイト 
（アクリル系シーリング材） 

●ボンドUシーJレ 

（ボリウレタン系シーリング材） 

●ボンドシール＃10 
（ポリサルフアイド系シーリング材） 

●ボンドシリコンコーク 

（シリコーン系シーリング材） 

@ コニシ株式会社 

杷本うノ“：切」 

、， 

本 社 〒54 ~大 阪 市 東 区 道 修 町 2 一 6 ff06-220 -2961 

営業所 〒103 東京都中央区日本橋室町4 一5（近三ビル） 廿03-245 -6953 

札幌（丑旧十26ト252り・仙台(ff0222-S 5-3けB）・静岡（e0542-55・513リ・名古屋(ff052-563 - 61引） 

金沢（丑0762-23-1565）・広島（ff0022-94-891 I）・福岡（丑092-551 -176り 

接着剤の明日を創る 

’ー＝J 
~－~ 

ボンド 

vr
畿
に
u
」uI
。
 

※専用注入器具、「ボンドコーキングガン」 

「ポンドカートリッジガン」があります」 

ウレタン建材の71てドガヤ 
ニ液型ウレタンシーリング材 S・MCG- I A-N 

ミリオネートNs 
ー液型ウレタンシーリング材 S・MCーlA -N 

ミリオ木ートョーシ 
●接着性にすぐれています ●施工性にすぐれています 

●耐久性にすぐれています ●復元性にすぐれています 

①保土谷建材工業株式会社 大 阪 06 (203)4651 

名古屋052 (231) 7225 

札 幌011 (261)7789 

〒 105 東京都港区浜松町1 --18 - 14 丑 03(437)9471 福 岡092(721)0316 



. . 

フレキシビル 

I 

高層化し、ますます強度が要求される近代ビル建築。 

この強度はハードなものだけでは保持できません 

そこにソフトな強度をもつ陰の実力者、 

トーレ・シリコーン弾性シーリング材が活躍しまt 
亜
舞
「
農
 

産業への新しい提案とその開発技術がテーマです。 

Tgrau 
- 

SIIICSn6 トーし・コリコーン株武会社 
●本店：東哀都中央区日本接宣●172・6（三井ビル6号館】廿03-243-1551代表●曾桑所：車京廿03・243 

-1551大眼廿66-373-U0I名古屋，052-563-3951九州ft092 712-6158仙台廿0222-27-9528広島，09 

22-49-7811北陸廿0762-23-1585車聞東，0436-22-5743北海道e0Iト231 5281 
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油韓赫縫§響薫範叫！．か＝濃~ゴ二, 

チオコール系 シーIフング材 

ウェザ~jにJ:p ビルデニィングシーラ 

くウエザーバン〉印ビルディングシーラーは、ポリサルフアイド液状重合体（チオ 
コールゴム）を基材とするシール材です。 

現材、カーテンウオールその他の建造物各所に、使用されています。 

◆住友スリーエム株式会社3m 
接着剤製品営業部 

と 竺墾r讐讐讐玉川散・お・IT EL.（ダィヤル・‘ン）03(703)8240 価台営豪所〒●助仙台市本・Il・Iト14田8醍素ビル 「Eし侃22(6fl7RII1ft 
’些を竺で巴讐讐讐き坂ノ-1・21スリーT.ムピルTEL侶(403)1111（大代A) 欝兵営集所522I 幡裏市神奈川区片倉‘戸らβ18-lU『EL露i面)7171(tt 
予き’哲竺警里市中讐さ費7-26音羽ビル 「El. 052(221)7611【代 表】 広島営業所5'726 広島市大手・P-8-4ノ《ークサ7'&T EL面i面i云蘇 
と き芭吏讐讐利II堅中塾－I-I日清食品ビル丁E I 05(305)3131（大代表） 編岡営集所〒810 橋岡市中央区那h川2-9-22高木ビ“iii王i王i篇iik 

くウェザーバン＞印は米国3 MIl の登録商胤です． 

・-2 -ー 



≠ノ・，一-I去,・－一 
貝1土刀也ー」ー 

東日本シーリングエ事業協同組合員 

東京都知事許可（般-52）第11083号 

完全な防水とは、優秀な施工技術がなくてはなりません。当社 

では長年の経験と、数多くの実績で皆さまの信頼にお答えして 

おります。 

護 
ョ 頑 

●‘ 

i臓職破 
,, 

晦l鶴 
山甚ビル 

I麟 

I網I議1鞭犠●嶋 

長‘士t.. 

‘

」

 

り
 

【L 

防水部 

富士銀行九段支店 

各種シーlJング工事 
各種ウレタン防水工事 
エポキシ樹脂注入 

建装部 

室内装飾設計施工 
各種建築営繕工事 

尖 
~ 東 京 都新宿 区 西 新宿 5 一－ 6 - 2 

電 話 03 (3 73 ) 4 6 3 0 （代） 
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大ー工業株式会社 
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弾性自信0 
ソニーの化学技術の自信作 

J灘にすぐれたシーリング材で魂 

SONY ; 
ソニーシーラントは、合成ゴムと合成樹脂を主 

成ク）・とした、川t性の高性能シーリング材です。 

水密性・気密性・柔軟‘性を‘必要とするシールに 

戚力を発揮。 建築・車輔・船舶・航空機・化学工 

業など、あらゆる産業の力ゲの力として活躍し 

ています。 

幅広いニーズにお応えする豊富な品揃え。 

．バス・トラック・トレーラーバンなどの車輸、コンテナーの 
各種換合部分のシールに＾ 

プチル・L6004Ae/L6005Ae 
●エ鳩や住宅の各理屋根一脱など内外装の10合シールに． 

I 液型ウレタン・L6500 
. ALO板‘PC板・モルタル製品・コンクリート製品の目地シー 
ルに． 

アクI-),レL6400 

●ガラスをはじめ金属・木材・●イル・ブラスチックなどの接合 
シールに， 

シI)コン・L6301 
．金属のジ，イント・ガラスグレイジング・サッシコーナー・ 

ブラスチック・木・コンクリートなどのシールに． 

プチルテープ・R5001 

ソニーケミカル株式会社 
不 社 〒I03 東京郡中央区日本嶋童町I・6 TEL(03) 279 044100 
大 阪 〒530 大阪市北区西天満5・2・is Toし（06) 363・2071-3 
名古歴 〒46I 名古屋市東区整町拓・l TEし（052)937・5391-2 

’、 

霧燕叱 、
1
、A
→1

ー^ー 

ユーザーの立場で考える 

つ 
●アサヒシーノレ~00グループ（ポリサルファイ ド系シーI)ング材） 

●アサヒシール650シリースさ（ポI)ウレタン系シーリング材） 

券ァサヒボンド工業株式会社 
コンナニ ●，ツ， 

本社及び工場 東京都板橋区大谷U北町3 ....? 〒173 TEL (03) 972-4929（代） 
大阪営業所 大阪市福島区鷺洲1 -11-29 〒 553 TEL (06) 458 -1771（代） 

-4 ー 



シーリング才水2）ことなら・・・ 

●建築・土木用 
ケミコーク 
（皮膜性油性コーキング材） 
セカイチョーシーラーRB 

‘済剤型ブチルゴム系シー、 
、リング材 

名義編み二j旬み誘A 
、ジョン系シーリング材 ノ 

たzi癒義-と -I) r言必環J 
セカイチョーシーラーMS 

鷲響蟹二？ 
鱗響-,-製に） 
( :慧貧蟹)1_>)'-V 
験----2.-系成型ンーIノ） 

（言震並ごニ了t歩尋ム複） 

●エ業用 

． ー 

軍5麟」曹 麟議■■難撫 
: ■鞣■■I 
メ」m－・、‘誉’ 

Iと 

I ・ 、 

■ 

弾 ‘章1、 

・
 

.
 

I諮 

,藍． 

, 

（施工例 ェバーグリーン淀川） 

,令 j議 庫 ダストシーラー・断熱シーラー・ホツトメルトシーラー 

空 調 機 器 熟伝導シーラー・断熱シーラー・ホットメルトシーラー 

プレハプ．ハウ2、 ベルトシーラー・シリコンシーラー・ブチルシーラー 

船 舶 ベルトシーラー・ポリサルファイドシーラー 

そ の 他 あらゆるエ業品で、 目地の充填、空隙の充填の必要な個所 

●防水関連 

マグネトーン（非加硫型プチルゴム系定尺防水シート：住宅浴室内壁やペランダに） 

ッーバイテープ（非加硫型ブチルゴム型複合テープ：住宅サッシ廻リ、パネル目地 

屋根防水に） 

熟
妙
 
世界長株式会社 

歴
噸
 本社・大阪化成品営巣所 
〒663 兵 庫」， 西 宮i有 津門 大 筒 町 8 - 3 9 

東京化成品営業所 
〒 250 東京都渋谷区道玄坂2一IO - 7 新大票ビルI0隅 

名古屋化成晶営業所 
〒46I 名 古 屋 市 東 区 矢 田 町 8 - 2 0 

T E L0798(35) 1741 

TEL 03(462)5161 

T E L052(722)3301 

- 5 一・ 



シーIJング材のことなら・・・・・・・ 
総合防水資材販売 

0 

さ）フ 
vw 
I I 

千代田線~分 

国 電3分 

田端 西日暮里 

0 
日暮里 

野 口 興 産 (*' 
社長’野 口 八朔 

〒116 東京都荒川区西日暮里5 -7 一6 TEL 806-0175 

胃籍f」1;．…；；り．」lI！」甘 ■羅響離奪箕差癒維盤舞難鷲豊難魂 -:;::l呂ど；:;.：」， -：と召’憂，；」乞 蒋難難羅難響議雑難舞義整麟難難 差鞍舞

知事（般-2 ）第9414号 

株式会社京都シール 
代表取締役 竹 田 征司 

京都市山科区音羽八ノ坪町34-15 〒 607 公 075(50l)I 100（代） 

信頼の施エ・確かな技林『 

株式会社大阪シ 
代表取締役 竹 田 

知事（般一5リ第7666号 

玉1］三 五 
王ョ に1 

Jレ 
大阪市北区天満4 丁目II 番16号 〒530 容 06(352)2895（代） 

■

」

一

 

一
」
■
■
■
■
■
■
」
鵬
 

難 
譲爨難舞難雛難難難難糠排挑響鷲維翻~難 ●難鶴毒難難■鶴難響羅難群舞●藻毒昌響難難難難響難窪雲毒雑葦夢難難業警議響鼻 
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超高層ビルのシーリングエ事 
PCプレハブ住宅防水工事 

U,"~ 
代表取締役 苅 谷 月券 

専務取締役 操 」二 弓ノ、 昌 

取 締 役 扇 原 修 享 

＝ 東京都江東区佐賀 1 一9 一14 

vI 電話03(643)5911（代表）〒135 
l需‘ii… 

ーー ~~ 、ー 

ー

一

 

手
…
如
 

r 

ウ」レトラシーラ 
紐状、テープ状 弾性シーリング材 

U シート⑧ 
ユー 

誰にでも、継目なしに何平方米も防水層が 

出来る 特殊シート 
鐘栄産業株式会社 
東京都中央区日本橋小伝馬町3 -5 
電話 東京03 (661) 5379・4475・2635  」 
- 7 一 



エサフォームの物性 

工サフォームはポリエチレンの 

発泡体で、完全に独立した気泡 

からなりたっています。化学的 

にはきわめて安定しており、酸 

・アルカリにおかされません。 
軽くて柔軟性にとみ、無毒・無 

臭。吸水性や透湿性はほとんど 

ありません。ガソリンその他の 

有機溶剤は若干浸透しますが、 
おかされることなく、放ってお 

けば発散します。 

（ポリエチレン押出発泡体：独立気泡） 

小丸棒 
エサフォームの特長 

1.〈つづみ型〉断面がシーラントを 

丈夫でながもちさせます。 

2. 2面接着が理想的に行なえます。 

3．シーラントの裏面を保護します。 

4．目地幅の変形に対応できます。 

5．エ事のトータルコストを大幅に 

節約します。 

ETMAFOAM 
ェザ7t-h （ま、 
ダウケミカル社の登録商標です。 

エサフォームの物性 

項 目 試験方法 数 値 

密 度 JS K 6767 0. 038ゾ而 

引 張 り 強 さ JIS K 6767 2. 6k9/cr 

毛 管 現 象 に よ る 吸 水 ダウ法 な し 

吸水率（浸漬時間1日、温度23C ) JIS A 9511 0.01g以下ノ1 00c甫 

熱収縮率（温度60C、加熱時間7日） ダウ法 1 ％以下 

’ご注意 この製品はポリエチレン発泡体で、木材、紙、織維、及び多くの 
合成樹脂発泡体同様燃焼します。 

輸送、保管、加工及び使用にあたっては、火気に充分御注意ご下さい。 

ASAHトDOW ia鷹需ウ株式会社 
本 社 東京都千代田区有楽町1-1-2（日比谷三井ビル） TEL 03(507)2957 

大阪支社 大阪市北区堂島浜 1 -2 一 6 （新大阪ビル） TEL 06(347)3989 

札幌事務所 札幌市中央区南1条西4 丁日（日の出ビル） TEL 011(261)5321 

一 8 一 



ぐ品質と技術を売る） 
- 

ーユー J ーグ 
〇油性コーキング 
〇ブチルゴム系シーI-)ング 
〇アクリル系シーリング 
0ポリサルファイド系シーリング 
0ポリウレタン系シーリング 

株式会社ノーベル樹脂化学 

工場：〒332 埼玉県川口市東領家4 -19- 4 電話 0482(23)4511（代） 

持； 

ポリサルファイドシーリングコンバウンド（常温加硫二液型） 

－・ー“一・一か“ 

-－」 

!
 

γ
 

一
 
・
 

ブチルゴムシーリングコンパウンド（常温加硫ー液型） 
-
 

i 

一 

「
一
 

」…ニい 

ー

J

 「） 

」
，
 

』
」
一
 

轟
 そ・‘ 

株式会社日 叉ネ土 ョ目 

東京都江東区白河4-9-5 T E L (642)71o3((t) 

- 9 ー 



ユーザーの信頼にこたえる実績 

トップシーラー＃5000 アクリル系シーリング材 

トップシーラー＃5000N 凍結防止アクI)ル系シーリング材 

トップシーラー成形品 ブチル系成形シーリング材 

トップシーラー＃30 ブチル系1液シーリング材 
トップシーラーU2 ウレタン系2液シーリング材 

サータイト＃1000 アクリル弾性吹付材 
ペトラテープ 防蝕テープ 

山内ゴム工業株式会社 
本社・大阪営業所 枚 方 市 招 提 田 近 2 丁 目 7 番 地 〒573 電話0720-56-1131 
東 京 営 業 所 東京都中央区八重洲1丁目4 番21号（共同ビル） 〒103 電話03-273-1871 

名古屋営業所 名古屋市中村区名駅4丁目2番28号（名古屋第2埼玉ビル） 〒450 電話052-561-5401 
仙 台 出 張 所 仙台市中央4 丁 目10 - 14（エノトセーフピル） 〒 980 電話0222-67-5625 
松 山 出 張 所 松山市三番町5 丁目13番10号（第2加藤ビル） 〒790 電話0899-33-5091 
金 沢 駐 在 所 石川県金沢市進和町13番地2（大同製作所内） 〒921 電話0762-91-1050 
九 州 出 張 所 福岡市博多区博多駅前3丁目2番8号（住友生命博多ビル内） 〒810 電話092-473-1647 
工 場 枚 方 ・ 鹿 沼 

完全責任施工 
シーリング●防水工事専門業者 

 「 

東京都知事許可般52一第26359号 

株式会社丸福産業 
代表取締役 福 間靖 明 

⑩ 

東京都江東区東砂8 -24 ----2t 

〒136 T E L 03(648)4 7 I I (代) 

傍系会社：(1 ナウ・インテリア建材 

※東日本シーリングエ事業協同組合組合員 

※日本シーリングエ事業協会会員 

※東京都住宅局指定業者 

※東京板ガラス施工組合組合員 

一10 -



東日本シー’41Pング工事業協同組合 
〒135 東京都江東区深川2 -15-23 小泉ビル2階204号 

電話03 (64D 9 5 6 1 -2 

組合員は、シーリング材料の特質を生かします。 
組合員は、設計を尊重します。 
組合員は、シーリング責任施工を致します。 
組合員は、施エについて損害保証を行います。 
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シーリングエ事 

ウレタン塗膜防水工事 

特殊応用防水工事 

技術と 

信用で 
応える 

t 与 

東京都知事許可（般-53）第33027号 

細田工業株式会社 
代表取締役 細 田 直 司 

東京都港区芝大門2 -1 一8 

〒105 電話03 (432) 8 7 3 1 (1 ) 

」
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★新製品★ 変成シリコン 好評発売中 

ZfY !F7 ● No.500 

1トぐ 

買 

－二」＾ー,，ー・ 

二こ－一」一－ 

‘謎雄ン弾シ鋤ジ‘嚇 
里紺鴨薯厩．繊 
粉7篇J.~ 

I 融g認 U2 
鱗鑷鵬●奪議隷武I 

-
”
二
…
 

4 

■ 、 

・て－ /‘、 

二‘ " 

舞i霧 

雁】、、 

ポリサルファイド系シーリンク牛ォ 2 ; f ,,,・ No.300 

ポリウレタン系シーリンク沫ォ みダンシプ・ No.200 

「優れた品質、優れた施工性 
〔 豊富な経験と実績 

（で!I ) 
~ 営 巣 部 東京 者” 区前野町 I の？1 - 月 些重I96515 

大 阪 支 店 大阪市西区江戸堀1の5 -13( Fl々会館ビル内）電話(443)6 

名古屋支店 名古屋市中村区太闇通2の40（フタパビル3 F )侃話(451)8 

本 社 工 場 東 京 都 板 橋 区前野町 I の 21 - 5 電話（960) 8 

日本添加剤工業株式会社 
男
？
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すぐれたシーリンク材でも・・・ 
生かすも殺すも施工しだい 

非 ノ．f “ー ― 

貝1土刀也．」ー 

C 

―すぐれたシーリング施工は― 

($*)日本コーキング 
代表取締役 北原比呂行 

東京都知事許可（般）51一3472号 

日本シーリ ングエ事巣協会会員 東京都江東区豊洲4 一 4 - 24（渡辺ビル） 
東日本シーリングエ事業協同組合員 ft 03(531)7 8 2 I (ft) 

確実なシーリングエ事 
く
と
爺
●
唾
 

東日本シーリングエ事業協同組合員 

都知事許可（般一52）第' 9573 号 

,？一g
虜
赫
謝
（
叫
 

" v・ ユ 

'I ' 鬻 
い
 J

 

署
 

＝ぱ 

J毒輪 ・‘ 

責任施工くヒは、材jIくミに）確実 

な選定から、被着体との関 

係を見きわめ真険な態度て, 

工事を行うことニくと二考えてお 

ります。 
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三矢興産株式会社 
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〒142 東京都品川区戸越3 -11-6 (K&M ピル） 

合 03(787)036 o(代表) 
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サッシュとモルタル取付部・壁材の取合部の止水 

油性コーキング材りI' 
カーテンウオール・ガラス・パネルのシール，伸縮目地シール 

ポリサルフアイド系りム・ー認ーデm 
浮き上リモルタル・タイルの補修・コンクリートの打継ぎ用 

エボキン接着剤 り艦,・,工磯コーク 
建築用コーキング・シーラント並、建築用樹脂製造販売 

防水コンサルタント ◆ 英ポリ〒・ー工業麟式金社 

本社・工場 大阪府池田市木部町639 TEL 0727-51-3 1 2 8 
51一2069 

~翻－鷲撫避餓翠雲tI 爵碑那勲”嚢曹塞章電i霧 

ポリサルフアイド系シーラント 

各 種 シ ー リ ン グ エ 事 

のマークは 

理建工業のマークてす 

東京都知事許可（般－50）第37037号 

理建工業株式会社 
東京都墨田区江東橋2-8-8（パークサイ ドビル） 

〒130 TEL (631) 4 0 8 1 （代表） 

× 
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新しいポリマーの誕生 

それはカ宏ガMSポリマーです。 
耐久性に優れたバランスの良い商品 

この時代の要請に応えるべ＜弊社では7年を費やし研究を続 

けて参りました。シーtJングに要求される耐久性、耐候性、 

耐熱耐寒性、接着性及び施工性に於いて優れた変性シUコー 

ンのベース・ポリマーとして自信をもっておす、めできます。 

鐘渕化学工業株式会社 
企i画一部MS 開発室 

本 社：大阪市北区中之島3 の2 の4 

電話03(208)62 18（ダイヤルイン） 

東京支店：東京都港区元赤坂~の3 の12 

電話03(405)~Oil 

あらゆるシーリング工事は当社に 

お任せ下さい0 
いくら材料がよくても、よい施工が 

なされなければいけません。当社で 

は数多くの実績を誇っております。 

■責任施工■ 

●住友スリーエム施工代理店 
●ョコハマゴム 

●信越化学 
●東芝シリコーン 

●その他建築特殊硝子 

( )丸本工業所 
本 社 仙台市扇町I -3 ---6 0222（代）(94)6662 

盛岡出張所 盛岡市安倍館町~2-43 0196（代）(45)2283 
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優れた性能・使いやすさに威力を発揮する 

~ ~ ~－ ~－ ， 一 

~’”ノγツ7大ld 
ポリウレタン・I 液型 

時間を大切に使いましょう 

●I液ですから混合の手 

間がありません。 

●常に均ーの品質を持つ 

た材料が得られます。 

●優れた接着力を持ち半 

永久的にゴム弾性を有 

します。 

匠i) 
⑨ 

性能の良さは、豊富な施工実績が 

示しています。 

建築・土木さらにプレハプ住宅等 

に巾広く使用されています。 

・r
ー』， 

’カートリッジ320oo入 り ●~5Kg缶入り 

.5 Kg缶入り 

日本シーカ株式会社 
本 社 〒105 東京都港区新橋4 -2 --I ・第29森ビル T 8 L(03) 436 - 6031（代表） 

大阪営業所 〒538 大阪市北区野崎町7 -8 ・高橋ビル北18号館 T S L (06) 315 - 7851（代表） 

名古屋営業所 〒460 名古屋市中区大須4 -2 -58・大和ビル T E L (052)201-3401・4961 

富山営業所 〒938 富 山 市 本 町 7 一 7 ‘オキタビル7 E L(0704 )42 - 3232（代表） 

札幌営業所 〒060 札幌市中央区北2条西2丁目・加森ビル l T S L (011)221 - 6331（代表） 

仙台営業所 〒980 仙台市五橋2 14 - 27・宮城県米ビル T E L (0222)67 - 2501（代表） 

工 場 m254 神 奈 川 県 平 塚 市 長 瀞 I - I T S L(0468)21 -1101（代表） 
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IIil...'IIIH旧“I,...'川川iii'…I lIl川巾い●●．IlllH川iw”●iiIi旧巾I,...,」川H川ii'“● I I川川~ 

第16 号 目 次 VoL. 11. No. 16 

■会長あいさつ，相談役・顧問近況報告 )l 9) 

O 会長就任のご挨拶‘・梅沢芳朗 O 1970年代 ・伊藤憲太郎 0 人は企業の宝…岩崎 一 ⑨身辺雑記・」渡辺三郎 

016歳の転機・青木 済 ＠近頃の私…狩野春一 O 旅の楽しみ・・波多野－破β ◎近ころ気になること 西 忠雄 

■エ業会1年の歩み く21) 

■54年を展望する－－ 関連業界動向を中心として一 広報委員会‘・て22) 

■座談会「地震とシーリング材」（宮城県沖地震の調査に参加してノ  （39) 

■B . P‘ジョイントエ法とシーリング材 鶴田 裕，鈴木 邦臣 

■最近の建築用シーリング材の研究動向ぐ秋の日本建築学会学術講演を通じて）  加藤 正守 二49) 

UJIS A 5758新しい商品認定j Is 制定の経過とその背景 小池 辿夫・・・.57) 

UJASS 8防水工事の改訂にあたって一主としてシーリングェ事に関してー 渡辺 敬三・（61) 

■P . C . C .\M の設計とシーリング 木下日出男 （64) 

◇職種認定になった ◇波多野氏（当工業会顧問,千葉大名誉教授〕 

シーリング施エの心構え 松下 実(66) 逝去さる  （72) 

◇シーリング管理上今年度の ◇建築用シーリング材の標準色について 

課題について 梅本 禎治（閲）  広報委員会（72) 

◇シーリング防水施工技能士の ◇新しい分科会設立される 

誕生いよいよ近し 山本 勇（的〕 変成シりコーン分科会  し73) 

◇シーリング材の価格動向 広報委貝会（70) ◇「シーリング管理士」に関する規約 

く・ン 

、46) 

および解説，同検定委員会運営要綱  」75) 

> 

ロシーリング管理士名簿 （80) ロ建築用シーリング材市販製品一覧表 （85） ロ昭和53年度口本シーリング 

エ業会機構表・（101) ロ日本シーりングエ業会会員名簿・（102) ロ口本シーリング工事業協会会貝名簿・ 、107' 

ロ関連会社，団体一覧 （112）ロ編集後記 （114) 

o 

b 

p 

ぢ 
o . 

。J 

シーリング材をひっさげて構造物の 
水密・気密に挑戦する 

- I ' _I_ I I ~ 

ニットーコーク 
00 , 

4300 S ポリサルフアイド系シーラント 

・へ ‘ 」400G・・・…一・ブチル系シー●ント 

エラスコ・・・ク 
アクリル系シーリング材 

その他関連製品ー式 

‘、日東ポリマー工業株式会社 

'7 本 社〒660 尼崎市琴浦町75 - I 丑 (06)4I8-742I 
東京営業所〒I 35 東京都江東区平野~-6 -I e (o3)643-5I46 
尼崎工場 〒660 尼崎市大浜町2 -5 -I 丑 (06)4I7-742I 
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実績の建築用シーリング材 
ハマ7イト 

●スーパーI' ●ポリサルファイド系2成分型 ●シリコーン系1成分型、 2成分型 

●ポリエーテル系2成分型 ●プチル系1成分型 

4 
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西武新宿駅ビル 阪急グランドビル 

◇YOKOHAMA 
損浜ゴム株式会社/きマタイト事巣部 神奈川県平塚市中原上宿900 9254 電話平塚0463( 32) 2700（大代表） 
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会長就任のご挨拶 
懸ンーリングエ業会梅沢 芳朗 

去る10月17 Hの日シ工臨 

時総会で会長に就任しまし 

たが，工業会をとり巻く環 

境まことに厳しい折,心引 

き締る思いです。業界の危 

機感を皆様に訴え，材工一 

体となって危機を乗り越え，輝かしい明H を築きヒげる 

ための地盤づくりに微力を尽す所存です。危機感の認識 

とはシーリングに関するトラプルの多発，ユーザーサイ 

ドからの問題視であります。これは設計上,・材料上，施 

1970年代 
日本シーリングエ業会 

工上に欠陥の原因があったためと理解さるぺきです。最 

近私どもの周囲では新j I Sの制定, JASS の改訂が 

進められ,また昨秋の建築学会で外壁防水がテーマとな 

りました。一方排水処理システムの普及，オープンジョ 

イント構法などの検討が行なわれております。また保証 

問題，価格問題に当面している現状です。これらを解決 

するためには関係者の認識を統・一し，適材を適所に正し 

い仕様のもと正しい施工をし，シーリングの不信を一日 

も早く拭い去ることです。 

この内部改善と同時に外部に向ってもシーリングの正 

しい認識についての啓蒙活動を勇気をもって実践するこ 

とです。これが工業会の取組むべき緊急かつ重要課題で 

あると思います。どうか事情御賢察の上，倍旧の御支援， 

御協力をお願い致します。 

相．血血＋白 R 
相談役 IT厭厭 I \"P 

1970年代は激動の年と云われた。この年代もあと1年 

余りで終わろうとしている。今H，この年代を振り返っ 

て見ると様々なことがあったが，思いがけないハプニン 

グの連続であった。1卯1年（昭和46年）対米為替レート 

のフロート制への移行, 1973年（昭和48年）のアラブ産 

油国の原油値上げなどは，わが国にとって大きい影響を 

与えている。1即2年（昭和47年）からその翌年にかけて 

の“モノ不足・物価高．の現象は，わが国民の生活の上 

に深刻な影響を与えた。 “買い占め売り惜しみ措置法． 

の制定や物価安定緊急対策の閣議決定など一連の措置に 

よって漸く鎮静を見たが，一部企業の間で仕組まれた商 

品値上げの策謀と見られ，このような現象は目下裁判が 

進行中のロッキード事件と並行して起ったもので，その 

頃はこのような忌まわしい事件が起るようなムードが酸 

成されていたのではなかろうか。国民の上に立つ人違の 

言動の重さを痛感するしのである。 

人は企業の宝 
騒長ーリングエ業会岩崎 

よく，「企業は人なり」と申しますが，企業の中では， 

”鮮 
」
殊
黒
 

澱
電
 

夫々の人びとが，お互いに理解し合い，信頼し合い，和 

して手を取り合って，個人個人の力を存分に出し合った 

とさに，その企業の本当の力が出て，その企業は発展し 

てゆくものと思います。そこで，個人個人の力の大きさ 

が問題になることは言うまでしありません。 

その個人の能力は，人格的な面と直接業務処理を行う 

面との＝つの能力によって形成されると思います。 

その人が成し得る仕事の大きさは,いかに高い職務能 

力を持っていても,その人の持つ人格能力以上には発揮 

できないと言われております。 

人格能力は，日頃の修業と誠実と忍耐とによってのみ 

高められるものであります。私は社員共々，毎日が修業 

と心がけ，企業の中に1人でも多くの全人的な（知・情・ 

意の完全に調和した円満な人格者） 「人」が育つことを 

私は常々念願しております。 

身辺雑記 
騒履ーリノグエ業会渡辺 三郎 

昨今のエ業会の運営はすこぷる多岐多様で,会長を始 

め役員のこ苦労は大変でしょう。折角こ健闘を期待しま 

す。私は小野田建材脚の社長を退任し現在東芝シリコー 

ン脚に入社，従来同様建材業界の関係各位に旧に倍しお 
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しんでいる。お蔭で，多少抵抗は感じるが「お元気で」 

と言われて有り難く思っている。 

会議といえば先日シーリングのJ Is 原案が他の一件 

と共に工技院の専門委員会にかけられた。10時から17時 

まで委貝長としての御勤めは少々辛かったがうまく纏っ 

た。間もなく制定告示されると思うが，シーリング界， 

特にメーカーサイドの良い寄り所となろう。 

灘
灘
 

世話に成っております。この道20数年の体験を生かし拡 

販に努め尚かつ新たな体験も多いことですし，自から積 

極的につみ重ねて言わば初年兵の心算で行動して、、ま 

す。お蔭様で心身すこぶる旺盛40代の意気を感じエ業会 

の今後の発展にも過去10年間の会長時代の体験を生かし 

微力ながら寄与したいと思っております。 

旅の拳しみ 
~ ~ ‘ ~ 一 ~一ー ，J'". ''’ 、 ー－ ~’、 ~ ~~ 

1b の卑li機 
昌蘇蘇ノグエ業会青木 済 

会長就任1年半，微力非才にして,何ら業績を挙げ得 

ぬまま，任期半ばにして辞任,梅沢会長に後事を託す仕 

儀となり，会員の皆様に多大のご迷惑をお掛けしたこと 

を，深くお詑び致します。にも関わらず，ご厚意によ 

り，常任相談役として，引続き工業会のお手伝いをさせ 

ていただくことになり，シーリング業界の皆様とのこ縁 

が保てたことは，大変に幸せであり,心から感謝して、、 

る次第です。 

シーリングエ業会も今年は数えて16才，人間に例えれ 

ば，知力，体力の充実と共に進路の決定を迫られる青年 

期を迎えたわけであります。 

おりしも今年はシーリング材，新J Is の公布, JA 

ss の改訂，シーリング防水技能士の誕生，シーリング 

管理士のレベルアップなど， 七材，工． のお膳立が揃う 

革新の年でもあります。 

この転機に適切に対応して，シーリング工業の振興を 

図り，社会に貢献するためには，工業会も広い視野に立 

っての体制の拡大,強化が必要なのではなかろうか。 

関係業界のご賛同，ご協力が望まれる次第です。 

近頃の私 
膝薩リノグエ業会顧間狩野 春― 

その昔，恩師が定年60才で工大を去られる時,随分御 

老体と思った。私はその定年後さらに明大，工学院に6 

年勤めて来た。しかし貧乏性というか今でも時々頼まれ 

て会議にも出るし講演もしている。また下手になったが 

ゴルフも，悲しいほど酒量は減ったが晩酌も欠かさず楽 

※編集部注：先生には、昨年II 月 

Ii日急逝され本文が絶筆となり 

ました。なお、追悼女は本誌72 

頁をこ’参照下さい。 

膝海蕪編I 騨波多野－郎 

“見る，聴く,逢う,飲む，食べる， これを旅の五楽 

という。過日,技能オリソピックの見学を兼ね，韓国の 

釜山，慶州, ソウルを駆け足で廻り，五楽を満喫し，か 

つ国民の発展意慾に圧倒されてきた。政府の指導方針は 

どうあろうとも，わが国も揮を締めてかからなければな 

らないと痛感した。痛感も楽しみのーつとやいわん・・・。 

近ごろ気になること 
日本シーリング工業会顧問 
東洋大学教授工学博士 

西 忠雄 

毎年夥しい数の人が海外旅行に出かける。大変結構な 

ことだとは思うが，その費用もかなり大きなものになろ 

う。私も既に10回ほど出かけている。アメリカ,西欧， 

東欧，最近は初めて中国本土にも行く機会をもった。外 

国に行くと誰しも経験する所であろうが，日本を想い山 

し振り返るのには最もよい心身の環境におかれるもので 

ある。自然の景観，建物，家々のたたづまい，人情，人 

々の動作や勿論喰べ物等々 それらを我が生まれた国 

の対応する諸々のものと比較して,近く感じたり遠く感 

じたりもするわけである。日本に帰れば一般にこの国が 

一番よいのであることは言うまでもないが，悪い面も幾 

つかある。それらの中でいつも感じることは日本は人の 

密度の高いことは勿論だが，さればこそ必要な人の混雑 

の処理がもっと良くならないのか，実に最悪ではないか 

また，人混みの中の歩き方が最悪なこと，長幼の序と、、 

った当り前な礼儀はどこへ行ったのか，そして子供の躾 

の悪いことなどが気になる。何とかならないものかと、、 

つも往復の電車の中で反復思う機会が多いのである。変 

なことが気になると思われましようが如何なものか。 
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年 月 

－『畳 
署 

1勝欝麟麟灘 
-,；総鷺凝瀬滋』 

a 

行 事 

53. 1 

2 

3 

4 

5 

7 

8 

9 

10 

11 

〇新j Is 案の耐久性評価区分（9030 7005）と各基材の対応区分を検討 

〇新年総会を開催，管理士養成, その他の報告を行い，当面する諸問題（管理士養成，技能検 

定用材料の提供，容器統一,組合の共同購入，シーリング材中に合有する有害物の取扱い） 

につき材工懇談会を開催 

01 級シ～リング管理士テキスト，同試験問題を作成 

02 級シーリング管理士講習日程の決定,講師を選定 

03 月1'--4 日 1 級シーリング管理士講習会を開催 受講者 74名 

03 月5 日 ノI 認定試験を実施 合格者 70名 

〇大阪，名古屋，広島支部において2級シーリング管理士再教育講習会を開催 

〇大阪,名古屋支部において2級シーリング管理士養成講習会を開催 

〇日本シーリングエ事業協会要請の技能検定用シーリング材の提供につきI 無償提供を基本と 

した原案を作成,分科会に付議することを決定。 

01 級シーリング管理士優秀合格者5名を表彰 

〇技能検定用材料の提供，市況，エ事保証，その他に関し東京地区材工懇談会を開催 

〇北海道，東京，福岡，広島支部にて2級シーリング管理士養成講習会，同認定試験を実施 

受講者 109名 合格者 97名 

〇第15回通常総会を開催 

〇新I Is 案の中間報告その他のため合同分科会を開催 

0 シーリングニュース＃4 を発行 

〇建設省監督課よりの依頼によりJ I S A 5757対応状況の調査を実施 

〇当面する諸問題につき，顧間，相談役との懇談会を開催 

0l 級シーリング管理上講習会外部講師との懇談会を開催 

〇工事保証の前提条件となる付帯項目（材料の選択,施ェ，目地構造，目地設計，被着体およ 

びプライマー，副資材）を検討 

〇青木会長辞任，相談役就任，梅沢会長代行選出 

〇建築学会に秋季大会資料作成費を賛助 

0 建設省営繕部においてシーリング材説明会を開催 

0 新J Is 案の耐久性評価区分と対応シーリング材の適応区分ならびに表示項目範囲を検討 

0 シーリングニュース＃5 を発行,関連業界に配布 

〇変成シリコーン分科会設立，会員4 社販売を開始 

〇臨時総会，合同分雫「会を開催，梅沢会長代行を会長に承認,その他事業報告を行い,オープ 

ンジョイント構法（講師,大成建設(鶴田裕氏）の講演が行われた。 

〇座談会「地震とシーリンク’材」（宮城県沖地震調査関係者） を開催（シーリングニュース＃6 

機関誌＃16掲載） 

0JASS 8 シーリング工事解説中I 基材説明文を検討 

〇シーリングハンドプック改訂版の作成を決定 
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54 年を展望する 
4関連業界動向を中心としてゅ一 

広報委員会 

「 順調な伸び示すシーリング材販売量1 
‘~ ~ 

全産業的な不況が統く中にあって建築業界も厳し 

い状況下にあるが，シーリング材の販売は好調な・伸 

びを続けている。53年度の建築用シー・リング材販売 

推定量は前年度比22.4％増の24,690トソと，順調な 

伸びを示した（表一1 )。 

シ・ーリング材販売量は建築産業の景気回復率を上 

回る.ベースで伸びているが，基本的には建築産業の 

動向に影響されることはいうまでもない。52年度の 

建設白書を見ると,建設投資額は公共事業投資や第 

2次補正予算などにより,官公庁工事を軸に順調な 

増加を示し,公共工事は対前年度比認．0％増，民間 

建築工事は同5.2％増，民間土木工事は同7. 3彩増と 

なっておりI全体で約12%程度の増加となっている。 

これらが建築用シーリング材の販売量を増加させる 

要因になっている。54年のシーリング材の動向も公 

共工事を主体とした官公庁工事の安定した伸びに支 

えられて伸び傾向を続けていくものと思われる。 

建築用シーリング材の販売は昭和娼年の17124ト 

ンをピークにして49年に15570 トン （前年比9.1% 

減） と大きく落ち込んだが50年16985 トン（同9.1% 

増）, 51年18940 トン（同ii. 5彩増），と回復し52年 

20175 ト5,（同6. 5％増）, 53年24690 ト5,（同22. 4 

彩増）と確実な伸びを見せている。 

回復基調にあるとはいうものの不況の尾が，長び 

いている建築産業の中にあって，弾性シーリング材 

およびアクリル系シーリング材の販売量増加は日を 

みはるものがある。その要因として建築構法が, P 

C 板，ALC板などを使ったプレハブ化に向って、、 

ること, また月地設計の適正化による目地幅の拡大 

傾向，建材販売業者のルートにのる小物用途の増加く大 

エ,左官，板金業者などの使用）などがあげられる。ま 

表-1 シーリング材の年別販売推定量 
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注）48年実績は通産省窯業建材課調べによる。 

49年以降は日本ツーりング工業会の推定による。 
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灘誉く灘‘ ミ糾～り’ シ讐熟 
滋議《激肩 

た最近では東北，上越新幹線における土木用途の拡大も 

見のがせないものとなっている。 

54年度のシーリング材需要は弾性シーリング材を中心 

として順調な伸び傾向を持統するものと思われる。しか 

し基材別にはその伸び率にバラツキがあり，さらに新材 

料の登場，新規参入会社の大きな増加などさまざまな動 

きの中で価格体系の崩れも一部で兄られる。また商品認 

定新J I S (J IS A 5758）が3月には公布される予 

定となっており，その対応が求められる年でもある。 

D 主旦誉起ゑJ劉竺亡二Iどとです蛋琴誉」 
基材別の動さを細かくみてみると，まず第1にここ数 

年のパタ・ーンである抽性系の減少とシりコーン系，ポリ 

サルファイド系,ポリウレタン系など弾性シーリング材 

の増加が相変らず統いていることが目につく。油性コー 

キング材は48年の8781トンをピークに年A 10％前後減少 

している。建築用シーリング材総量の中で油性の占める 

パーセントも48年の51.3％から徐々に減少し，53年では 

24. 3％にまで落ち込んだ。 これに対して, シリコーン 

系，ポリサルファイド系，ポリウレタン系，アクリル系 

はいずれも大幅な伸びをみせ, この結果，建築用総量で 

の増加ということになっている。 

シリコーン系シーリソグ材は52年Q)25多という伸びに 

統いて53年は74%増の2920トンと急増した。 1成分形の 

好調に加え，数年前から本格自飢こ上市された2成分形シ 

ーリング材が，従来の1成分形以外の用途（カ・ーテンウ 

ォール, PC 板目地など）にも需要を伸ばしているのが 

注目される。 2成分形はまだシリコ～ン系全体の中で10 

％前後のシュアであると見られるがそれだけに今後の伸 

びにも大きな影響を与えるものと思われる。ポリサルフ 

ァイド系シーリング材も53年は11％増の5660トソと好 

調を続けているが52年の21.4％増, 51年の31.3彩増に比 

べるとやや伸び率がにぷっている。しかし建築用シーリ 

ング材全体の中でのシェアは22. 9％となっており,油性 

系にほぽ肩を並べる勢いである。ポリウレタン系シーリ 

ング材は53年40.4%増の3510トンで52年の16％増, 51年 

の35%増に弓は統、、て増加傾向にある。 2成分形は主要 

用途のPC板ジョイントなどの順調な伸びに支えられ， 

最近では1成分形もその特徴を生かして一戸建プレハブ 

住宅その他の小物需要先に需要を伸ばしていることも大 

きな要素となっている。アクリル系シーリング材は主要 

用途であるA LC 板需要の伸びに支えられ53年92%増と 

基材別では最高の伸びを示した。ブチル系シーりング材 

は外壁ジョイントに使用されることがほとんどないため 

じみな存在であるが, メンブレン防水，特にシート防水 

のジョイントや端末シ・ール用やひも状成形品タイプによ 

る2次シール用としての使用が多く53年も9％増の2350 

トンと増加している。SBR系シーリング材はその性能 

からいって極めて限られた用途であるため，ここ3年間 

は情勢に大きな変化はなく全建築用シーリング材の中で 

も1.6％とわずかなシェアである。抽性コーキング材は 

前述のとおりここ数年減少傾向であるが,なんといって 

も低価格であり，53年でも6000トンの販売推定量で， 

量的にはシーリング材中のトップとなっている。 

さらに新しい動きとしては,新基材のシーリング材と 

して「変成シりコーーンシーリング材」の登場があげられ 

る。このシーリング材は分子末端にアルコキシシランを 

導入したボリオキシアルキレンポリマーを主な原料とす 

る基敵に硬化剤からなるもので，現在上市されているの 

は8社余りであるが，はや10数社が上巾で）意向を表明し 

ている。 

このように基材別にみると油性，SBR 以外は順調な 

伸びを示しているが，中でもシリコーン系,ポリサィレフ 

ァイド系，ポリウレタン系の3基材は新用途の拡大，新 

製品の開発などが活発で活況を呈している。シリコーン 

系では従来の国産3社に対し新たな会社がここ2 -3 年 

聞に国産,本格販売を開始し, まだ販売だけを行なうブ 

ライベートプランドメーカーの積極販売姿勢が, 目立っ 

ている。ポリサルファイド系においても数年前までの安 

定した状態とは様変りをみせ,積極姿勢をとるメーカー 

とそれ以外のメーカーでは大きな差がついている。ポリ 

ウレタン系では1成分形での新規参入会社が相次ぎ，こ 

の分野の需要拡大が続いている。 

［ー一讐誉磐旦i19C 建築着工動向  コ 
わが国の建築着工面積は，高度経済成長の波にのって 
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昭和48年の石油ショックまでは，きわめて順調な伸びを 

見せてきた。しかし49年には対前年比29％減と大きく落 

ち込み」50年も1％減となった。51年に入って2億1,5好 

万m（前年比9.8％増）, 52年は2億1,850万m（前年比 

1.4％増） と持ち直したものの娼年の水準（2億8, 175万 

げ）に戻っていない。53年は，現時点までに発表された 

着工統計速報によると,第1四半期（1-3 月）が前年 

上h6.7％増，第2四半期（4~6 月）が前年上ヒ10. 2％増， 

第3四半期（7 ......9月）が0.2％増となっており,やや 

上向き状態が続いている （図一1，表一2 ) 

またこのうち，シーリング材使用量に大きく関係する 

不燃建築物だけを取り上げると48年の1億7. 907万ば 

（前年比20.6彩増） をピークにして49年が1億1, 151万 

m '（同37.8%減）, 50年が1億438万‘（同6. 4％減）と 

全建築着工量の落ち込み率よりひどくなっている。51年 

になって1億1,504万‘（同10. 2彩増）,52年が1億1,964 

万‘（同4％増）とやや持ち直している。53年は現時点 

で第1四半期2. 1％減，第2四半期10.2％増，第3四半 

期9.3％増となっており，やや上向きとなっている。（図 

-2 )。 

次に住宅建設の現状をみると，47, 48年当時の水準に 

はおよばないものの，ここ2 , 3年は150万戸を上回る 

規模で推移しており, 52年度は152万2000戸（前年比1. 1 

％増）となった。新設住宅着工面積も前年より4. 1％増 

の1億3115万3,000mg となり，この結果一戸当りの平均 

規模は過去最高の85.6‘となった。政府では53年度も住 

宅対策事業費として4兆3,065億円（前年度当初比25% 

増） を計上している。昭和48年（190万戸）までは急激 

な上昇カーブをたどっており, 49年，50年が対48年比30 

％減と大きく落ち込んでいる。 51年は152万戸 （前年比 

12. 4％増）とやや持ち直し，52年は151万戸と横バイと 

なっている （図14 ) 

昭和41'-45年の第I期住宅建設5カ年計画では，計画 

達成率100.6％の674万戸の実績, 46'--50年の第2期住宅 

建設5カ年計画では計画達成率86. 6％の829万戸となっ 

ている。これに続いて昭和51年度を初年度とする第3期 

住宅5カ年計画においてはI 60年をめどに860万戸の住 

宅を建設することにしている。52年度までの達成率は329 

万戸で38. 2％となっており，公営，公団住宅の建設の遅 

れがあるものの，全体では第3期住宅建設5カ年計画は 

おおむね順調に進んでいる。 

住宅建設においてはこうした戸数の増加とともに居住 

環境の向上という居住者の要望に応えて，53年度事業で 

は一戸当り面積を増大し，公営住宅では中層耐火構造で 

2m 増,その他で3‘増を図り」これによりすべての住 

宅を3 DK 以上で供給する予定となっている。したがっ 

て戸数の増加を上回るシーリング材使用量増加も見込め 

る状態となっている。 

また居住環境向上の意味では一戸当り面積の増加とと 

もに居住性能の向上が叫ばれ,雨漏りなどを含む欠陥住 

表一2 建 築 着 工 統 計 （建築統計年報・月報より）※右頁へ続く 
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宅，特に欠陥マソション問題が社会問題にもなり,連日 

新聞紙上を賑わしているのが現状である。したがってこ 

ういった問題に対処するためにもシーリング材の量，質 

とも充実が図られている。 

政府の53年度事業としては公営住宅が52年度7万加00 

戸に対して，735,000戸と若干の増加を見込んでおり,住 

宅金融公庫事業としては52年度の個人住宅が34万4, 000 

戸（追加の10万戸分を含む）に対して53年度は40万戸と 

大幅な増加を図っている。さらに個人住宅が100万円， 

マンション購入が70万円の融資限度額弓比げを行なっ 

て,住宅政策の改善を実施している。 

住宅公団では52年度が3万5,000戸であったのに対し 

300 
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240 

（千万耐） 
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昭和 45年 49年 50年 51年 52年 3年 

図―1 建築着工面積（総床面積） 
（図1 - 4 とも建築統計年報，月報より） 

（千万が） 

13 

12 

て53年度は5,000戸増 

（千億円） の4万戸となってい 

る。公団でも住宅需要 

に対応するため賃貸住 

宅で大型3 DK 化，分 

譲住宅で3 LDK 化す 

るなど住宅の規模を2 

~5d 拡大している。 

住宅性能について注 

目すべきこととしては 

52年度に調査,検討を 

行なった「住宅性能保 

険制度」があり，53年 

度もこの制度の創設普 

及を図ることとなって 

いる。この制度には当 

然のことながら雨漏り 

55 45 41 42 43 44 "40 47 48 4 00 51 5 事故などシーリング材 

と関わる問題が合まれ 

ており，今後のなりゆ 
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図一2 不燃建築着工統計 

(2~~ 

（千億円） 

110 

150 

100 

90 

B0 

70 

60 

50 

10 

30 50 

20 

10 

100 

26 54 
0 

gzzl床面積 

工事費子定額 叫 

図14 新設住宅建設戸数 

1

1

m

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

 40年 49午 56年 51年 52年 53年 

(53年は9月までが実績，以後白い部分は推定） 

図-3 木造建築着工統計 
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きが注目される。 

また「良質で安価な住宅を」 という国民の要請に応え 

るため,建設省が51年度から実施している「新住宅供給 

システム（ハウス55刀の開発は延べ面積lOOm', 500万 

円台（50年価格）の住宅を55年度から木格供給すること 

をめどとして，設計から生産,販売，輸送，施工,維持 

管理に至るまでのー貫した総合的住宅供給システムを開 

発しようというもので，53年度においては前年度まで開 

発されて主要部材などの技術を用いて実験住宅の試行建 

設や，各種実験を行なうほか,オ・ーダーアプリケーショ 

ンプログラムや施工システムの開発などを実施すること 

になっている。 

「一 低迷続＜カーテンウオール需要 ー】 
レ“ 

政府の公共事業優先政策の影響でI 昭和52年，53年前 

半期を通じて公共事業は持ち直しを見せている。建築着 

工統計の建築主別床面積によると，公共用は52年は2,857 

万in'（対前年比15. 4彩増）53年は1月, 2月が前年同刀 

比でマイナスになったものの3月以降は前年同月の数字 

を大幅に上回り, 53年のトータルでは52年を上回ること 

は確実であると予想される。 

表－3 メタルカーテンウォール建築の統計 

’べ、、悲J.5、 4 8 年 4 9 年 5 0 年 5 1 年 

物件数 
990件 

(177) 

750(-'f' 
(134) 

560件 
(100) 

625件 
(112) 

80万平方に 70力平方に 50万平方fに 30万平方査 
総面積 

(160) (140) (100) (60) 

185億円 170億円 130億円 110億円 
総工費 

(142) (131) (100) (85) 

( ）内の数字は50年度を100とLた場合 
（社）日本カーテンウォール工業会罰べ 

表一4 コンクリートカーテンウォール建築の統計 

年度 51 年 52 年 

打 設 量 82,670m' 95,451m' 

総 工 費 
95億4,的1万円 

1,99) 
109億8,162万円 

(113) 

( ）内の数字は49年度を100とした場合 

コンクリートカーテンウォール工業会調べ（推定） 

一方民間は, 52年1億8, 994万耐（対前年比99.6%）で 

あったが，3年は第3四半期までの数字で3.3彩増と徐女 

に上向さの傾向を示しているが，これは民間住宅建設が 

住宅金融公庫の貸付枠が追加されたことにより大幅に増 

えたことによるものであり,民間非住宅建築の着工面積 

は51年, 52年と横バイの状態で，ピークの48年をいまだ 

4割程度下回っている。民間に発注のほとんどを依存す 

るカーテンウォール業界では,前述の民間非住宅用建築 

物の低迷は致命的であり，依然厳しい状態におかれて、、 

るといえるだろう。 

D メタルカーテンウォール 

コンクリートカーテンウォールに比ペコストの高いメ 

タルカーテンウォールは,表一3 の示すように民間受注 

の低迷の影響をまともに受け，48年度を境に総面積にお 

いてはかなりの滅少を続けている。カーテンウォール工 

業会の予想では52年度総工費においては約2割程度の上 

昇が見込まれているが，材料・人件費などの上昇を考慮 

すると実質横パイと考えられる。しかし,建築着工統計 

による民間非居住用建築物全体で， 」棟当たりの床面積 

は娼年度407m'に対して3割以上下回る277m'と非住宅工 

事の小規模化が進んでいることがわる。 

メタルカ・ーテンウォ・ールにおけるシ・ーリング工事には 

従来ポリサルファイド系シーリング材が主として使用さ 

れてきたが，ここ数年来2成分形シリコーン系シーリン 

グ材が使用量を延ばしている。推定ではあるが昨年度の 

メタルカーテソウォールにおけるポリサルファイド系と 

2成州彩シリコーンの割合は約100 : 5程度であったが， 

今年度は2成分形シリコーンの割合が増え約100: 10程 

度まで延びており，今後も延びるものと予想される。、、 

ずれにしてもメタルカーテンウォールにおいては，ポリ 

サルファイドー辺倒から，低モジュラスのもので性能の 

よいシーリソグ材ならーといったユーザーが増えつつ 

あることは注目されることである。 

2） コンクリートカーテンウオー.1レ 

メタルカーテンウォール同様，民間に依存するコ・ンク 

リートカーテソウォールは表一4 のように49年度に落ち 

込んだまま50年度は横バイ，52年度はようやく1割弱の 

回復を示している。しかしコンクリートの場合，近年官 
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公庁の建築物にも採用される傾向にあり，この点にお、、 

ては明るい材料といえる。 

シーリングエ事はポリサルファイド系シーリング材が 

主に使用されているが，近年公害，耐候性などの問題よ 

り, 2成分形シリコーン系シーリング材を使用する動き 

となって、、る。 

3） カーテンウォールを囲む諸傾向 

カーテンウォールエ法の発展は，建築の近代化,高層 

化の要請によるもので,シーリング材も同工法とともに 

躍進してきたが，一方では‘シーりング材偏重，の現状 

からの脱皮，さらに施ェの簡素化の追求といった声の中 

から定形シール材の検討，また現在建設中の新宿高層ビ 

ル1新宿センタービル」（仮称）に代表されるB. P .ジ 

ョイントエ法（Balanced Pressiire .Toint System） に見 

られることく, 1 次シールのシーリング材の充填をや 

め,外部と日地内部の気圧を同じにすることによって雨 

水を防ぐという工法の開発が社目されている。これらの 

考えはまだー般的といえないまでもカーテンウォール業 

界においてシーリング材とその施エが絶対的な信頼をか 

ち得ていないことの裏付けとして業界としては謙虚に反 

省すぺき点と考えるロカーテンウォール業界の安心でき 

る 「シーリング材」 「シーリング施ェ」 の要請の声に対 

して，シーリング業界のさらに「羽コ二ー体」の強化が望 

まれている。 

「 ー’なららて百復l二差もこる属委－-1 
“ ~ 

化学産業の発達にともない窓枠やドアなど，いわゆる 

住宅建具金物にアルミサッシが使用される比率が年々高 

まってきており，現在ではその割合は90％以上である。 

アルミサッシの持つ軽量，耐久性,美感などの諸特長を 

フルに生かし，昭和46年から48年のオイルショツクが起 

きるまでは対前年度38'-'43％の高率の伸びを示し, 48年 

度アルミサッシ合計年別出荷量は好万5,347トンにも達 

した。しかし48年末に始まる景気停滞は原材料，人件費 

の高騰および公共・一般建築物の減少を招き,サッシ業 

界にも減産を余儀なくされるなど多大な影響を与え，翌 

49年には35万6,229トソ（対前年25. 1%減） と落ち込ん 

だ。しかし翌50年には11.8％増の39万8,344トンと回復 

鬱 滋
滋
 

感
遮
 
の兆しを見せ，51.年には18. 1％増の47カ 558トンとほぼ 

オイルショック前と同等の出荷量を記録した。 

52年度のサッシ出荷量は公共住宅用の15. 4形増（対前 

年比）をはじめとする増加が,サッシの大半を占める木 

造用13.1％減（同比）をカパーしきれず,全休的には 

8.7％減を示した。 

出荷量の内わけを見ると，約7割が木造用で30カ2,926 

トン（対前年度13, 1 %減），ビル規格用4万5, 451トン 

（同1.7%減），公共住宅用9, 133トン（同15. 4彩増）,オ 

ーダー用7万2, 126トン（同6.6％増） となっている。こ 

こで注目されるのはサッシ合計出荷量が減少しているう 

ち，公共住宅,オーダーがそれぞれ増加しているという 

点であるが,これはとりもなおさず政府筋の景気浮揚対 

策に起因するものと思われ，これが弓は金となって一般 

民間の建造意欲が高まりつつあることを示している。事 

実53年度ビル規格用では4 .-. 9月上半期出荷量総計は前 

年同期と比較して，18. 3彩の増加を示し，最終的にサッ 

シ全体で10%程度の増加が見込まれ, 54年度もこの傾向 

は続くものと推測される。（図－5 , 6 ), 

アルミサッシに関してはサッシと躯体との取合い部, 

およびサッシのガラス押え部にシーリング材が使用され 

る。サッシと躯体への充填に関しては，一戸建などの木 

造住宅では不必要であるが，一般のオフィスビル，マン 

ションなどのビル規格，さらに住宅公団や公社などの公 

共住宅用のサッシ廻りはほぼ100形シーリング材が充填 

されている。基材別に見るとさほど挙動の心配のない中 

低層建造物では油性系シーリソグ材が使用されているが 

かなりの挙動が予想される中高層建築での納まりにはポ 

リサルファイドや2成分形シリコーン系弾性シーリング 

材が用いられており, この傾向は今後とも変化なく続く 

ものと思われる。 

一方サッシとそれにはめ込むガラスとのいわゆるガラ 

ス廻りには,水密・気密性を保つためのガスケットやシー 

リング材が用いられるが，その割合は95対5くらいと推 

定され，圧倒的に軟質塩ビ系ガスケット（グレージング 

チャンネル，ビード）が多量に使用されている。なお同 

じガスケットでもオーダー建築物などで意匠的に用いら 

れるサッシュレス工法では,合成ゴム系ジッパーガスケ 
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ットで躯体に直接ガラスをはめ込む方法がとられて、、 

る。他方シーリソグ材ではその挙動に迫随するなどの要 

求性能の点から,カーテンウォールなど高層建築を中心 

にポリサルフ7イド， 1 成分形シリコーンなど弾陛系シ 

ーリソグ材が6対4 くらいの割合で使用されているが， 

高層建築以外ではビル規格用サッシで1割程度，オーダ 

ーメード用で約半数ほどと推測され，いずれも高級品と 

して店舗など意匠的な用い方が多いものと思われる。 

サッシの52年度42万9, 636トンの出荷量に対してシー 

リング材の使用量を概略換算すると，ビル規格用のサッ 

シ廻りで約454万m，ガラス廻りで約90万m，公共住宅 

のサッシ廻りが約91万m， オーダーメードでサッシ廻 

り，ガラス廻りとも約566万m くらいと推定される。－一 

方，成型タィプのガスケットの出荷量を同様に概略計算 

すると約2万5,890トソが使用されていると推定され 

る。この内わけは木造用が1万8, 150トン， ビル規格が 

a820トン，公共住宅が550トン， オーダ,ーが4,370トン 

となっている。 

サッシ業界の近年の動きとしては,オーダ～建築物件 

の頭うちに伴いサッシもオーダーメードからレディメー 

ド化へ移行しつつあること，アルミサッシ表面処理の技 

術的改良あるいはユーザーの要望によるカラー化指向な 

どが挙げられる。 

r1寺そ牙lる板ガラス向けシーリジニブ’i牙1 
邸要増、対地震対策、複層ガ2 ろ誉喜」 

普通板，変り板ガラスの需要は，ここ数年来，徐々に 

減少（53年8月末で前年比約13％減）してきている。こ 

れに代ってフロート,みがき板ガラスは順調な増加（53 

年8月末で前年同期比約16％増）を見せている。これは 

世界的な傾向で，一般にフロート，みがき板ガラスは高 

価であるが，増産によるコストダウンがはかれ，また長 

い目で見た場合, フロートは耐久性があり結局割安にな 

るなどの要因による （表一5 )。 

公共公営用および住宅建築関係の需要は，住宅金融公 

庫の貸出増の結果，増加している。しかしガラス需要の 

体制をなす商業サービス業は低迷しており,その中でも 

関東地区は別として,特に関西地区の低下が目立つ。し 

かし板ガラスの需給関係を全体から見た場合, 52年とほ 

ぽ同様になっている。 

フロートガラスは建築関係においては，それほどの伸 

びを示していないが，長期不況下にもかかわらず，輸出 

を軸とする自動車用が増加したのでペイしている。しか 

し今後は，自動車の輸出規制が厳しくなると思われるの 

で， ガラス業界としては建築関係の伸びを期待して、、 

る。 

シーリング材についてみてみると,最近特に地震対策 

の面から，あらためて見直されてきている。板硝子協会 

の53年2月20日と6月12日の宮城県沖地震における建築 

物のガラスの破損状況調査によると，破損した窓ガラス 

のシーリング材は,すべて「硬化性パテ」が使用されて 

いた。硬化性パテは最初はやわらかく弾力があっても， 

年を経るにつれて硬化しサッシとガラスに固着してしま 

い, このためサッシの変形がそのままガラスに伝わり, 

破損の原因となったものである。破損が生じたものは， 

昭和35年から40年にかけて建てられた建築物の窓ガラス 

1 l l」 ‘ '

48 49 50 51 52 53 (年度) 

50 

40
 

年
間
出
荷
景
 

30 

46 

図―5 サッシ合計年別出荷実績く53年度は推定） 

52年度出荷構成比 

公共住宅 
2.1% 

オータ二ー 
16.8% 

木造用 
70.5% 

ビル規格 
10.6% 

53年度上半期（4-9月） 
ム共住宅 出荷構成比 
2.1% 

オーダー 
16.3% 

ビル規格 
10.0% 

出典：窯業建材統計月報 

図-6 サッシ出荷量の内訳 
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に多く見られ，調査対象となった建築物の80％が同期間 

に建てられたもので，竣工後12'-'17年経過しており，「硬 

化性パテ止めのはめ殺し窓」に破損被害が多かったこと 

になる。これは30年代には，硬化性パテによるガラス施 

工がほとんどであったためで, 40年頃からは弾陛シーり 

ング材の開発普及が急速に進み，そのため40年以降，弾 

性シーリング材を用いて施エされた窓ガラスは，無被害 

という状況であった。 

また建設省でも53年度に3階以上のビルを対象に窓ガ 

ラスの危険度調査および改修指導実施要領を決め，各都 

道府県に通知しており，その結果，硬化性パテを用いて 

ガラスを固定してあるもので，庇やパルコニーなどのな 

いものは，所定の方法で改修するよう指導している。 

フロート，みがき板ガラスの需要が順調に伸び, また 

安全対策の面から，硬化性パテを用いたガラス窓の改修 

が進めば，それに伴いシーリング材の伸びも期待できよ 

う。 

オイルショック以来，問題になっている省ェネルギー 

政策も，外国ではアメリカ，カナダ，デンマークなど法 

制化されてさている。わが国では概念だけで，実際には 

行動が伴なっていなかったが，北海道では二重窓を設け 

る法律（北海道防寒住宅建築特振法）がすでにあり,局 

地的に複層ガラス工場が増えてきている。また省ェネル 

ギーのための建築設計法も53年の5月には継続審議とな 

ったが, 53年度の通常国会で通る見込みである。しかし 

断熱効果の高い複層ガラスもコストの面,また法律む噴 

習法的にならざるを得ず,寒冷地を除いて住宅関係て"2) 

表―5 板ガラスの需要総括表 

（単位］000実箱） （単位II繊載・8轟蜘） 

篇U fU
みがき板ガラス 普通板・変り板ガラス 

)讐 数 量 前年比 数 量 前年比 

45 年計 25,070 107.2 1 ,874 .0 110 .4 

46 " 24,827 99.0 2,081.6 111.1 

4 7 芹 25,900 2,537 121,9 

4 8 " 29,807 鴛 3,385 133.4 

49 ' 26, 213 87.7 2,970 87.8 

5 0 " 26,205 100 .0 2,966 99.9 

5 1 " 24,004 91.6 3,945 133,0 

5 2 " 23,619 98.4 5,015 127.1 

53年1~8 月 13, 520 06.8 1,633 115,9 

伸びは，今のところ期待できな、、が，省ェネルギー対 

策，または大都市における騒音対策の面での伸びを業界 

では期待している。 

「  順調な伸び傾向、ALC板需要  1 
~ ~ 

ALC板はAutocraveci Lightweight Concrete （軽量 

気泡コンクリート） と、、う名の示すとおり，石灰，セメ 

ントなどの石灰質と，硅砂，スラグなどの硅酸質とを主 

材量に，オートクレーブ（高圧蒸気）養生されたもの 

で，工場生産によるブレキャスト建材である。 

昭禾ロ38年に旭化成工業が西ドイツ「ヘーベル」社の技 

術を導入，さらに「イトン」(H本ィトンエ業）， 「シポ 

レックス」（シポレックス），「デュロックス」（小野田エ 

ー・エル・シー）を加え現在4 銘柄が上市されている。 

名4上とも海外から個別に技術を導入しており技術導入， 

設備に多額の投資を要することから，当面この現状は動 

かないと見られる。 

出荷量でみれば昭和42年の21万4, 394ばから， 昭和48 

年154万2, 335m'まで，平均対前年比40彩の伸びを見せ 

た。これは単に建築着工量の増加というよりも，モルタ 

ルなど従来の湿式工法から乾式工法への移行という大勢 

の中で需要を拡大して来たことが要因であろうと思われ 

る。昭和49年にはオイルショックの影響で105万3,562市 

と前年比31.7％のダウソをみたが，以後50年140万3,070 

ポ，51年148万4, 362m, 52年147万8, 603ゴと建築投資の 

冷え込みにもかかわらず，中高層建築を中心に，小型建 

築,中でも住宅へと需要分野を拡大することで出荷量の 

順調な回復をはかって来た。さらに浄水場，汚水処理 

場,幼稚園,学校などでの需要も今後増加して行くもの 

と見られる。（表-6 ,図17 ）。 

ALC 板に使用されるシーリング材についてみると初 

期の頃はひも状のブチルゴムシーラントが使われていた 

が，耐候性に問題がありI 現在では特殊な部位（シーリ 

ング材を打つだけの空間的余裕が得られないような）以 

外は使用されておらず,全体の5多は出ないものと思わ 

れる。現在アクりル系シーリング材が主に使用され，A 

LC 板用シーリソグ材全量の80 -'90彩程度と推定され 

る。従ってアクリル系シーリング材の総需要量に占める 
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ALC 板用途の比重も大き く，60'--'80 影程度と思われ 

る。一方ジョイントの大きい用途にポリウレタン，ポリ 

サルフ7 イ ド，あるいは2成分形シリコーンシーリング 

材が使用されており，A LC板の需要拡大に伴い，これ 

ら弾性シーリング材の量の増加が推測されている。 

ALC 板の今後の動向に関しては,中心的需要分野で 

ある中高層建築の着工が徐々に回復に向かうであろうこ 

と，構造別には鉄骨造建築物（ALC需要の約90％を占 

める）が着実に伸長するであろうこと，さらに近年積極 

的に開拓して来た中小規模の建物，住宅分野でなお一層 

165 

150 

135 
120 

105 

90 

75 

60 

45 

30 

15 
(jjmョ） 

I 

I l - l I I I I l l I 「 

41 42 43 44 45 46 47 48 4950 51 52 
（年度） 

図－ 7 ALC 板生産出荷統計（ALC協会調べ） 

ー生産数量 

ーー出荷数量 

表―6 ALC 板需要予測結果 

（単価：千Inり 

、群日暦年 51 55 60 60/51 
\ 

ケース1 1,483 2,333 3,369 2.3倍 

ケ一ス2 1,483 2,191 2,966 2.0 倍 

表－7 

通産商生活産業局 

のシェア拡大が予想されること,などから今後も順調に 

需要を伸ばすものと見られる。ただALC板の生産能力 

は現在ほぽ限界に来ているとみられ,新工場の設立など 

設備能力の充実が当面の課題と言えるだろう。 

「注目される中高層q×申びとー戸当苫うつ 
L 唾遠I22蝿本些玉でてハブ住宅建設と」 

不況の影響により昭不IJ49年から3年連続して減少した 

プレハプ住宅建設（完エ） も，政府の景気刺激対策の効 

果などによりようやく回復のきざしをみせてきた。 

49年度が前年.ft19.6％減，50年度が前年比8.4彩減， 

51年度が前年比7. 1％減であったが，52年は前年比3.8影 

増（158, 133戸）とわずかながら増加した。これによっ 

て全住宅戸数に占めるプレハプ住宅の割合（ブレハブ化 

率） も前年度の10. 0彩をE回り10. 5％となっている（表 

一7 , 9 ) 

ひ刀プレハブ住宅建設の伸びの中でもシ・ーリング材使 

用量の多いとみられるコンクリート系住宅が低層で13. 7 

%，中高層で20.4%と大きな伸びを示しているのが注目 

される。 

階層別でみると一戸建住宅が前年度比2. 3形減の80,876 

戸にとどまったが，この減少率も50年度11.1%, 51年度 

9,0形に対して年々減少しており一応回復傾向にあると 

いえよう。またここ2 -3年急激な増加をみせた低層連 

続住宅も3.2％増の39,205戸と一応増加傾向を続けて、、 

る。そして販売量の7 割以－Lを公共住宅で占める中高層 

住宅はこの2'-3年の公団,公営,公社住宅の発注量減 

少によって戸数低下を余儀なくされたが,最近の第4次 

プ レ ハ ブ住 宅 販売総数（プレハプ建築協会調べ） 

単位：戸 

48年度 49 50 51 52 

(A） フ’レハフ・住宅 

販売戸数（完エ） 
206,732 177,740 164,052 152, 324 158,133 

伸び率 （%) L14.0 '.7 17 .1 3.8 

(Bj 全潜エ新設 

住宅教（暦年】 
1,905,112 1,316,100 1,356,286 1,523,844 1,508,260 

(A)/(B) 10.9% 13.5% 12.1% 10.0% 10.5% 

注）1 .全着工新設住宅数(B）は，建設省，・建築着工統計によるもので、暦年数 
字としたのは,プレハブ住宅販売戸数と全着工新設住宅とを対比する場合， 
着工と完工とのずれを3 ケ月とみたためである。 

マンショソプームなどによって民間住 

宅の大幅な増加 （対前年度比46. 9形 

増）により全体で前年度比20.7％増の 

38, 052戸と大きく盛り返した。（表― 

9 ) 

構造別にみると，木質系住宅は一戸 

建,低層連続建ともに6.3%, 9.1形の 

伸びを示し，合計で7彩増の30,581戸 

となっている。コソクリート系住宅も 

一戸建が前年度より1.8形減とやや伸 

び悩んだものの低層連続，中高層の大 
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きな伸びにささえられ総体的に18. 9形増の48, 160戸とな 

った。全ブレハプ住宅の50%を占める鉄鋼系住宅は前年 

度比4.6％減の79,392戸にとどまっている。（表-8 , 

9 ) 

52年度のプレハブ住宅販売戸数は昭禾048年の石油ショ 

ック以後はじめて上昇という結果になったが53年度に入 

表―8 構造別販売戸数（完エ）（ゾンハプ建築協会調べ） 

単位：戸 

50年度 51 52 

木 質 系 住 宅 28,278 28,591 30, 581 

伸ひ率 （%) 1 1 70 

鉄 鋼 系 住 宅 76, 358 83,229 79, 392 

伸び率 （%) 90 A4 ,6 

コンクリ一ト系住‘宅 
（租と 層） 9,502 9, 263 10,536 

伸び率 （%) △Il.5 13.7 

コン’クリ一ト系住宅 
（中高屑） 49,914 31,241 37,624 

伸び率 （%) L137,4 20.4 

表一9 階 層 別 

ってもこの傾向は民間中高層住宅を中心に統いており, 

今後も住宅金融公庫の予算拡大を中心とした政府の住宅 

政策による住宅需要の回復が見込まれ, さらに建設技能 

労働者の不足という問題もあり省力化工法であるプレハ 

ブ住宅は再び脚光を浴びつつあるといってもよいであろ 

う。特に土地付き一戸建住宅の建設が年々困難になって 

いる現状では中高層住宅にかかるウエイトはますます高 

くなるものと思われ，これらに使用されるシーリング材 

の需要はさらに多くなるものと思われる。 

またシーリング材需要を考える場合，単に戸数の増加 

のほかに，居住環境の向上化の傾向からいって従来の2 

D K 中心の住宅から3DK, 3LDK 中心の住宅建設に 

ーなってきていることも見逃せない。これだけでも一戸当 

り10％近いシーリング材使用など増加になるもので，シ 

ーリング業界にとって明るい要素であるといえる。 

大ざっばな計算であるがプレハブ住宅一戸あたりのシ 

ーリング材使用量を試算してみると，鉄鋼系一戸建が一 

戸あたり20kg」ド均として52, 975戸（52年度）で1,060ト 

ソ，コンクリーI・系一戸建が25昭×4, 645戸（同）で116 

構 造 別 販 売 戸 数 （完 ニc)（プーレノ、ブ建築協会調べ） 

単泣：戸 
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対前年度比 対前年度比 対前年度比 対前年度比 

一
戸
建
住
宅
 

木 質 系 46,938 107.8% 33,849 72.1% 25,731 76.0% 21,879 85,0% 23,256 106.3% 

鉄 鋼 系 65,484 118.3 63,806 97.4 61,710 96.7 56,202 91.1 52,975 94 .3 

コンクリ－ト系 6,521 150.0 4,764 73.1 3,570 74.9 4,730 132,5 4,645 98 .2 

小 計 118,943 115.2 102,419 86.1 91,011 88一9 82,811 91.0 80, 876 97.7 

共 

同 

'Iモ 

l

木 質 系 133 2,547 1,915.0 6,712 263.5 7,325 109.1 

誉ノクI

2,489 29.3 11,122 446.8 14,557 130.9 26,745 183.7 25,989 m
 
13
0
.
0
 

)ー ト： 

10,192 89,0 7,068 69.3 5,932 83.9 4,533 76.4 5,891 

小 計 12,681 63.6 18, 323 144.5 23,036 125.7 

35.5 

37,990 164 .9 39,205 103.2 

中 

鉄 鋼 系 256 91 282 309 .9 428 151.8 

PC 工 法 52,033 91.6 43,471 83.5 39,657 91.2 27,218 68.6 26,276 96.5 

注 

七 

高 

層 

PS 工 法 608 71.9 490 80 .6 264 53.9 388 

3,527 

』
 
m 

532 

10,792 

137.1 

1-1 PC工 法 19,603 166.6 12,349 63.0 9,956 80.6 306,0 

22.2 RPC 工 法 2,864 432 15 .1 37 8.6 108 291.9 24 

小 計 75,108 108 .2 56,998 75.9 50,005 87.7 31,523 63.0 38, 052 120 .7 

共 同 建 計 87,789 98.2 75,321 85.8 73,041 97.0 ～
 

一
 

95.2 77,257 111.1 

合 計 206,732 107.3 177,740 86.0 164,052 92.3 92.9 158,133 103.8 
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116トン，中高層PCが27取×26,276（同）で709 1'ンと 

なりこれだけで1,885トンとなり, その他の工法別のも 

のもあわせると大きな数字となる。 

プレハブ住宅に使用されるシーリング材の種類はコン 

クリート系住宅，中でも中高層PC住宅を中心に圧倒的 

に2成分形ウレタンシ・ーリング材が多くなっているが， 

最近では民間建築でのポリサルファイド系シ・ーリング材 

や，室内建具回り （バスユニットなど）の1成分形シリ 

コーン系シーリング材なども増加してきている。さらに 

一戸建の木質系，鉄鋼系住宅では1成う）形ウレタンシ・ー 

リング材， 1 成分形シリコーンシーリング材などが，シ 

ーリング施工業者の手を経ずに施工されるなど新たなル 

ートでの需要も増加傾向にある。 

こうしたことからプレハブ住宅に関するシーリソグ材 

の動向は一応低迷期を脱したといえるが，かつてのよう 

な急成長は望むぺくもなく，今後は多少の増減はあって 

も安定成長を続けていくようである。 

「云範囲な用途に期待される需要増11 

Lー二主杢郵之二―2之」で1七―-―」 
ここ数年来の長期不況に対する景気テコ入れ策として 

積極的な経済政策がとられ，建設・土木などの公共事業 

投資規模も昭和52年度あたりから大幅な伸び（対前年比 

20形前後） を見せている。 

昭和53年度の建設省関係一般公共事業関係費は事業費 

ベースで9兆7, 409億円で対前年度伸び率は28. 7彩と高 

伸び率を示し,部門別比率では住宅対策が44.2％とトッ 

プを占めているが道路整備33. 9彩，治水・海岸11. 1影, 

都市計画関係10. 8彩と土木関係の比率も高比率で，都市 

計画関係は大幅に増加している。最近の傾向として顕著 

なのは，事業種別伸び率で下水道，市町村道,市街地再 

開発などが軒並40形前後の値を示しているように,生活 

環境の改善に直接関係する事業が非常に重視されている 

と、、うことて’ある。 

土木関係で現在用いられているシーリング材は主とし 

てアスファルト系で,その他にシリコーソ系，ポリサル 

ファイド系，ブチル系,ェポキシ系，ポリウレタン系な 

どがあり，また，クロロプレンゴム, EPT などの成型 

タイプの目地材も用いられている。最近の傾向として 

は，材種に関して，あまり大きな変化は見られないが， 

各材半トの適性・性能が一部では明瞭になってきている。 

しかし全体的に見ると材料の性能評価は，まだ明確でな 

い面が多く，流動的な状態が統くと思われ，また,いわ 

ゆる材料の高級化志向は依然としてあり，成形タイプの 

ものが見直されているという傾向もある。 

いわゆる建築用シーリング材の土木分野への応用と言 

っても直接流用が可能なわけではないし，部位的な要求 

性能も非常に多様性があり，現状では，土木用の弾性系 

シーリング材としては開発段階,試験段階というのが一’ 

般的であるし，それが妥当とも言えるだろう。 

道路‘橋梁用目地 

前述したように道路関係投資額は順調な伸びを見せて 

いる。建設省道路企画局の統計では52年3月までの国道 

県道,市町村道などを合計した道路実延長距離数は， 

1,086,230km（前年度1, 077, 320km，高速道路は除く）“で 

このうち目地材を必要とするコンクリート舗装道は2. 5 

％の27, 559km（アスファルト舗装は34. 6形） となって、、 

る。全体的にみて，コンクリート舗装道の比率はかなり 

低く，また, ここ数年の傾向をみても増加率は減少の傾 

向にある。この理由とレては，アスファルト舗装と対此 

した場合，価格（材エとも万 施エの簡便さという面で 

コンクリート舗装道が若干劣るという点があげられ，こ 

れがネックとなっている。しかし，耐久性（特に重量車 

通行の激しい箇所）で優る点や施工技術の向上などから 

コンクり・ート舗装が，最近になって見直されており現状 

以上の悲観材料はなく，需要増も期待される。 

道路目地の種類には縦目地，横目地があり, また,横 

目地に収縮日地（6 -410rn間隔）と膨張目地（30-420 

m 間隔）がある。図-8は53年より全線開通となった国 

道46号の仙岩道路の収縮目地と膨張月地である。目地構 

造は，図にあるような形式が一般的であるようだ。 

日地の使用材料は大きく分けて目地板部分と注入部分 

で異なっており, 目地板部には硬質なものが使われ，主 

な材料としてはェラスタイトなどの瀝青質系,杉板・コ 

ルクなどの木質系,その他にファイバ・ーグラスなどがあ 

るが，ほとんどは瀝青質・木質系のものが占めている。 

ファイバーグラスは比較的新しい材種であり,最近では 
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注入目地材 

目地材 
210 X20 < 3,250 

- 

~ 
クロスバー ’13 

硬質発泡タイプのものも試験使用されているが，この部 

分は注入目地部ほどの性能的な問題はないようだ。 

注入目地材では，最も多用されているのが熱溶融タイ 

プのゴムアスファルトと弾陛タールである。しかし，性 

能の点で100形満足できるものはないというのが現状で, 

上記のものが使用されているのは安価であるというのが 

大さな理由だろう。こういった性能の問題から,弾性系 

シーリング材の適用がかなり以前から進められているが 

本誌前号でも既報の通り,東北縦貫道，中央高速道で使 

用されたポリウレタン系シーリング材は良い結果を生ま 

なかった。同所での評価は大体のところ「柔かすぎる」 

「接着性が良すぎて走行車のタイヤに付着する」 「路面 

のゴミを吸着してしまう」 と言ったところで,耐久性に 

かなりの問題があり，2年間の使用に耐えなかったと、、 

う。一ー方，オィルピットや料金所附近などの耐油性が要 

求される箇所では，既にポリサルファイド系の使用が定 

着している。また，弾陛系シーリング材以外では, クロ 

ロプレン，EPT ，プチルなどのゴムによるガスケット 

型の中空成型品の開発も進められている。これも, まだ 

断面形状などに問題が残ってはいるが,一部では期待さ 

れている。 

現状ではI ユーザー側からも開発当初（6 -'7年以前） 

の期待ほど要求性能を満たしていないといった見解もあ 

収 縮 目 地 

注入目地材 

}
届i L 

クロスパー ’13 I－「 ― 

三角材（高さ50mm) 

I= 3,250 

膨張 目 地 

一lt. 

燦滋 

り，依然として開発段階と言うのが妥当であるが，弾性 

を生かし，改質が可能である材料としての高分子系シー 

リング材の期待は大きい。 

橋梁用月地について見てみると,橋梁の上部構造には 

鋼，RC , PC およびそれらの混合橋その他があり，52 

年3月までの延長距離は2,248,0mmで, このうち，鋼 

55,7彩, RC21.2%, PC 19%，混合2. 3％となってお 

り，これらの橋梁に目地材が使用されている。 

橋梁は挙動が激しい点で, 目地材には接着性，防水性 

とともにかなり高度な応力緩和性能も要求される。もち 

ろん桁と床版部ではジョイント構成材とともに用いられ 

るわけだが，使用される材料は, PC , RC の接合部は 

エポキシ系が圧倒的で樹脂モルタルなどと併用されて、、 

る。路面日地部は，道路を同様にゴムアスファルト系が 

多く用いられているが，ジョイント立上り部には2成分 

形シりコーソ系シーリング材の使用が検討されている。 

橋梁部材はライフサイクルが短いため，目地材の需要 

としては，補修・補強といった面もかなりのウェイトを 

占めているので，特に， 高性能部材の開発が望まれよ 

う。 

上下水道，共同溝目地材 

都市冉開発ブームの中，上下水道・共同溝の整備も急 

がれている。ちなみに, 38年度から始められた共同溝整 

備事業は52年度末までに112. 1/asが建設され，53年度に 

はさらに東京，横浜，川崎，千葉，名古屋，岡山などの 

都市で12.21001の建設が予定されている。また，下水道事 

業費も53年度は対前年比12％増の1兆3,014億円となっ 

ており，順調な増加をたどっている。 

これらの場合,コンクリート構築物がかなり多いが， 

最近では，プレハブ化の傾向が顕著で，その部材間の接 

合・シールに，かなりの目地材が使用されている。材種 

としてはェポキシ系シール材をブチルなどの成型タィプ 

のガスケット材と併用したり，ガスケットタイプのソケ 

ットによる接合というのが－‘船的であるが, ここ2 '-'3 

年ではウレタン系シール材もかなり出廻っている。 ま 

た，ヒューム管を布設する場合，掘削面とヒューム管と 

の間隙の挙動に対する安定材として加硫ブチルなどが使 

用され,施工面積にもよるが一箇所当り100-'200囎の材 

叩
N
「 
m
~
 

スリッブバー ‘25X700 

\（アスファルト1/2塗布， 

＼中央部10cm防食ペイント塗布） 
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キャップ 

スリッブバー ‘28X 700 

（アスファルト1/2塗布， 

中央部10cm防食ペイント塗布） 
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料が使われるという。 

この分野では施工規模もまちまちで，比較的，小規模 

物件が多く，短いエ期が要求されるため，作業性の良さ 

という点が,最も必要とされる要求性能だろう。 

鉄道高架橋シーリング材 

目地構造はコンクリート舗装道と似ているが，最近で 

は，弾性系シーリング材の使用が最も伸びている分野で 

あろう。目地は10'-15m間隔に設けられ，コンクリート 

打設lmにつき目地巾lmというのが大体の見当となっ 

ており，普通は10 -'-'151vi巾の目地上部にlOvnn程度の深さ 

をもってシーリング材が注入される。これまでポリウレ 

タン系，シリコーン系が多用されているが，現在,すす 

められている東北新幹線工事ではシリコーン系シーリン 

グ材が随所で用いられている。これは，寒冷地であるた 

めの耐寒性能とともに,雪害防止で撤水する水に対して 

の耐水性と,かなり厳格な耐候性が求められていると、、 

うのが理由だろう。この場合も，エポキシ系接着剤やゴ 

ム成形湿にの併用でさらにグレードアップされている模 

様である。 

今後も，自然条件の厳しい環境下の建設工事が増加す 

る見込みであるため，高性能目地材の需要は高まろう。 

そ の 他 

この他にも土木構築物でシーリング材が用いられて、、 

るものに空港滑走路，河川岸・海岸堤防， トンネル，ダ 

ム，水路など種々雑多のコンクリート構築物がある。 

空港滑走路目地では，ウレタン系,ポリサルファイド 

系,シリコ・ーン系の各種が使用実績を持つが，現在では 

シリコーン系の使用に落ち着いているようだ。空港の場 

合，新設物件はほとんどないが，使用状況が激しいため 

補修材としての需要が多くを占めている。また，目地以 

外の部分で，誘導灯などの路面配線部の補強充てん材と 

しても弾性系シーリング材が用いられることがある。 

→声業・農挙用d，晦ーど一‘、T物川岸堤防など整備,造築， 

構築が急がれ，今後,工事量も増大する傾向にあるが， 

これらの目地はほとんどエラスタイトなどの瀝青系目地 

材で特殊な事態（汚水・廃棄物処理場などでの耐薬品性 

や安全性といった性能的な要求）を除いては，他分野に 

おけるほど問題となる場合，動静といった点は少ないよ 

うである。 

「 少量ながら確実な伸び債眉i－ーー-I 

L ー＝＝磐窒鷹界主二.I-J2些I埜＝-―」 

昭和52年7ガに誕生した「日本DIY協会」を中心に 

して，日本におけるDIY事業一自分で作ったり，修 

理をしたりするために必要とする材料や道具などを提供 

する事業およびその普及一－が稍極自馴こ進められ，年々 

めざましい発展を示してきたが,今日に至って多少その 

量販店のDIYコーナーには縮少の気配がみられる。し 

かし, その中にあって確実に伸びを示しているのは，住 

まいの補修に使用される充てん剤としてのシーリング材 

である。 

以前はDIY関係では,補修材として接着剤,テ・ーブ 

類と一括してシーリング材がとらえられていたが，今日 

では充てん剤として接着剤とは分離して把握されてきて 

いる。これは成分上の特徴の差異－一一充てん剤は埋める 

ところになじむために流動体でなければならず，また埋 

めたところにしっかり付着して隙間を作らないことが必 

要条件であり,一方接着剤にもこの条件に合うものもあ 

るが溶剤系の接着剤では溶剤が揮発し固まることによっ 

て溶剤のぶんだけ容積が小さくなり,いわゆる目やせが 

起こるーによって，それらの用い方を明確に区分しな 

ければならないという必要からの分離であろう。 

種類別需要傾向 

充てん剤としてのシーリング材の種類は次のように分 

類されている。 

a，油性系 

これは主に屋根，タI壁,サッシ回りの補修に用いられ 

るもので，表面に耐候性のある皮膜を作ることによって 

雨を防ぐ。最近では外壁用として白色や茶色，グレーな 

どのものも山てきている。使用可能箇所が比較的広範囲 

にわたるので,その需要量も一定量を保ちながら，ここ 

数年,横ばい状態にある。 

b，アクリル系 

屋内壁のヒビ割れ補修・隙間の充てんに使用されるも 

ので，次にあげるシリコーン系につぐ伸びをみせて、、 

る。 

シリコー 
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浴槽回りの隙間,洗面台や流し台，窓ガラスやサッシ 

回り, また電気絶縁性があるので電気接続郎分の防水と 

絶縁にも使用される。 

これは浴槽の水もれ防止という目的でかなり早くから 

商品化され，その意味で一般によく知れわたっており」 

もっとも高い売り上げを示している。53年には前年度比 

で10％前後の伸びが推定されている。しかし，使用箇所 

を充分に乾燥させなければならず, またカビが発生する 

といった欠点も指摘されている。 

d．エポキシ樹脂系 

水中型,パテ型,高粘度型など種々の種類があるが， 

なかでも水中型は大気中はもちろん漏れた面や水中でも 

硬化し，浴槽などの水まわりに効果的な成果をあげ，一 

表一10 住宅の部分別相談内容 

套■駑鯊■濺鸞濺■ 
般家庭で使用しても失敗がない。 

また表一10, 11にみるように,家庭での住宅に関する 

相談では水まわりに関するものがもっとも多く,その中 

でも浴槽に関するものが大半を占めている。したがって 

将来大きな伸びが期待される。 

将来の展望 

以上のように,NHKラジオ電話相談の結果などから 

判断しても，今後ュポキシ樹脂系の需要の大きな伸びが 

予想され，シリコーン系とともに重要な地位を占めるも 

のと思われる。 

またI ある大手メーカーの出荷量をみると, 51年度は 

接着剤を含め総出荷量63万6,000トンのうち4, 200トンが 

一般家庭向けに出荷されており，52年度では64万5,000 

順 位 住 宅 区 分 % 

I 水まわり（ rr 賀郵喜蕪21誘） 31.5 

2 内壁 14.3 

3 床 9.5 

4 開ロ部 建J工 9.3 

5 害虫防除（烏獣を含む） 8.5 

6 屋根 7.4 

7 外壁 5.6 

8 エクステリア 9.3 

9 天井 4.5 

10 その他 2.9 

11 家J4 1 .9 

注） 昭和52年1月～12月NHK ラジオ電話相談より 相談総数378件 

表111 水まわリに関する相談内容 

区 分 順 イ立： 相 談 内 容 

1 
浴槽の水もれ 

（木製浴槽、タイル裕槽の比較はほぼ同数） 

2 壁、天井、浴槽まわりのカビ、汚れ 

3 タイル目地の汚れ 

4 
浴槽まわりの隙問 

ホーロー浴槽のキズ、サピ 

5 柱、敷居などの腐蝕 

6 ポリバスの変色、 ヒピ 

7 タイJlレ目地のャセ、抜け落ち 

S 鉄釜などの腐蝕、サビ 

9 タイルのはがれ、 ヒピ 

10 
ステンレス浴相のサピ 

水栓蛇ロの漏水、ゆるみ 

21 

浴槽の保温 

せんい壁のはがれ 

乎入れしやすい壁とは 

ト イ レ 

1 パイプの漏水 

2 トイレの水が」I一まらなしュ 

3 
手洗い器上部の汚れ 

パイフ“のサピ 

4 便槽のヒビ 

台 所 

1 レンジまわりの油汚れ 

2 流し台まわりの隙間 

3 蛇ロから赤サビの水 

排 水 管 
1 悪臭と清掃法 

2 汚水ますの修理、改造 

トンのうち4, 500トンが, 53年度の見込 

では67万5,000トンのうち5, 000トンが出 

荷の予定であり,全体量からみると1彩 

にみたないものであり小さなシュアでは 

あるが,ここ数年，確実な伸び率を示し 

ており,今後のDIYの普及とあいまっ 

て,決して無視できない注目すぺき動き 

を見せるものと思われる。 
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シーリング材の良し悪し（よ 
素材の良し悪し 

高層化、ブレハブ化が進む建物のシーリ 

ング材には．「強い接着力と目地の動き 

に~・分追従できる耐久性」がなくてはな 

りません。 

この理想のシーリング材で、まっ先に考 

えたいことは、「素材」についての比較検 

討です。 

孫2haCIJE 

最近皿施 例ま暁三； 

シリコーンが生むI級のシーリング材 

シリコーンゴムのしつ耐熟・酎寒・耐水・ 

耐候性など、信頼性の高い素材から生ま 

れたくトスシーノりは、理想の弾性シーリ 

ング材として、四季に左右されない施工 

性、強い接着力、月地の動きに十分追従 

できる耐久性、温度変化、紫外線、雨．雪、 

オソ’ンの影響を受けない耐候性、使用し 

やすい荷姿など．シーリング材の要求条 

件を満たした1級のシーリング材ですし 

東芝シりコーンシーリング材は 
JIS A5757耐久性試験で1級に合格 

ト乞ス三ノーIレ351 (2成分型） 

JIS A5757 S・Mcc；一I-A-N 

中．三ノーIレ350 （は分型） 

JIS A5757 S・MCG一1-A-N 

Iマ．シーIレ371 (I成分型） 

uIS A5757 S・MG一I-A-N 

｛フ二 

柳曇 

束芝山リコーン株式会社 
本社・東京支店 東京都港区新橋3 -3 - 9(阪急交通杜ヒりレ）廿03-503-5561 
大 阪 支 店 大阪市東区本町3-27-1（七ンバ七ントラルどル）廿06-251-6272 
名古尾支店 名古屋市中区栄2 -6 -12(自川第ービル8F) ft052-201-8541 
I仙 台 営 業 所、I福 叫 営 業 所、I金 沢 嘗 雲所'I'広 島 営 震 所'I礼 幌営 護 所、 
fl02幻一‘4 -7496ノ、廿092一72】一5211ノ、”切62-42－踟弱I、O0132-47-931)I、”I1 ー,2】一1咽 
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◇座談会◇ 

瀛■■ 碗 熱 

ー宮城県沖地震の調査に参加して― 

出 席 者（敬称略） 

丸 俊 雄（堕鱗難研究所） 芦 

鶴 田 裕 構難鱗） 
前 田 拓 一（H4 議鵬め 
小 林 勝 美く板硝子協会調査役） 

［司会〕 

明 

加 

沢 達（骸尋長テンウォールエ業会） 

石 忠 義 （蝋明石硝子工業所社長） 

藤 由之助 く理建工業(6取締役） 

金 子 譲 （H本シーリソグエ業会 広報委員会委員長） 

庸
 

細 井 庸 生 （ 同 副委員長） 

働／ 

司会 本日は「地震とシーリ 

ング材」 をテーマに，皆様方か 

らお話を伺いたいと思います。 

今日お集まりの皆様は，それぞ 

れの立場で今年6月に発生した 

宮城県沖地震で詳細調査してこ 

られた方々です。さる2月20日に発生した「宮城県沖地 

震」はマグニチュード6.8,仙台市における震度は4で 

した。それに引き続き6月12日に発生した~1978年宮城 

県沖地震」はマク’ニチュード7.5,仙台市における震度 

は5であったということが報告されています。また,特 

にこの6月の地震では構造的に大きな被害を受けた建物 

ばかりでなく，内外装材,建具，ガラスなどの二次部材 

の被害が顕著であったことが特徴として掲げられていま 

す。われわれシーりング材関係者は非常に強い関心を持 

っているわけです。 

まず宮城県沖地震の被害の概況についてI 一体どのよ 

うな被害が起こったのか,特にシーリソグ材とかかわり 

のあるカーテンウォール,ガラス,ALCあるいは動か 

ない目地としてRC，あるいはタイルの打ち継ぎ目地， 

そういうものが実際にどういう被害にあったのかI これ 

らについて実際に現地に行って調査された皆様から，、、 

ろいろお話を伺いたいと思います。 

まず,カーテンウォールの被害状況について，芦沢さ 

んからこ説明をお願いします。 

芦沢 2月に起きた地震では 

ガラスの被害が特に注日された 

ようですが，カーテンウォール 

‘， 、「 I'’ の方はガラスの被害を合めて無 

'::\ /' かったようです。しかし6月の 
－ ー ： 、 － - - - ./ 

了シ 、ご 二二 ・’‘ 地震I 震度5といわれておりま 

すが，東北大学の建物（SRC 9階建）の1階では最大 

260ガルの記録がとれましたことから， 3 ,-,5 階の建物 

に相当な構造被害を出した卸町のような軟弱地盤の処の 

建物には，これ以上の加速度をもった振動が入力として 

加わったことが想像されます。 

私共に関心の深い層問変位は,先程の建物で12-j 3 % 

程度といわれています。地盤の弱いところにそれらの建 

物が立っていたらもっと大きく揺れて、、たことでしょ 

う。私共はメタルカーテンウォールメーカーが作って、、 

る団体ですが,私の知っている範囲でPCカーテンウォ 

ールについてもふれてみたいと思います。被害としては 

「ホームセンターササキ」のPCカーテンウォールの脱 

落事故がまずあげられます。これは上下の鉄骨梁りに4 
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》

「

 

、ど 

点で固定されておりました重さ3トンのPCパネルが， 

激しい上下動の振動で振り落とされ，3台の乗用車をペ 

シャンコにつぶすというショッキングな事故になりまし 

た。 

この原因は軟弱」IIl盤を考慮に入れず予算も」・・分でなか 

ったためで，メーカーも弱小メーカーが設計し，製造し 

取り付けたものだったわけです。PCカーテンウォール 

ではこれ以外での事故はなかったようです。 

メタルカーテンウォールの被害については, 1件, 3 

階建ての小さな建物で, 3階のガラス窓が1枚，割れ落 

ちたのを確認しています。そのほか軟弱地盤が原因で曲 

ってしまったS遺4階建のメタルカ・ーテンウォ・ールがあ 

りました。他にも被害例はあるかもしれませんが，仙台 

地区て80近いメタルカーテンウォールについては脱落事 

故は皆無，ガラスの割れ落ち2件というところです。 

現在，早急に実施したいと考えているのが目地の調査 

です。メタルカ・ーテンウォールが地震でこれだけ安全で 

あったというのは,シーリング材が弾性能力を発揮した 

ということです。そこで今回の地震により，目地にどれ 

くらいの剥離現象が起きているのかということがほんと 

うは知りたいことなんです。脱落こそしなかったけれ 

ど，今後のカーテンウォールの気密性とか水密性に関し 

ては，すこし長い時間をかけて建物の管理者のほうから 

の情報を待つしかないというのが偽らざるところです。 

硬化性パテ施エでは多大な破損 

（はめ殺し窓ガラス） 

司会 ガラス関係はいかがだったのでしょうか？ 

難ミ・・、 
議
 

噴 な一 

鶴
 

、
 ．一 

座 談 会 会 場 

なって,まるで石のような状態でガラスとサッシとが密 

着してしまいガラスとサッシとの間の逃げがない状態で 

そういうビルの窓ガラスが集中的に被害を受けたわけで 

す。 

6ガの地震の時は，板硝子協会として独自に調査団を 

編成して現地に出向きました。2ガに比ぺますと6ガの 

場合は,震度が大きかったため窓ガラスの他にはめ殺し 

の状態になったストアフロントガラスにも，若干被害が 

見られました。 

原因は全て2月のときと同じようなことで，建築物自 

体が大きな損傷を受けた場合は別として,弾性シーリン 

グ材で施ェされている現場はほとんど無事であったよう 

に観察しております。 

そういう意味ではここ10年来パテが少なくなって，施 

工面において非常に改良されて米ていることがわかりま 

す。建築研究所の見解としましても，古い施工法による 

窓ガラスは，できるだけ弾性シーリング材を使ったもの 

に取り替えることが望ましいということです。 

2月に，ガラスの落下が問題になったビルの1つで， 

仙台富士ビルの場合は，ピルのオーナーが, もし，また 

地震が起こって同じような被害を繰り返すことのないよ 

うにと，自発的に窓ガラスをスチールサッシパテ止めか 

らアルミサッシ弾性シーラント施工で全面補修した結 

果，6月のさらに大きな地震でも一枚の破損も生じませ 

んでした。この事実は明らかに弾性シーリング材による 

施工の安全性を裏づけているものと思われます。 

司会 窓硝子以外の特殊構法による大板ガラスにつ、、 

てはいかがでしょうか。 

小林 もちろんそれらの大板ガラスの被害状況につ、、 

ても調査しました。われわれが見た範囲では，こくわず 

小林 2月の時には，震度と 

してはさほど大きな地震でもな 

いのに，ビルのガラスの破損落 

下が非常にクローズアップされ 

て新聞などに報道されまして， 

ちょうど建設省建築研究所の実 

一
・
〕
 

態調査団が派遣されることになり，われわれも同行しま 

した。割れた窓ガラスは建物が大体昭和35年から40年代 

のはめ殺し状のもので，しかも当時の施工法として最も 

ポビュラ・ーであったパテが使用されていたわけですが， 

それが10年以上の年月を経て,硬化し非常に硬いものに 
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かですが, シーリング材の界面剥離 

や材料破断が生じて割れているもの 

がありました。特殊構法による大板 

ガラスの場合は，施工の良し悪しと 

いうことだけではなく，地盤の強弱， 

建築物の剛性，ガラスの構成法，地 

震の性状など相像以上に複雑な要因 

があるように思われます。 

司会 そうしますとI 特殊構法に 

よる大板ガラスについては,事前に 

安全性が十分検討されていたことも 

あって，被害がでたのはこくわずか 

で，ほとんど安全であったというこ 

とで解釈してよろしいですね。 

小林 そうですね。地盤もよく， 

シーラント施工も良好と思われる現 

場はほとんど異常がありませんでし 

た。 

仙台市、 
1:50,000 

H : S造 

多りニ二：がけ（ずれ 

S 東北上大5号館 

10 東北工大3 号館 

11 マルホン 

12 市立図南高校 

13 県立総合衛生学院 

14 東北大学 

15 九光デパニトが 

16 仙台市ガス局タンク 

U : H C造 

▲：木造 

.：ブロック，石造堀 

バロマ仙台営業所 

大洋漁業東北主計 

オビサン仙台支店 

丸吉 

木下綿行仙台支店 

矢崎総業仙台支社 

東光ストア長町店 

西濃運i二 
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▲ 

ALC カーテンウォールでは 

シーリング以前の問題も 

司会 カーテンウォールとガラスの事故の被害状況に 

ついてこ説明がありましたが，シーリソグ材はこれ以外 

の部材にもいろいろと使われております。たとえば最近 

ではALCなどもアクリル系を中心にして大量に使われ 

ているわけです。これらについて，ゼネコンのほうから 

調査に行かれました鶴田さん，いかがですか。 

っ 鶴田 ALC 板のパネルの4 

一 

三 ， “ 

一、、 た目地があるわけですが・今回 

」 I の地震の被害を調べますと・ シ 
が癌こ。／、瑠暑h ーリング材がいいとカ悪いと 
零鰐叱」 一 

の問題がでてきているわけです。 

ALC 板で外壁をつくるという工法の開発の段階，外 

壁に止め付ける工法で,動さに対していかに逃げるかと 

いうことについての検討が不十分であったと言わざるを 

得ないと思います。板と板とがぶつかり合ってシーリン 

グ材はもちろんのこと,板が壊われてしまうというよう 

-H 

A 

15 、、 

▲ 

、 

■l 

~6-×．プ ，‘ノ 

/ 

ノ 

~ 

ノ 

I H 

]
H
叱 

仙台市および周辺地区の主要被害分布図 

な被害が実際,かなり出ております。このあたりでカー 

テンウォールとは, という定義をもう一度考え直してみ 

ないといけないような気がしております。さきほどのP 

C 板の事故のように躯体にがっちりくっつけて力を分担 

する形になってしまっては,カーテソウォールという言 

葉は当てはまらないと思います。もともとカーテンウォ 

ールは地震などの動きに対して,いかに追従していくか 

と、、うことを考えながら作られたものですから。ALC 

板の場合も本当は力を分担してはいけない。もちろん風 

圧にはもたなければいけませんが,地震に対する力,水 

平力」上下動の力を持つ必要はありません。力を分担し 

ないような形におさめなければ、、けないにもかかわら 

ず,実際は力が入ってしまっているから壊れてしまう’。 

シーリング材を論ずる以前の問題が多女あるんじゃな、、 

かとも思います。 

A LC の表面強度というのはかなり弱い。引っ張り強 

度で言いますとlCS？当たり1 -4 ノ切くらい，したがっ 

て地震以前にも，常時の寸法変化に対して1句ないし4 

切を上回らないだけの低モジュラスのシーリング材を使 

わなければ、、けないと, かねがね言われていたわけで 

す。この辺もやはり反省のーつになると思います。 
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有効だった打ち継ぎ部のシー 

リング 

司会 丸一さん，シーリングとかかわり合う目地と、、 

うのはこれ以外にもあるわけですね。 

丸ー ありますね。実際，今 

回問題になった。いわゆる変形 

の非常に大きな建物というのは 

鉄骨造ですね。鉄骨造に取り付 

ける化粧材，それの目地がかな 

『 顧 、・‘灘 り問題になっております。目地 

だけでなく壁自身が問題になっているわけですね。たと 

えば，ラスシートモルタルそういうものを止め付けてあ 

る金物自身が飛んでしまって剥落したという事故があり 

ますし，化粧に張り付いている板，たとえばスレートの 

ようなものを張ってある，その釘止めの箇所が崩壊して 

剥落はなかったけれども大きな亀裂になっている。とこ 

ろが波形のスレートはフックボルトで止めてありますの 

で4階建の建物が2度ぐらい変形しているのだが，パッ 

キング材のところでうまく逃げて，波形スレートも壊れ 

なかったと、、うことがありました。 

それと,普通のRCの建物でちょっとおもしろい現象 

が起きたのは,各階の水平の打ち継ぎ部分です。これは 

最近の仕様では，すぺてその部分にェキスパンション目 

地を設け,そこにシーリング材を詰めることになって、、 

ますが，ある建物で詰めたところと詰めないでそのまま 

タイルを張‘り込んでしまったところがあ‘りました。詰め 

たところは同じ建物でなんともない,詰めてないところ 

はその部分のダイル，ペンキの下のモルタルの部分が剥 

離tている。だから,RCの建物でも一番弱いスラブの 

打ち継ぎ部分では動き得るということですね。 

司会 従来の概念では熱膨張以外には動かない’とされ 

ていた目地が動くといつことが立証されたわけですね。 

丸ー それはコンクリートのシュリンクでもって当然 

そこが切れて<1るから，雨仕舞的にもシーリング材が必 

要なんです。その雨仕舞で大丈夫だったものが今回の地 

震で動いているということなんです。その箇所は当然シ 

ーリング材を詰めなければならない。きちっと縁を切ら 

なければいけないということです。 

司会 いま，皆様から，カーテンウォール，ガラス， 

A LC ，タイルはじめRC関係の打ち継ぎ目地の被害状 

況についてご説明いただきましたが，従来，耐震設計は 

どういう基準で行われていたのでしょうか。 

芦沢 法規制としては,昭和46年建設省告示の109号 

があるわけです。 （同告示により “地上高31mを超える 

高層建築物の屋外に面する帳壁は， その高さのソ15。の 

層間変位に対して脱落しな、、ようにつくらなければなら 

ない．と規定されている）109号は，屋根材，外装材お 

よび外壁に用いられる帳壁に関する規定が盛り込まれて 

いる告示なのです。 

前田 一般の窓ガラスの耐震 

ら 

～ 、 設計の基本条件として 第一に 

‘、 三 層間変位に対応できるガラスと 

サッシ内のエッジおよび面クリ 

ニ・ ／’詠‘ ァランスの必要量を計算するこ 

と。第2にさきほどの建設省告 

示第109号による規定数値。第3は特例を除き，一般的 

には硬化性パテを避けることですね。 

真価発揮した弾性シーリング材 

司会 ここで実際に地震による事故に対して, どのよ 

うな方法て漏i修してきたか,お聞きしたいと思、、ます。 

雪 

＾ 

明石 6

月の地震の直後 東 

‘一 

， 京都板硝子協同組合より宮城県 

’舞U.- '.1 「 の協同組合「宮硝協」の応援と 

\1 して18名で」急遺出向きました 
‘、・‘-"-'”、 さきほど説明がありましたよう 

~「“ に硬化性パテによるガラス破損 

事故の補修が大部分でした。 

第ービルでは2月の地震の時に70枚ほど破損したのを 

弾陛シーリング材で補修してありましたが，被害の大き 

かった6月の地震の中でも破損がなかったようです。 

鶴田 今回の補修方法は，ェッジクリアラソスを確保 

して，パテを取って詰め込んでしまったわけですね。 

前田 通常の標準施工に近いェッジクリアランスと面 

クリアランスのとれるスチールサッシにパテが詰って、、 

たようなものは，再施工の際，バックアップ材を押し込 

んでシーリング材を打って,二面接着になるようにされ 

たようです。 

司会 クリアランスは変わっていないわけですね。 
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さて, 一般住宅についてはいかがですか。 

明石 一般住宅ではほとんどアルミサッシが使われ， 

グレージングチャンネルで施工されており，これが引き 

違いの窓が外装として有効に使われていて被害が少なか 

ったようです。割れているのはフィックスの連窓のよう 

な場合,躯体のまん中より端の方に多いのです。また突 

き合せ部分に弾性シーリング材を使った箇所は見たとこ 

ろ割れがなかったようですね。それより私どもガラス業 

者の立場としては,取付けてあるガラスより保管してあ 

るガラスの方に問題があり, 90%近くが倉庫などで壊滅 

ということで施工面以外のーつの問題だと思いますね。 

あり，接着性の問題で次の地震が起きた場合,果して大 

丈夫だろうかという懸念があります。 － 

鶴田 つまり、、くら弾性シーリング材を使っても,一 

定以上のエッジクリアランスを確保しなければならな、、 

という実際問題だったわけですね。 

司会 ガラスのほかにシーリング材と関係ある目地に 

関して現地でお気付きになった点がありますか。 

加藤 マリオンのジョイントのあたりで切れている現－ 

場があったようですが，ポリサルファイドに関じては普 

通のパネルの目地で切れた形跡はありませんでした。 

丸ー 私はガラスブロックで，壁にはめ込んだもガが 

コーナー部分でかなりやられているのを見ましだ。ガラ 

スブロック自身の問題もありまずが,変性に対じで逸什 

られなかった点が問題ではないですか。，‘逃げの取り方に 

よってガラスブロックも割れないと思います。 

リンク 今後の地震対策とシ 

材の役割 

加藤 6月の地震の後，2週 

間たってから補修に行ったので 

す。そのうち7階建のビルです 

が，ガラスパテが入っでいて6 

割程度割れていました。それに 

比べて弾性シーリソグ材を使っ 

、

、

』

 

H
' 

!

‘

『

 

たところは剥落したところがありませんでしたね0 ただ 

ヒビ割れの入ったコーナー部，これはエッジクリアラン 

スがどのくら、、だったか，はっきりしないのですがビー 

ド用のサッシにガラスを入れていたもので, シーリング 

目地は非常に狭いのです。開口部がガラスの厚さに対し 

て少ないということが言えますね。パテのあとを弾性シ 

ーリング材で補修したわけですが, この場合，清掃が十 

分でないとパテの油がサッシ面，ガラス面に残る心配が 

司会 もともと動かないと思 

われていた日地が動く。ぞれと 

の関連があるわけですね。いま 

現地で応急処理についてこ説明 

をいただいたわけですが，今後 

の地震対応策に関する意見をそ 

れぞれお聞かせください。 

＜参考資料＞ 建設省から特定行政庁にあてての通知「ガラス窓の調査および改修指導について」（抜枠） 

調査対象は①国,地方公共団体などの公的機関が所有しまたは管理する建築物で地上3階以上の階にはめ殺し 

窓を有するもの，②前記以外でも商業地域や道路に面した3階以上の建物ではめ殺し窓になっているものなど。 

調査の結果，はめ殺し窓が硬化性のパテを用いてガラスを固定したものについては次のような改修を行なう。 

"）ガラスを固定する方法として弾陛シーリング材,塩化ビニール製ガスケットなどを用いる方法,（ロ）飛散防止用 

フィルムをガラスの裏面に張る方法，ひうガラスをアミ入りガラスに替える方法，(=)外壁にネットを張るなど破損 

したガラス片の落下飛散を防止する方法。 

このうちのH）具体的方法としては 1） 古いサッシを取りはずし新しいサッシを設ける。2)古いサッシにか 

ぶせて新しいサッシを設ける, 3） 古いサッシのガラスとパテを取りはずし，古いサッシは埋め殺して別に新し 

いサッシまたはカーテンウォールを設ける，4) 占いサ 

ッシのガラスとパテを取りはすし，古いサッシをそのま 

－ ま利用して硬化性パテのかわりに弾性シーリング材など 

を用いる。ー一の4種類があり，特に4）についてはサ 

ッシの形状,溝幅などの条件によっては不可能な場合も 

あるので，具体事例に即した検討が必要である。 

（図参照） 

硬化パテ‘ 

サッシ 

讐リン 

サッ 

改修前’ ！ 改修後！ 
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芦沢 これは建設省の住宅局防災対策室長から各都道 

府県にある特定行政庁に対して勧告通知が出ています。 

そのーつは109号告示と関連して，対象を従来の31 m 

を超える建物から3階以上の建物と広げ,そしてプレキ 

ャストカーテソウォールの止め方についでの規制すなわ 

ち上下とも固定してはいけないということ。第二二はラス 

モルタル, ラスシートモルタルを鉄骨の外側に使う場 

合，J Is 該当品を使い，胴縁その他下地材に緊結する 

こと。第三に外壁の帳壁でフィックスの窓をガラス用パ 

テで止めてはいけないということですね。またA LO , 

ガラススクリーンを含め，その被害を防ぐためAカーーテ 

ソウォール関係施エマニュアル， を建設省の建築指導課 

が関係業界に協力を依頼して制作，作成することになっ 

ています。 

前田 応募対策のーつとして，プラスチックフィルム 

をガラス面に貼ることが脱落防止に効果があると思いま 

す。恒久的にはJ A S S17でェッジクリアランス, 面ク 

リアランスの問題に取り組み，標準施工法を煮詰めて、、 

るようです。また,パテ使用ではめ殺しタィプなどの間 

題を解決することが即ち恒久的なものにう管がるかと思 

います。特に弾性シーラントを使ってエッジクリアラン 

ス，面クリアランスを十分とったような形が，現在の工 

法上，よりべターな対策になるだろうと思います。 

丸ー ストアフロントなど大板ガラスの耐震上の問題 

を検討する必要がありますね。可動に対する安定性，そ 

れがどの程度検討されているかですね。基本的に層間変 

位が20viinも考えなけれぽならない建物に，ガラスも含め 

て仕上げ材料をどう取り付けるかです。逃げをどうする 

か。そこで弾性シーリング材のモジュラスが一体どれく 

らい長期に期待できるのかということですね。 

司会 いま設計の基本的な問題点からシーリング材に 

対する要望について話が出てきたのですが，確かに水密 

性，気密性を保持する目的なのか,あるいは動きを吸収 

する目的なのか，シーリング材にもいろいろな機能が， 

しかも複雑に要求されている現状において，シーリング 

エ業会とじてもそれらについて明解な回答を出さなけれ 

ばならないと考えております。 

最後に鶴田さんから，シーリング材に関する地震を踏 

まえての要望をまとめていただきたいと思います。 

鶴田 弾陛シーリング材が今回の地震で成績が良かっ 

じ」 

たということですが，確かにシーリング材が柔らかいう 

ちは変位に対する吸収能カもあって心配ないと思いま 

す。しかし長時間のうちに硬くなってしまったら，やは 

りガラスパテの二の舞いでしょう。数値をあげてうたっ 

ている耐久性のほとんどが引っ張り性能でしかない。地 

震の場合，剪断変形とか時には突き合せのガラスのとこ 

ろは圧縮力も受けることになるので，長時間経過後の限 

界を示してほしいわけです。将来の耐久性能，長時間経 

過後のモジュラス変化，温度変化に対するモジュラスの 

変り方など明確に示すぺきですよね。使う側もそれを見 

込んで目地幅を決めるとか,クリアラソスを決める実験 

をする場合でも，打設後一週間のデ・ータじゃ当てになら 

ないんで，実験用の高モジュラスのシーリソグ材があっ 

てもいいと考えます。 

丸ー 実験用のシーリング材というアイディアはい、、 

ですね。 

司会 やはり初期物陛だけでなく耐久性はどうなのか 

と、、うことは非常に大きな問題ですね。エ業会の方でも 

具体的につかもうと努力しております。各方面からご協 

力を受けながらデータを積み重ねて実を結びたいと考え 

ております。シーリング材の水密性，気密性を長期的に 

みて今後も保持していけるのかどうかという点でのフォ 

ローアップも業界側から必要になるかと思います。 

こうして今日は地震とシーーリソグ材と題していろいろ 

お話を伺ったのですが，この貴重なご意見を参考に今後 

のシーリング材のあり方，問題点を適確に把握して具体 

的に解決していき，安心して使っていただける品質にま 

で高めていきたいと考えます。今後のシーリングエ業会 

の活動を見守っていただきたいと思います。今日は木当 

にありがとうございました。 
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入した雨水を室内に浸入させずに排水するシステムを施 

してはいるが，図一L 2に示されるように十分とは言、、 

がたいのが現状である。 
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B . P .（バランスド・プレッシャー） ジョイント工法 

とは，現在，新宿副都心に建設されている超高層ビル・ 

新宿センタービル（仮称，昭和54年秋竣工予定‘大成建 

設施工）外壁プレキャスト・コンクリートパネル（写真 

一1参照・以下PC板と略す）の目地部分の雨仕舞に採 

用されている工法である。このエ法は,いわゆる,等圧 

理論を応用した目地とか，オープン・ジョイントと呼ば 

れている工法と同類であり，アルミ・カーテンウォール 

工法における ミT AW 工法ぐマリオン・タィプ入（日軽 

アルミ販売） も, また同じ分類である。このエ法の特微 

は，従来の工法のように目地部分を水密・気密にするた 

めに目地の外部側にシーリング材を充てんするのではな 

く,水密機能と気密機能を分割することにある。 そし 

て，水密については水の流れを十分に考慮した形状的な 

機構で行ない，気密については防水の面からだIけ見れ 

ば,水密性能を低下させな ＝‘ ・ ・ 

い範囲で気密にすることて’ 

ある。また，このエ法の考 

ド‘‘、訟、一器1深さ） 

」γー リ／ノ1" 

水面のあばれ 

スリット｛曹器 00-05l'1 ~~-~5 

響zソ‘ ー‘ーー ＼ 、m 

、武u叱“課さj 

風圧力 00-240k6/,n 

雨 量 22lノ耐・分 

図12 

え方は，決して目新しいも 

のではなく，我国に古くか 

らある下見板貼りと同じ考 

え方である。外壁ではな、、 

が，瓦屋根などの葺き屋根 

もまた同じである。 

B . P .ジョイント工法と 

T AW エ法が相次いで開発 写真一l P .C．パネル板 

された背景には,最近の外壁の漏水事故,特にカーテン 

ウォール造における事故の多発がある。前述したよ う 

に，従来は太陽の直射や風雨に直接さらされる位置にシ 

ーリンク’材が施エされており，その上,部材の伸縮や地 

震時の変位にも追従しなければならないという，かなり 

過酷な状態であるため，予想よりも早い時期にシーリン 

グ材自体の破断や接着面での剥離が生じ，補修の必要が 

生じている。欠陥が生じると,カーテンウォール部材の 

表面を流下してきた雨水が,風圧力による作用で欠陥部 

の隙間を通して目地内部に押し込まれる。多くの建物の 

場合はこの現象を予想して，目地内部に減圧空間,水返 

し立上り,二次シールなどを設け，さらに目地内部に浸 

※大成建設技術研究所 

－豊 

図-1は,高さ3. 65m×幅3.omのPC板の目地に， 

シーリング材の欠陥に相当する幅1.0mm×長さ60mm の 

スリットを何力所か設け,雨量は平均22 ノげ・分,風圧 

力は横軸に示す如く与えた場合の目地内部への浸入水量 

を示したものであり，また図一2は同じ実験において， 

目地に浸入した雨水の排水システムに故障が生じた場合 

の横目地の状況の例を示したものである。 

B . P ．ジョイントエ法の基本は,水の流れを考慮した 

形状的な水密機構と，水密性能を保持するための気密機 

構であると、、うことは前述したが，その様子を示すと図 

-3 の如くになる。まず,隙間を通して水が移動するに 

は何らかの形のカが無ければならない。その力は図中に 

示す6種類に分類される。これらの力を無くすることは 

不可能であるが，防水的に働かないようにするには総合 
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的に図中の最後の形状が必要であり, この形状がこの工 

法の横目地の基本的な納まりである（図一4 参照）。また 

図巾のホとへには気密性能を付与するための風止め（ウ 

インド・バリア）があり,等気圧理論が応用されている 

部分でもある。次に縦目地の納まりについては，縦断面 

で示した図-3 を横断面と見直して考えると,（ィ）重力， 

(=)運動ェネルギーの2つの力がこのままの形では解決さ 

れていない（(Ii)の表面張力は溝形の水切りが考えられ 

る）。そこでこの2つの力について横目地と同様な形にす 

るべく検討した結果，図一5に示す形が得られた。縦・ 

横目地の交差部は基本的には縦・横どちらかの形と同じ 

にすればよいわけであり，施工順序から図-6に示す横 

目地と同じ形になるようにフラッシングを設置した。こ 

のフラッシングにはタ陪βに開放された目地空間内に大き 

な気流が生じないように, PC 板ことにその通路を遮断 

するというもうーつの効果をもたせてある。 

以上の機構において,その機能が満足できるものであ 

るかについてを実大実験によって確認した。実大実験に 

おける風雨の条件は,前述した新宿センタービル（仮称） 

を対象として,漏水危険率（風の起こる確率×雨の降る 

確率）1回／120年として，設計最大水密風圧力を240聡／げ 

(80--'240聴ノげの脈動風圧力），雨量は雨水の壁面流下 

を考え平均22l/d・分とした。 

結果の詳細は紙面の都合で省略するが，まとめてみる 

、、 

. 水 
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図-5 継目地詳細図 
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図-6 交差部詳細部 

と，前出図13H気圧差を働かせないためには流下水膜 

によってふさがれることを考慮したうえで空気の流入面 

積を決めなければいけないこと。さらに(=)運動ェネルギ 

ーを働かせないためには，立ーヒりの寸法や各部位の傾斜 

角,水切りの寸法,形状などが重要な決定項目になるこ 

とが分った。 

さらに判明した重要なことは，図一4 -6 に示す如く 

設計した場合には，実験に採用した風雨の条件の範囲で 

は,ウインド・バリア材に目地長さの20％程度（面積では 

2形）の欠陥が発生し，図一3 困気流が生じてもスプラ 

ッシュ・パリア（しぶき返し） を設置することによって 

漏水に到らないことである。このことはウインド・パリ 

ア材として不定形のシーリング材を採用した場合でも， 

そのシーリング材が直射日光を受けない好条件と相俟っ 

て,防水的にシーリング材の有効寿命が大巾に延びるこ 

とを示唆している。さらにもう一方の見方としては，定 

形のシーリング材でも，その形状・寸法や取付方法など 

をエ夫すれぱウィンド・バリア材として十分に使用で 

き, B . P .ジョイント工法の最終目標であるPC板カー 

テンウォール造の目地雨仕舞の完全な乾式化も十分に可 

能性があるものと思われる。 
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最近の建築用シーリング材の研究動向 

（秋の日本建築学会学術講演を通じて） 

I は じ め に 

建築用シーリソグ材にはいろいろな分類がある。形態 

により，不定形，定形または1成分形，2成分形などが 

あり,硬化機構により，反応硬化形,湿気硬化形および 

乾燥硬化形などがあり,用途または被着材により，カー 

テソウォール用, ガラスグレイジング用， サッシ廻り 

用,金属用， ガラス用およびコソクリート用などであ 

り，材料により,ガラスパテ,油性コーキング材，シリ 

コーン，ポリサルファイド，ポリウレタン，アクリル， 

SBR およびプチルなどがある。これらの分類は，シー 

リング材の特長を知るのにそれぞれ意味があるが，さら 

に2種類以上を組合せることによって，その全体的特長 

をより明確にすることができる。建築用シーリング材 

は，建築生産の工業化，要求性能の多様化，高度化およ 

びプレボリマーの開発などを背景として開発され，発展 

してきたものであり，その研究の歴史は古くはない。ガ 

ラスパテは,ガラスグレイジング用として,古くから一 

般自馴こ使用されているが，シーリング材としての研究は 

戦後であり，昭和34年にその報告がみられる。建築生産 

の工業化，特にアルミサッシの普及，一般化により相前 

後して油性コーキング材の研究がみられ，さらにカーテ 

ンウォーール構造，プレハブ構造の開発,発展に伴ない， 

昭和30年代後半から弾性シーラントと呼ばれるポリサル 

ファイ ド, シリコーン‘ポリウレタンなどのシーリソグ 

材の研究が始まっており,その研究の歴史は，たかだか 

20年に過ぎないものものである。 

建築用シーリング材の研究は，これは一般の建築材半ト 

にも、、えることであるが，大別して設計に関連するも 

のI 材料に関連するもci),施工に関連するものなどに分 

けられるが，さらに設計と材料,材料と施エ，設計，材 

料,施エなどのように各分野にまたがる総合的なものも 

千葉大学工学部 助教授 

ある。材料に関連したものは，作業性に関するもの，初 

期性能に関するものおよび耐久性能に関するものに細分 

化することができる。以下最近5カ年間におけるわが国 

の建築用シーりング材の研究の動向を探るとともに昭和 

53年度日本建築学会の大会で発表された研究についてそ 

の概要を紹介しよう。 

～ 最近5 カ年間の研究動向 

昭平ロ49年から53年までの5カ年間に口本建築学会で発 

表された建築用シーリソグ材に関する研究報告，論文の 

件数を示したものが表-1である。昭和49年, 50年，51 

年の発表件数は年5~6 件であるがI 昭干ロ52年以降は倍 

増し，合計で40件が発表されている。最近,発表件数が 

急激に増加したのは，それに対する関心の強さを示すも 

のであるが，このこととは裏腹に問題点の多さ,または 

事故の増加などの関連も考えられるので一概に喜ぶわけ 

にはいかないように思われる。その内訳は,不定形的 

件，定形1件である。前者について硬化機構別にみると 

反応硬化形および湿気硬化形が36件,乾燥硬化形が3件 

である。乾燥硬化形についての研究は53年に発表された 

もので,今後当分続くものと思われる。後者は，建築用 

グレイジングガスケットの水密性,耐風圧性お・よび燃焼 

性についての研究で，昭和49年に発表されているが,そ 

の後の研究が見当らないのがさびしい。 

表―2は不定形シーりング材について，その研究内容 

を分類したものであるが,内容が各分野に亘るもの，ま 

たは総合的なものについては,その内容によってより適 

切と考えられる項目に分類したものである。全体的にみ 

表―1 建築用シーリンク材の研究発表件数（数） 1 

シ一にJラ石1蘇可～逃き竺 49年 50年 51年 52年 53年 5年間合計 

不定形 

反 応 硬化 形 

湿 気 硬化 形 
4 6 6 12 8 36 

乾燥硬化形 3 3 

定 形 1 11 一－ 

小 計 5 6 6 12 II 40 
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るならば，一部には耐久性能以外の項日にいg，れているも 

のもあるが,すべてのものが何んらかの形で耐久性能に 

関連したものであることは注目されよう。このことは不 

定形シー・リング材の耐久性能の把握が不十分であり，そ 

こにシーリング工事全般に亘る問題の根源が集約されて 

いるのであろうか。興味ある事実であり，今後の研究の 

方向を示唆しているように思われる。 

項目別にみるならば，比較的に多いのは，疲労，実態 

調査,屋外暴露，設計と耐久性およびムープメソトその 

他である。疲労は5件で, シーリング材の硬化後の耐疲 

労性，その評価方法および許容伸縮率について論じたも 

の3件，シーリング材の硬化過程におけるムーブメソト 

および温度とムーブメソトの影響を論じたもの2件で， 

シーリング材の反応機構によっては，その影響が認めら 

れることを指摘している。実態調査は5件で，超高層建 

築その他について実態調査を行、、 シーリング材に生ず 

る欠陥の種類，部位，向きおよびシーリング材自身の経 

！時変化について論じたもの3件，および建築物に計画的 

にシーリング材を使用し，その経時変化を追求したもの 

2件で，これらの研究は地味ではあるが貴重なものであ 

る。屋外暴露は4件で，供試体を屋外に暴露し，その経 

時変化を明確にするとともに劣化曲線の数学的解析を行 

い, さらに各種の促進劣化との関係を明らかにしたもの 

で，実態調査とともに耐久性試験方法を確立するために 

欠かすことができないものである。設計と耐久性は5件 

で，シーリング材の断面形状と耐熱性，耐疲労性，RE 

および実際の建築物に使用された場合の断面形状,寸法 

と物注との関係を明らかにしたものである。ムーブメン 

トその他は6件で，最も多く，屋外暴露ムーブメントテ 

表一2 不定形シーリング材の研究内容 

項 目 
シーリング材の種類 

反応硬化形・湿気硬化形 乾 燥 硬 化 形 
酎 久 性 ー 般 2

 
1
 
3
 
3
 
4
 
1
 
5
 
4
 
5
 
2
 
6
 
2
 

1
山 
1
 

1
 

応 力 緩 和 

圧 縮 セ ッ ト 

ク リ ー プ 

疲 労 

オ ゾ ン 劣 化 

実 態 調 査 

屋 外 暴 露 

設 計一耐 久 性 

施 エ一耐 久 性 

ムーブメントその他 

試 験 機 

合 計 36 3 

スターによるジョイントムープメントの測定1件,金属 

およびコンクリートのカーテソウォールのジョイントム 

ーブメントを測定したもの3件，サッシの面内変形に対 

するグレイジング用シーリング材の挙動について論じた 

もの1件であり,その他は屋外暴露されたシーリング材 

の温度について測定したものである。これらはシーリン 

グ材の劣化外力および設計上の貴重な資料を提供して、、 

る。次に多いのは耐久性一般，圧縮セットおよびクリー 

プで，いずれも3件づつである。耐久性一般は, シーリ 

ング材の初期性能および耐久性能について全般的に検討 

を行うとともにその評価方法および試験方法について論 

じたものである。圧縮セットは，シーリング材が圧縮ム 

ープメソトを受けたとき, ムーブメントの大きさ, 温 

度，時間などの影響を受けて圧縮セットを生じ，そのR 

E ，耐疲労性などに対する影響について論じたものであ 

る。クリープは，シーリング材の初期および劣化後のク 

リープ現象について解析を行うとともに粘弾性的理論解 

析を行い，さらに実験値と計算値の関連性について検討 

したものである。応力緩和は, クリープと同様にその現 

象について解析を行うとともに粘弾性的理論解析を行 

い，さらに実験値と計算値の関連性を検討し, シーリン 

グ材の応力緩和現象の解析に粘弾性理論が適用できるこ 

とを明らかにしたものである。特に塑性シーリング材の 

解析には今後のこの面での研究が要求されよう。施工と 

耐久性は，シーリング材の混練方法と性能および混練時 

に巻込れる気泡の初期性能，耐久性能におよぼす影響な 

どについて論じたものである。耐久性に関連した試験機 

の開発が2件あるが, 1 つは，簡易または実用的な暴露 

ムーブメント試験機の提案であり，他の1つはムーブメ 

ントを受ける応力測定装置の提案である。これらの試験 

機は,シーリング材の動的劣化およびその状態の把握に 

はきわめて重要であり，今後の研究および実用化が期待 

されよう。 このほかオゾン劣化に関するものが1件あ 

る。 

以上述べたように最近5カ年間に発表された研究39件 

はすべて耐久性能に関連するものであるが，劣化要因別 

にみると機械的劣化に直接関連するものは応力緩和，圧 

縮セット, クリープおよび疲労などの合計13件であり， 

化学的劣化に直接関連するものは1件で，前者が圧倒的 

に多い。機械的劣化，化学的劣化およびこれらの複合的 
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劣化に関連するものは,実態調査，屋外暴露の9件であ 

る。総合的なものは，設計および施工と耐久性の7件で 

あり,劣化外力および試験に関連するものは，ムーブメ 

ントその他および試験機の8件である。これらのことか 

らシーリング材の耐久性能の研究の動向をうかがい知る 

ことができよう。 

皿 昭和53年度（秋季）の学術講演 

の概要 

発表は6件で，その内容はいずれも耐久性能に関連す 

るものであるが，内訳は実態調査，疲労, クリープ，試 

験機各々1件，およびムーブメントその他2件である。 

以下その概要を紹介しよう。 

1． 不定形シーリング材の耐久性に関する研究（実態 

調査と2 , 3の考察） 

松本洋一,小野正,丸一俊雄 

比較的大規模な建築物について，カーテンウォール構 

法に使用されているシーリング材について実態調査を行 

い，欠陥の種類，欠陥の起る部位，位置，部材の材質お 

よびシーリング材の経年変化などを明らかにしたもので 

ある。欠陥の種類は,接着破壊,凝集破壊，被着面の破 

壊，汚れ，仕上げ材の剥離，硬化不良などでI 欠陥の起 

る位置は，南＞西＞北の順に多く, 日射量およびムーブ 

メントの大きさに起因していると述べているロ金属カー 

テソウォールは比較的欠陥が多く，材質別にはPCは接 

着破壊が多く，金属は凝集破壊が多く，ガラスはすぺて 

接着破壊であると述ぺている。経過年数と欠陥との関係 

は,接着破壊は初期に，凝集破壊は2年前後にピークを 

示す傾向が認められると述ぺている。またシーりング材 

のモジュラスは，経時とともに表面から増加することを 

明らかにしている。 

2． シーリング材の耐久性に関する研究（その3 硬 

化過程における温度とムープメントの影響） 

宗像要則，小池迪夫，田中享二 

反応硬化形シーりング材につ、、て,その硬化過程に作 

用する温度とム・ーブメントの影響を明らかにし，その耐 

久性を検討したものである。各種シーリソグ材につ、、 

て,変動温度域（20-7びのおよび一定温度（20C）で， 

縮小途中，縮小ピーク,拡大途中および拡大ピークの4 

段階で施エし,圧縮加熱後さらに振幅士10％から士30% 

で, それぞれ2000回の疲労試験を行ったもので, 1 成分 

形シリコーン（湿気硬化形）I 耐熱性の低い2成分形ポ 

リウレタンおよび2成分形ポリサルファイ ドに問題があ 

ることを指摘している。 

3． シーリング材の耐久性に関する研究（その4 ム 

ーブメントを受ける応力測定装置の試作） 

黒田恭博,小池迪夫,田中享二 

シーリング材について,施工時から硬化過程に生ずる 

応力の測定装置を試作し, 2 , 3の実験を行ったもので 

ある。シーリング材は,経時とともに硬化が進行し，引 

張または圧縮応力が次第に増加し,ムーブメントが作用 

すると縮小時には圧縮応力，拡大時に引張応力を生ず 

る。ムーブメントと応力との関係は，シリコーンシーリ 

ング材は，ほぽ同期するが，ポリサルファイ ドシ・ーリン 

グ材は,それらのピークにずれを生じ, またヒステリシ 

スも大き、、。温度の影響は, シりコーンシー リング材 

は，応力増加」硬化,ポリサルファイ ドシーリング材は， 

全体的に弓脹側にシフトする傾向が認められると述べて 

、、る。 

4. 弾性シーリング材の耐久性に関する研究（その3 

屋外暴露シーリング材の温度測定） 

加藤正守，吉池佑」 

屋外暴露されたシーリソグ材について温度測定を行 

い，温度，H間温度差，上昇・下降時間, ，変動速度お 

よび温度と気温との関係を明らかにしたものである。シ 

ーリソグ材の温度は，日最低温度の年平均は9.8。C,その 

極小値は-9.5℃であり，日最高温度の年平均は26, 5。C, 

その極大値は46. 7。Cである。口間温度差は，年平均16,8 

℃で，その極大値は28。Cであると述ぺている。上昇時間 

は，年平均8.6時間，下降時間は，年平均15. 4時間であ 

る。変動速度は，上昇時年平均1. 96。C/ h,下降時1.10 

。C/ hでその比は1.78である。 シーリング材の温度と気 

温との関係は，高い適合性が認められ，気温によりシー 

リング材の温度の推定が可能であると述バ・ている。 

5. 弾比シ・ーリング材の耐久性に関する研究（その4 

初期および熱劣化後における力学的陛質の粘弾性理論的 

解析） 

吉池佑・，力~」藤正守 

シーリング材のクリープ現象について，粘弾性的解析 

を行い,その力学的挙動は非線形粘弾性を示すが,各I志 
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力ごとには次の式の適合性の高いこと，および各種シー 

ー ＋t 

E ＝ニ〒ートー志ー（1-e 
.U.i L .2 '/3 

リング材の弾性係数（E」），遅延弾性要素（E2 恥），純 

粘性係数（718 ),遅延時間（2D の特性を明らかにし， 

シーリング材のムーブメントに対する追従性さらには耐 

久性の評価に粘弾臣的解析が重要であると述べている。 

6. カーテンウォールのジョイントム・ープメントがシ 

ール材に与える影響について 

寺内 伸，中山 実 

超高層建築物のカーテンウォールのジョイントにつ、、 

てムーブメントの測定を行い, 日間ムープメントとその 

拘束，年間ムープメントおよびシーリソグ材の耐疲労性 

におよぽす施工時間，ムーブメントの影響などについて 

検討したものである。ムープメントの拘束率は75'-'95% 

で,同ージョイソトの場合は年間を通してほぼ等しい値 

を示している。年間ムーブメントは向きによ り異なる 

が，最大は東の3. 2mm，最小は北の2. 0mmで，設計目地幅 

のそれぞれ16. 5妬および10. 9％に相当すると述べて、、 

る。 さらに施工時間によって，引張変形の最大値は秋 

季,南面で，12時に施エした場合2. 8mm を生じ, また圧 

縮変形の最大値は,秋季，南面で17時に施工した場合 

2. 2mmを生ずると述ぺており， ムープメソトのシーリン 

グ材の疲労に与える影響については，4要素模型による 

粘弾性的解析が必要であると強調している。 

W お わ り に 

わが国の最近5カ年間における建築用シーリング材の 

研究動向について展望し, さらに本年度の日本建築学会 

（秋季）の学術講演の概要を述ぺたが，これらを通じて 

次の点が明らかになった。 

1， 最近，研究発表件数が倍増し，また発表されたも 

のすべてが耐久性能に関連するものであること。 

2． 力学的挙動の解析には粘弾性的解析が必要である 

こと。 

3． 実験の裏付けとなる実態調査，屋外暴露測定など 

の研究の重要性が認識されていること。 

4． たんに材料の性能に関する研究だけでなく,他の 

分野にまたがるものおよび総合的，実際的研究が要求さ 

れていること。 

5. 耐久性の評価にはまず試験方法の確立が必要であ 

り，そのためには実験条件の明確化および適切な試験機 

の開発が要求されていること。 

以上を踏まえて今後の研究の発展が期待されよう。 

シーI-)ング工事なら 

二技i〕青の 
関西シーUング工事業協同組合員 

~y 株式会社東洋防水 
代表取締役 畑 山 祐一 

T545 大阪市阿倍野区文の里2一3一15 電話06(62D3741閥 
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理事長 松下 賓 理事（受注担当）木寺州介 事務局 

専務理事 佐伯 禎 理事（総務担当）大西秀次 

理事（保険担当）畑山祐一 

理事（技術担当）竹田晋吾 公06- 53 1-8 107 

理事（職訓技能検定担当）内田勝久 

監事（購買担当）小阪 栄 

監事（金融担当）井手正夫 
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相田 修 費075 (611) 2798 同摂津シ一ル工業 槌屋邦夫 費06 (315)0638 

溝渕 勇 B06 (862)4193 脚大ー防水工業 上田ー郎 'a'0720 (71) 8951 

坂中俊彦 容06(695)0751 (4*) 大 協 建 材 林 忠雄 容06(649)4105 

内田勝久 'a' 06(301)5235 大信防水工業(4*) 今井 知 'a'078 (577) 8575 

竹田晋吾 容06 (352) 2895 中 外 商 工 脚 春田政三 公06(443)7321 

佐伯 禎 容06(903)0016 ( )東 光 商 会 志水利達 丑078 (453) 2211 

金山 峻 'a' 06(448)2341 (4*)東 洋 防 水 畑山祐一 丑06(621)3741 

岸 勝美 費078 (411) 4418 (4*) 中 出 商 会 中出友作 ft078 (511)4501 

竹田征司 'a'075 (501) 1100 日建瀝青工業株 熊野英夫 費078 (576) 0851 

木寺州介 

松川 宏 

松浦直司 

費06 (262) 5845 

容0878 (21)3010 

公0727 (81 ) 51 89 

日 添 エ 業 綱 

日本化成工業掬 

(4*)ノゾエ技研工業 

井手正夫 

松下 實 

野添博司 

費06 (631)8915 

費06 (385) 3886 

'a' 06 (708) 7651 

中田義則 費06 (541)6171 白 洋 建 材 脚 小阪 栄 丑06 (924) 2536 

大西秀次 費06(448)0450 美 星 工 業(1*) 竹井 武 容078 (631) 5048 

横谷一雄 'a' 06(671)2498 富士化成工業脚 森田武司 丑06(939)7149 

木村 優 'a' 06(551)0587 同豊栄 シ 一 ル 笹崎幹雄 廿0723 (61) 5572 

歳川 博 'a'0886 (54) 3056 美 作 工 務 店 小林静雄 容06(991)0500 

城内光男 'a0721 2 (3) 2882 八尾コーキング 中元幸弘 費0729 (92) 3846 

嶋沢美季 'a0792 (98)8176 同吉川美装商事 吉川博康 1107756 (3) 7772 

亀井信― 容06 (431)8429 横 井 エ 業 所 横井 守 'a'0724 (22) 7712 

早野駿吉 容06(341)8055 
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ボリサルファイド系シーI-)ング材 

1液ポリウレタン系シーリング材 

2液ポリウレタン系シーリング材 

シリコーン系シーリング材 

油性コーキング材 

ブチル系コーキング材 

水性アクリル系コーキソグ材 

#100 #500 感光性接着剤 

鋼入り板ガラス防錆ブチルテー ブ 

（ガラスメーカ-3社 全硝連推奨品り 

引S表示工場 第567215号（JIS・A・5751) 

明星チャーチル株式会社 
本 社 
関西営業所 

関東営業所 

熊谷営業所 

名古屋営業所 

プし州営業所 

広島出張所 

堺 市 浜 寺 石 津 町 中 1 丁 4 - 7 
電話 堺（0722)44-7500（代表） テレックス5374- 743 

横 浜 市 神 奈 川 区 三 枚 町 2 9 9 - 5 

電話横浜（045)383-4651（代表） テレックス 3823-253 

埼 玉 県 熊 谷 市 宮 町 2 - 13 林ビル 

電話熊谷（0485)25-1822（代表） テレックス2942- 724 

名古屋市名東区一社3丁目90 番地 チサンビル202号 
電話名古屋（052)703 -2061（代表）テレックス 447-3639 

福岡市博多区博多駅前4丁目26 -1 1 鐘芳ビル 
電話福岡（092)472-2 143（代表） テレックス 724-5 9 7 
広 島 市 比 治 山 町 5 一 1 2 
電話広島（0822) 63--4461（代表） テレックス 652-4 1 4 
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東 日 本建 設 防 水協同 組合 員 

東日本シーリング工事業協同組合員 

＝ムアスファルト防水工事業協同組合員 

全日本プレハブ建築防水協会会員 

東京都知事許可 般53第36279号 

】
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z 株式会社LI’りクス 取締役社長 出水秀夫 
東京都渋谷区代々木1 -28- 1 

TEL 03 (370) 0 1 2 1 (代) 
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超高層ピルをはじめ、現代建築に重要な役 

割を果たすシーリング施工。 

セメダインではこI‘はでに、建築川接着剤と 

ともに、各種シーリング材においても、数多 

くの実績を積み重ねてきました。 

すぐれた接着性、弾性にょリ抜群の水密・気 

密効果を発揮し、耐久性、耐候性など厳し 

い要求性能もクリア。 

シーリング設計には、あらゆるシーリング工 

事に適応するタイプをそろえた、セメダイン 

シーリング材シリーズよリご指定くださし、 

’コ’ 

七メフイン 
建築用シーリング材 
■セメダインシーリンク材シリース 

ホリサルファイド系＝セメダインボI)シール 

ポリウレタン系＝セメダインS-7W, S-i印 

油性ーセメダインボリコーク 

アクリル系＝セメダインS-b0. S-20 

ブチJレゴム系＝セメダインS -620 

シリコーン系＝セメダイン8060（オキシムタィカ 

シリコーン系＝セメダイン8叫5（酢酸タイプ） 

~ 

接着工法のすへてを力パーする 

セメダイン株式会制 セメダイン株式会社 
資料は＠）資料希望とこ記入0> I中中し込そください。 
中込先一東京都品川区束五反山4一5－馴〒Hll一 

セメダイン株式会社呆掲部リ；青宣伝線 

現代建築に 
確かな足跡 
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長年にわたり現場で 

鍛えあげられた 

タフで信頼のおける 

シーラント、 

それが“チオコール” 

シーラントです。 
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●優れた耐久性と接着性 

シ…ラントの持つ優れた耐久性は優れた接着性の裏付があつてこそ、現場 

（こ於て真価を発揮するといえます。 この点“チオコール”シーラントは長年 

現場で実証ずみのタフなシーラントです。 

●抜群の使いよさ 
現場施工にとつてl吏いやすさは極めて重要な要素です。“チオコール” シー 

ラントは温度・水分などの現場環境の変化に幅広＜適応し、作業性抜群の 

タフなシーラントです。 

●豊かな実績と経験 
実際の建物に使われ、 長年の風雨に耐えだ実績は、どんな試験にも勝る最 

良の評価方法です。“チオコール”シーラントはこの試練に耐えてきたタフ 

なシーラントです。 

「“チオコール” シーラントは現在30数社で製造販売されており、品種の豊富さと全国をカバ1 

［ーする販売網により、お求め易さも抜群ですC 」 

東レチオコール株式会社 
本社 東京都中央区日本橋本石町3-6 日本橋室町ビル 

TEL 03 (241 ) 1 8 4 5 番 

工場 千葉 県市 原 市千種海岸 2 - 3 

株式会社野村事務所 
本 社 東京都港区西新橋1-1-15物産ビル別館 

営業2 部 TEL 03 (502 ) 1 4 6 6 番 

：大阪出張所 大阪市西区新町1-2 -13新町ビル 

TEL 06 (538 ) 0 2 2 8 番 
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~川~川川川~潮開Il川川川川I川川II川~~川舶旧mm川田旧II川川~川田川川~川~川川川川川川~~川川川川~~~川川川川~ 

山S A5758－新しい商品認定J旧 

制定の経過とその背景 

小池 迫夫 

川川~川川~～川川川川川~川II川川川川川川川川III川川III川川川川川川川川I川川川川川川川川III川~川川川川川～nn 

材料の品質と規格 

木材のように，長い間繰返し繰返し用いられてきた天 

然の材料は，桧とか杉とかいう名称だけでその材料の性 

能に対するほとんど＋分な情報を与えることができ，わ 

ずかに年輪の方向や節の多少などに若干の補足をすれば 

材質の指定がなされ得る。それはまた,材料の取扱いや 

使用法に対しても十分な情報であり,施工者はその性質 

を十分に熟知していたものである。 

しかし，最近の建築材料の大部分がそうである工業製 

品は，それを野放しにすれば,同一名称で各社各様の性 

能のものが世に流れ出て混乱を招くことになる。このよ 

うな理由から材料規格のもつ第一の意義はあるーつの名 

称で呼ばれ：る材料はほぽ同一の範疇に属する品質を有す 

ることを約束づけることであるといえる。例えばポルト 

ランドセメントなどは，規格体系にうまく納まった材料 

であり，市販のJ Is 製品であるならば，どの会社のも 

のでもほぼ同様な品質が保証されているので，ユーザー 

としてなんの心配もなく購入できる訳である。 

ポルトランドセメントや鋼材などは，同一名称で同一 

品質の材料が供給されさえすれば，使用例の長い歴史に 

基づく用法が確立しているので，ューザー側の技術で使 

いこなすことができる。しかし，歴史が短くその品質が 

変動しやすい（主として改善によるものと期待するが） 

材料については，名称と材料性能の合致だけを目的とす 

る規格ではI ユーザー側の満足を得るものとはならな 

い。それはI ユーザーの経験に基づく用法上の判断のた 

めに十分な時間がなく，その判断がなされた時点では， 

その材料の寿命（ライフサイクル）が尽きている可能性 

が大きいためである。 

東京工業火学助教授 工学博土 

シーリング材の性能評価 

この小文の主題であるシーリング材についても同様な 

ことがいえよう。新発売時の魅力的な（すなわち,結果 

的に誇大的な）宜伝文句が色あせる頃，また新たな材質 

の製品が登場して当面の面目とユーザーとの繋がりをか 

ろうじて保ってきた。しかし，そのような歴史の中で， 

消え去るか，新登場時代の期待と大きく異なった低レベ 

ルに結果的に位置づけられてしまった製品の開発・販売 

当事者の責務は解消されてもいいというものでもない。【 

ただ,建築業界の通例として，この種の新製品はメーカ 

ーとユーザー（その多くは最終生産物に対するユーザー 

ではなく，単なる中間業務としての発注者に過ぎない点 

に大問題があるのだが）の共同産物であることが多い点 

は，情況認識に忘れてはならない特殊な背景ということ 

ができる。 

このように、一定品質の材料を規格に従って世に流し 

続けれぱ，やがてその材料の品質に適した用法が定着す 

るであろう．と、、うことが期待できない材拳h または短 

時日の間に規格を上まわる性能を有する材料が，オーソ 

ライズされた規格とは別個の立場から世の中に普及する 

可能性のある材料については，単に同一名称は同一品質 

を意味するという規格内容では，世間の要望に答えたこ 

とにはなり得ないといわなければなるまい。 

昭平1150年に制定されたJ I S A 5757 「建築用シーリ 

ング材の用途別性能~ （委員長・狩野春－・先生，小委員 

長・波多野一郎先生）は，上記のような社会的な要請を 

背景としてI ほぽ3年にわたる長年月の審議を経て制定 

のはこびとなったもので，その過程には得がたい多くの 

教訓が合まれている’。それは，行政サイドからみれば材 

質別に制定されていた従来の規格体系から転じて, 目的 
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用途に合致した材料性能を基準とする規格体系へと移行 

することによる,将来予想される材質の多様化への対応 

であり，研究サイドからみれば, シーリング材の本質に 

かかわる性能評価への挑戦でもあった。 

元来，シーリング材というものは部材間に充てんされ 

て定着して被着面によく密着し，自然および人工的環境 

と部材間に生ずる動きによって損傷されず，長い間，水 

密・気密の性能を保持すぺきものであり，その果すべき 

機能は材質や硬化機構によって異ならない筈である。、、 

いかえれば，シーリング材の機能は①部材に防水的に密 

着すること，および②シーリング材そのものが防水的で 

あること，の2点に要約される。したがって，その性能 

を評価する方針は，上記の2点を満足するような施エが 

可能かどうかの判断と，どのような設計条件ならばその 

シーリング材が満足に機能し続けるかという判断の基準 

となるべき指標を求めることにあるといえよう。 

このような方針からS I S A 5757は制定されたのて二 

あるが，制定後このS 'Sは性能に対する基準であり製 

品そのものの規格ではないという見解から，業界が期待 

していた商品認定ができないことになった。この点に関 

しては原案作成中にも問題となり，このS 'S でも商品 

認定が不可能ではないという見解もあったことに言及す 

るにとどめる。しかし，さらに根本的には工業技術院の 

付託は「建築用シーリング材の用途別性能評価基準」で 

あったものを，審議の過程で単なる性能評価の基準では 

なく,性能そのものの基準にしたいという，特にユーザ 

ー側委員の希望意見により，商品S 's的性格を帯びさ 

せて「 用途別性能」 としたがために，商品認定への 

欲が出たともいえる。 

JIS A 5758 の体系 

すでにJ 'S の制定されている油性コーキング,ポリ 

サルファイド，シリコーン（1成分）の3基材以外に， 

ポリウレタン，シリコーン（2成分），アク リル, SB 

R ，ブチルなどが使用されはじめて久しい。これら未制 

定の規格を包合しつつ,既成の規格を統合する作業が昭 

和52年度の事業として行われた（油性コーキング材を除 

く）。委員長・狩野春一先生，小委員長・波多野一郎先生 

を中心とする原案作成委員会は異例とさえいえるスピー 

ディな審議により,昭和53年2月の期限までに原案作成 

を完了し答申することができた0 そのスピーディさはシ 

ーリング工業会側委員の絶大な尽力に負うところが大き 

いことは言うまでもないが，性能評価上の技術的な論点 

の大部分が先のS I S A 5757の審議の時に出尽して、、 

たことも見逃すことができない。 

J I S A 5758原案作成の方針は大略次のようであっ 

た。 

1） シーリング材の性能評価はJ I S A 5757に準拠 

する 

2) シーリング材をその基材名と耐久性能の2つによ 

って基本的に区分する。 

3） 同一基材名で呼ばれるものでも，現実には性能面 

に開きがあるが，規格上ではできるだけ少ないグレ 

イド分けとする。 

4) グレイド分けに当って，すでに基材別に形成され 

ている社会的な評価（または評判）が混乱しないよ 

うに配慮する。 

以上の方針を今少し詳しく説明してみよう。 

性能評価方法はJ I S A 5757に準拠する方針とした 

が，その中で最も変更されたのが耐久性試験方法であ 

る。まず，乾燥硬化タィプや湿気硬化タイプを考慮して 

原則として一面解放型の試験体を採用した点である。本 

来ならば米国連邦仕様書のような試験体（JIS A 

5757解説参照）とすべきだと思われるが，引張試験や疲 

労試験をはじめとする試験器具などを流用したい関係か 

ら，従来のH形を準用してスペーサーのみを変更した極 

めて日本的な解決案となっている。原則というのは，2 

成分形のシーリング材で，従来の密閉式H形で支障がな 

い場合にはそれを用いてもよいことにしたためである。 

いずれにしても, これは養生にかかわることで，出来上 

り試験体の形状は同一となる。 

耐久性試験の工程における ミ圧縮加熱温度． と A引張 

りおよび圧縮の大きさ．は，各基材の使用実績と実際的 

な建物条件を考慮して5段階に設定された。その区分を 

表示するために，例えば“9030． というような4 ケタの 

数値を採用したが，90という頭の2ケタは圧縮加熱温度 

(oc）を示し，30と、、うあとの2 ケタは引張・圧縮の大 

きさ（形） を示している。 

なお,今回のS 'sでは耐久性試験はそのシーリング 

材が対象としている被着体の中の1種類を選んで試験を 

行い，その被着体を含めて対象とするすべての被着体に 
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対する接着性を別途の試験で確認する方式に変更され 

た。ということは，耐久性試験ではシーリング材そのも 

のの性能を確認し，接着性試験では対象被着体およびそ 

れに対するプライマーとの相性を確認することになる。 

耐久性試験で接着破壊が生じたらどうするか, という疑 

念もあるが， 3種類の標準的に用意された被着体のいず 

れに対しても接着破壊が生ずるようでは，そのシーリン 

グ材の存在価値がないといわねばならない。それよりも 

問題なのは，接着性試験による接着性の確認は耐久性試 

験におけるそれよりも厳しくなければならないのだが， 

その確証が十分でないまま制定となることではなかろう 

か。しかし，現実にプライマーの適合性を検討する際に 

行われる試験方法よりも，より厳しい方法を規定したこ 

とでもあるし，また, メーカーおよび施工業者側が最も 

留意すべき点でもありI 現に留意している点であるだけ 

に，さほどの重大な問題は生じないと思われる。 

上記耐久性および引張接着性（注・引張応力および伸 

び）試験方法の変更の他にも,エマルションまたはラテ 

ックスタイプ特有の試験項目である低温貯蔵安定性およ 

び初期耐水性の試験項目が追加され，セルフレベリング 

試験方法が一部訂正されたが，さしたる変更はないと、、 

える。 

シーリング材のキャラクタリゼーションを基材の種類 

とそれを適用する設討止の基準となるべき耐久性の2本 

立てで行うことは，現実的な優れた方法であると自賛し 

たい。それはメーカー側からは試験の内容が多岐多様に 

わたり,時間的にも経済的にも負担が大きいと不評をか 

うほどの耐久性の試験ではあっても，シーリング材の性 

能の一側面しかとらえておらず,基材名のもたらす情報 

量は非常に大さいからである。 

現在時点における基材の種類とそれに対する耐久性の 

区分は表11の通りであるが, シーリング工業会からこ 

く最近急速に台頭した8変成シリコーン， を耐久性区分 

愁9030．および奄8020，を対象として追加すべく提案が 

あり，急拠採択された。 

規格体系としては1基材1区分が理想という意見もあ 

ったが,市場にある製品をみると1区分にしぽることが 

可能な基材は少なく，大部分が2区分を必要とし,ポリ 

ウレタン系については3区分を設けることとした。昭和 

53年2月に答中した原案では, アクリル系とSBR系に 

奄8020．があったが，同じ “8020七に合格しても，シり 

コーン系やポリサルファイ ド系などの同区分のものと同 

等に扱ってもよいという実際面からのフィードバックに 

とぼしいために，専門委員会の段階で割愛することにし 

た。この割愛は主としてユーザーと中立者側からの意見 

によるもので，メーカー側には若干の不満を残したかも 

しれないが，冒険主義を排して健全な発展のために必要 

なステップではないだろうか。もちろん，他のミ80208 

と同等な実績が裏付けられれば，当然見直し時期に追加 

されることになろうが，その時には現在ある 、70108 の 

区分の存在意義はなくなるのではあるまいか。 

5種類の耐久性区分を実際的な設計にどのように対応 

させていくべきかは，今後の検討に負うところが大き、、 

が, J Is 解説（案）を表一1に示しておいた。考え方 

としては圧縮加熱温度が70。Cのものはコンクリート用， 

80℃のものは金属用かコンクリートのヘビーデューティ 

用，90Cのものは金属およびコンクリートのヘビーデュ 

ーティ用と考えたい。設計対象のジョイントムーブメン 

表―l JIS A 5758解説（案）のシーリング材の耐久性区分と用途 

耐久性の区分 9030 8020 7020 701 0 7005 

前」 久 性 試］強 

の 条 イ‘F 

圧縮加熱温度 90.C 80.C 70C 7C'C 70'C 

目地幅の拡大縮小範囲 土30% 土20% 土20% 土10% 士5 % 

シ―リング才オの 

1重 ，頁1) 

シリ コーン系 0 0 
変成シリコーン系 0 0 

ポリサルフアイ ド系 0 （っ 
ポリウレタン系 （っ C) 0 
アク リル系 0 0 

SBR 系 0 0 
プチルゴム系 （こフ 

用 」金2) 

超高層の金属並びに 

コンクリートカ一テ 

ンウオール及び高層 

の金属カーテンウオ 

ール等 

中低層の金属カ一テ 

ンウオール及び高層 

のコンク－りートカー 

テンウオール等 

中低層のコンクリー 

トカ一テンウオール 

及し8A L C パネル、 

大型プレキャストコ 

ンクリート壁式構造 

等 

窓
 

ま
 

わ
 

nJ 一
そ
 

般

の

 

の

他

 

サッシ並びに金属カ 

－テンウオールの裏 

込めシール及び京内 

'7）目地 

上記用途に対する設言H申縮率s) 土20% 土15% 土15% 士7タ6 士8 % 

〔注〕 ユ）り印は本JISで設定した耐久性区分を示す。 

2 ）用途は一応の目安を示したものであるが、より長期の耐久カを期待するためには 更に上級の区分に誼当するシーリング材を用し るニとカ‘望ましい． 
3 )設計仲拙率をj血用する条件として‘目地幅／目地課さを2.5程度とする。 
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トは，耐久性試験の最終段階における引張・圧縮繰返し 

幅の70彩としたらどうか, ということで示したが，これ 

を50彩とか40％とかにして設計すれば，さらに長い寿命 

が期待できることは言うまでもない。なお，ジョイント 

幅（w）と深さ（D）の比W/Dは1.5程度とすること 

を設計条件とした。 

JIS A 5758を超える問題 

すでに広く認識されているように，シーリソグ材が打 

ち込まれるジョイントにはシーリング材の打設の前から 

ムープメソトが生じている。ということは, シーリング 

材はその硬化の過程からムープメソトの影響を受けると 

いうことであり，その影響は晴天時,部材の最高温度時 

頃（東面では10,-11時,南面では12--'13時，西面では14 

"45時）に打設された場合に最も著しい。このことは完 

全硬化とみなされ得る状態まで養生した後に試験を行う 

J Is の耐久性試験では，判定できない重要な要因が残 

されていることを物語るものであり，今後の検討に期待 

するものである。また,耐久性試験そのものでも，工程 

の簡略化のため必ずしも十分な判定は行い得ず，同じ耐 

久性区分に合格するものの中でも,当然相当の優劣はあ 

り得ることになる。 

本小文の寄稿先が特にメーカーの機関誌であるから敢 

えて言うことにするが，メーカー間の競争は単にJ Is 

適合品ということをベースとした価格競争ではなく, J 

Is 適合は当然の前提として,屋外暴露ムーブメント試 

験などによる総合的な検討ならびに実績に基づく品質の 

説得性ある技術資料をwarranty として競争してもら、、 

たいと思う。なお屋上暴露ムーブメント試験機およびそ 

の試験方法などについて，早急にエ業会の意見統一をし 

たらどうかと進言して，すでに3年ほどになるが一向に 

その動きがない。鋼材とアクリル板による試作例を昭和 

52年度の建築学会大会に発表したので参考にしてもら、、 

たい（工業会の腰の重さに，いささかあきれて，やって 

見せたつもりなのだが）。すでにカタログデータとして, 

この種の結果が記載されはじめたが，各社各様のデータ 

を流して，ユーザーを混乱させないでもらいたいもので 

ある。 

また, シーリング材はジョイントムープメントによっ 

て伸縮され，シーリング材そのものおよび被着材との界 

面には，それにともなう応力が発生して，破壊につなが 

る原因となっているのにもかかわらず，その応力の測定 

例にと~まレい（筆者は寡聞にして，その実測例を知らな 

、、）。そのような関係から，筆者の研究室ではジョイン 

トの応力測定装置を試作して,いろいろ検討をはじめた 

ところである。今のところ，これといって申し立てるよ 

うな特異な結果はまとまっていないが，高温域における 

圧縮セットと比較的低温域における引張セットのバラン 

スが片寄る関係からI 温度変化をともなうムーブメント 

が繰返される結果として，一寸おもしろい現象がみられ 

そうである。写真に試作の応力測定装置を示したが，ご 

希望の向きには，いつでもその詳細をお教えするので申 

し出られたい。 

なお，この種の研究には，どうしても温度変化曲線の 

標準化が必要となる。それは必ずしも1種類である必要 

夏，春秋，冬などの3種類程度になるかもしれ 

これもこの誌面を借りてエ業会に提案した、、 

温度で思い出したが，実際の建物における 

唾 部材やシーリング材は80'C程度になること 

が予想されるが，この温度はあくまで日射 

によって高められた物体の温度であり，そ 

可 れをとりまく空気の温度によってその温度 

を再現しようとする場合,湿度には十分注 

り 意する必要がある。その設定次第では得ら 

鷺 

れる結果が現実離れする可能性があるため 

郵 である。 

はなく， 

な、、が， 

、
 

」寓「い一 
叱・・・ 

'
 

尋－ 

写真 小池研究室において試作されたジョイント応カの測定装置 
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JASS 8 防水工事の改訂にあたって

―主としてシーリング工事に関してー 

渡‘辺 敬 三 

口本建築学会の建築工事標準仕様書の「JASS 8 

防水工事」が,昭和47年10月に改訂された際に，初めて 

「シーリング工事1（主査：故波多野一郎先生） が取り 

上げられ，第4節として制定されてから今日に至って、、 

る訳ですが，今回「JASS 8 防水工事」が全面的 

に改訂されることになり,その成案が（案）として近く 

日本建築学会の機関誌「建築雑誌」に発表される運びと 

なりました。現在はまだ学会から発表される前なので詳 

細についてはふれませんが，ここにその改訂案ができる 

までの経緯とその概要についてお知らせします。 

1． 今回の「JASS 8 防水工事」 

改訂の経緯と概要 

現行の「JASS 8 防水工事」は昭和47年に改訂 

されたもので，その内容は次のようになっている。 

1 節 屋根アスファルト防水工事（改訂） 

2節 屋根防水コンクリート工事（改訂） 

3節 屋根合成高分子ルーフィング防水工事（新制定） 

4節 シーリング工事（新制定） 

「 JASS] とは Japanese Architectural Standard 

めecification の略称であって,仕様書であるからには， 

学術・技術の進歩，材料の改善・開発に即応させてたえ 

ず改訂を行なっていくのが本来の姿である。 

日本建築学会材料施工委員会 第2分科会ツーりング工事小委員会主査 

戸田建設建築技術部次長 

このため, JASS の制定調査方針には, －技術に関 

する研究の進展，材料の進歩などに即応し，検討を経て 

成果を得たものは，なるべく速やかに仕様書に織り込み， 

研究とその成果の活用とを直結して技術の進歩性をもた 

せるよう考慮し，日本工業規格（J IS ）その他の規格 

のあるものは規格を用いる」 ように定められている。 

現行の「JASS 8」が出されてから現在までに技 

術的に材料的に各方面でかなりの進歩が見られるととも 

に,各種の防水工事関連のJ IS もこの間にいくつか制 

定・改訂された。 

a）アスファルト防水工事に関してはストレッチルー 

フィングやあなあきルーフィングのJ IS が制定されて 

、、る。 

b）屋根防水コンクリート工事に関しては 「JAS 

S 5 鉄筋コンクリート工事」が大改訂された。 

C ）屋根合成高分子ルーフィング防水工事関係では， 

特にJ IS の改訂はなかったが，材料・ェ法がほぼ集約 

されつつある。（なお，現在JIS A 6008 合成高分 

子ルーフィングの見直しの作業は進められている） 

d）シ,ーリングエ事関係においては， ど承知のよう 

に，昭和50年に油性コーキング材とシーリング材のJI 

Sの見直しと新制定が行なわれかつ, J I S A 5757 

建築用シーりング材の用途別性能が定められた。さらに 

今回これらを統合して「J 1 S A 5758 建築用シーリ 

ング材」が新しく制定される運びとなっている。 

e）現行のJISS 8 防水工事には取り上げられ 
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なかった塗膜防水工事も, J 工S A 6021「屋根用塗 

膜防水材」が制定され，技術的にもかなりの実績と進歩 

が見られるようになった。 

以上のことから,塗膜防水工事をJASS 8に取り 

上げると同時に,各工事の改訂を行なうことになり，日 

木建築学会材料施工委員会の第2分科会（主査：大島久 

次先生，幹事：今泉勝吉先生，小池迪夫先生,‘渡辺敬 

三）において昭和52年の初めから準備にかか与ー各小委 

貝会を設けて，改訂・新設の作業にかかり,今回ようや 

くその成案を見るに至った次第である。 

今回改訂される予定のJASS 8 防水工事の内容 

およびそれぞれの小委員会の主査の方々は次の通りであ 

る。 

JASS 8 防水工事（主査 大島久次） 

1節 屋根防水コンクリート工事 

（小委員会 主査：仕入豊和） 

2節 アスファルト防水工事 

（小委員会 主査：小池迪夫） 

3節 合成高分子ル・ーフィング防水工事 

（小委員会 主査；今泉勝吉） 

4節 塗膜防水工事 

（小委員会 主査：小池迪夫） 

5節 シーリング工事 

（小委員会 主査；渡辺敬三） 

このように現行のJASS 8 防水工事では，シー 

リング工事が第4節であるが,今回の改訂によって，第 

5節シーリング工事と変わる予定である。 

2. 「シーリングエ事」改訂の経緯 

とその概要 

前記のような経緯で「シーリングエ事」 も改訂するこ 

とになり，材料施工部会第2分科会内にシーリング工事 

小委員会が設けられた。昭和52年4月に第1回の委員会 

が開かれ，その後何回も小委員会ならびにワーキンググ 

ループの会合が持たれて，昭和53年6月には一応の案を 

作成することができた。 

その後，さらに小委員会で検討を加え，他の小委員会 

との調整を計ったうえで，昭和53年7月の日本建築学会 

材料施工部会の運用調整委員会に「JASS 8 防水 

工事」として提案され,同委貝会で承認された。 

さらに，その後,第2分科会の主査幹事会を開いで， 

全体の調整を行ない，現在は「建築雑誌」にその案を掲 

載する運びとなっている。 

シーリング工事小委員会の委員は表一1に示す通りで 

あり, 日本シーリング工業会と日本シーリングエ事業協 

会には，委員の選出その他で常にこ協力して頂いた。 

表11 日本建築学会材料施工委員会 

シーリングエ事小委員会委員 

（敬称略 50音順） 

氏 名 勤 務 先 備 考 

青山 幹 大林組 

今泉 勝吉 工学院大学 当初建築研究所 

加藤 正守 千葉大学 

金子 譲 東芝シリコ一ン I日本シーリング工 
1業会 

操上 弘昌 マサル工業 I日本シーリング工 
1事業協会 

小池 迪夫 東京エ業大学 

鈴木 邦臣 大成建設 

鶴田 裕 大成建設 

寺内 伸 鹿島建設 

西沢順之助 横浜ゴム I日本シーリング工 
1業会 

西村 清一 大林組 

波多野一郎 元千葉大学 

平野 英作 
昭和石油アスフ 
アルト 

I日本シーリング工 
1業会 

福間 靖明 丸福産業 I日本シーリング工 
1事業協会 

松本 洋一 清水建設 

丸一 俊雄 清水建設 

山本 勇 アルフア産業 
I日本シーリング工 
1事業協会 

横田 満人 建設省 

渡辺 敬三 戸田建設 

r5節シーリング工事」の内容は, まだ建築雑誌に発 

表されていないので詳細は述べられないが,現行とは異 

なり，r4節 塗膜防水工事」 と同様に材種別に分ける 

こととし，「JIS A 5758建築用シーリング材」 の 

硬化機構による区分に準じた分類ごとにエ法を記述する 

こととなろう。したがって，その目次案は次のように予 

定されている。 

JASS 8 防水工事 

5節 シーリングエ事（案） 
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8. 5' 1 総 則 

8.5.2 充てん箇所 

8.5.3 材 料 

8.5.4 工 法 

共通事項 

b 反応硬化2成分形シーリング材 

湿気硬化1成分形シーリング材 

d 乾燥硬化1成分形 

e 油性コーキング 

8.5.5 検 査 

8'5'6 表面塗装 

8. 5 . 7 養 生 

工法を現行のものと変えて，このように硬化機構別に 

分けようとしたのは，施工方法がそれぞれ異なってお 

り，かつ設計上・見積上にもこれらの区分が必要である 

との決論に達したからである。 

3． お わ リ に 

本文については，近いうちに建築雑誌に発表される予 

定なのでそれを参照されたい。 

本文の解説は，表11の委員の方々が,現在それぞれ 

の項を担当して作成中であり,昭和53年末までには，第 

1読案がまとまる予定である。 

JASS 8防水工事の第5節シーリング工事は以上 

に述ぺたようにかなり大幅に改訂される予定であるが, 

データ不足や未解決のために，委員の方から問題点とし 

で挙げられながら，今回の改訂には取り上げられなかづ 

たことも多々あるし,実際の施工に当って具体的にこの 

仕様書だけでは対処できないこともあろう‘かと思う。 

また，新しいシーリング材や新しい被着材の出現なら 

びに新しい工法の開発も目に見えている。 

このような状況の下で, JASS 8 をより使いやす 

いものとするためには,前述したJAS Sの制定調査方 

針にあるように，技術に関する研究の進展，材料の進歩 

などに即応し，検討を経て成果を得たものは,なるぺく 

速やかに仕様書に織り込むことが重要である。 

このためには，今後ともシーリング材に関連する研究 

者はもとより設計者・施工業者ならびに材料製造業者が 

力を合わせて，当面の問題を速やかに解決し,仕様書に 

反影するように努力しなければならないと思う。 

浅学非才の筆者が,主査の大任をお弓瞬けして，この 

5節 シーリング工事の本文（案）をまとめることができ 

たのは,ひとえに大島先生をはじめ各委員の方女ならび 

に日本シーリング工業会や日本シーリング工事業協会の 

こ協力とこ努力によるものであり,紙面を借りて，心か 

ら感謝の意を表する次第である。 

筆を欄くにあたり,現行のシーりンク’工事を主査とし 

てまとめられ，今回の改訂に当っても心よく委員をお引 

受け下され,委員会にも数多く出席されて,われわれに 

いろいろとこ指導，こ忠告を下さった故波多野一郎先生 

に深く感謝し,ご冥福をお祈り致します。 

超高層ビルでも証明ノ 

20年の実績を誇る堅実な施工 
難こ二l算責任施工 
東京都知事許可（般一51）第7033号 

大和久業株式会社 
代表取締役 渕 上 正 

本 社 東京都大田区池上7 -30-- 5 03(758)0342- 3 

新宿支店 東京都中野区弥生町2- 9 -5 03(375) 3 4 I 8 
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エ 

F .c.c.w．の設計くとシーIJング 
PRECAST CONCRETE CURTAIN WALL 

' 

木 下 日 出 男 

1 

新しいエ法を発展させてゆくに当り，最も重要なこと 

は，関連隣接羽料の開発ないしは協調が必要であり，常 

にそれらの新知識の摂取と運用の撰択，洞察,決断が要 

求される。 

関連材料との取り組み方いかんで，新しいエ法の飛躍 

的発展を遂げた例が多い。一方, そのことによって,新 

工法の本末を転倒してその評価を疑われた例もまことに 

多いのである。その関連材料の中で,最たるものはシー 

リング材料であろう。古今, “建築は防水に始まり,防 

水に終る七と指摘されてきた。雨風を防ぐことほど，簡 

単のようで,始末に終えないものはない。原始の堀立小 

屋から始って近代のプレハブエ法に到るまで，新工法が 

開発されるたびごとにつきまとう問題であろうか？ ま 

ことに慨嘆に耐えないことである。私はPC建築の分野 

と常に取、り組んできたので,終始，部材間目地のシーリ 

ングとの問題で苦労させられたといっても過言でない気 

がする。また事実そのことで，随分と勉強もさせられた 

し，技術の評価と会社の損益との間で，面目を左右させ 

られたことがしばしばであった。 

長いPCとシーリング材とのお付き合いのうち，最も 

画期的な出来ごとは，高分子化学材料の発達にともな 

い，弾性に富んだ，耐久性にすぐれた数々の材料が開発 

せられたことで不定形シーリング材と定形シーリング材 

が，それぞれの分野で開花し，単独あるいは，複合して 

その効果を発揮しだしたことは，まことに慶賀に耐えな 

、、． 

その反面,常に含水率Ph度が高く,気泡のあるコンク 

PCCA 述営委員会・部会総括幹事 

興和建築工業（株）取締役業務部長 

リート表面との接着力について，充分な期待に応えてく 

れる材料が少ないのも事実である。良い性能の材料でも， 

コンクリートとの界面剥離の問題は頭痛のタネであり, 

その適確な解答が待たれるところで’ある。金属，タイ 

ル，ガラスなどに接着が良くても，コンクリートにも適 

格とは限らないし, コンクリート打設後の時期経過に依 

っても複雑な条件が存在するのである。 

最近，コンクリート・カーテンウォール工業会の技術 

部会において，コンクリート・メーカー側より関連隣接 

材料の検討，関連業会との討論，交渉の場を持とうとの 

動きの中で，最も期待される技術プロジェクトのーつて〒 

あろう。標準仕様の撰定と，検討さるべき事項の提起が 

待たれるゆえんである。 

経年変化と耐久性の問題，補修の技術的問題なども無 

視できない。経済性の問題は後の課題として論議さるぺ 

きであり，ともすれば経済の問題が先走ったり，メーカ 

ー指定の問題が観念的に先行して,その本質を見失うこ 

とのないよう期待している。 

コンクリート部材自体は密実な工場製品であり，防水 

処理は敢えて必要としないが,部材間目地の防水に関し 

ては，厳密なシーリング効果が要求され,相関変位と風 

圧の両方より,過酷なまで曝露せられる条件下にある。 

シーリング材は本来，水密，気密を保つ充填材ではあ 

るが，建物のプレハブ化や高層化につれて，その要求さ 

れる条件も段々ときびしくなりつつあり，それぞれの用 

途に応じて開発され，多種多様なシーリング材が生れて 

いる。逆に考えれば,石油化学，高分子化学の発達が， 

建築のエ業化，高層化を可能にし，プレキャスト・コン 

クリート・カーテンウォールの花を咲かせたとい、える 
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シーリング材に要求される厳しい条件を列挙すれば， 

(1)密着性が良く,界面剥離がないこと。 

(2） 部材間目地の変形に追従し，十分な伸び率と繰返 

し復元しうること。 

(3）耐候性,耐熱性，耐水性，耐薬品性があり，劣化 

がなく,耐老化性に優れていること。 

(4）気候変化に応じて，施工性が容易で出来るだけ早 

くタックフリーとなり，硬化時間が短いこと。 

(5） 接合部周辺を汚染，腐蝕させないこと。 

(6) 施工中，施工後無害であること。 

(7） 変色や,カビの心配がなく,表面に埃が付着しな 

、、こと。 

(8） 安価であること。 

以上の要求に対する研究開発にも拘らず，シーリング 

材は,建物の寿命と同一にはほど遠いので，一定期間中 

は充分に機能を発揮した後，再施エのやり易いことも条 

件のーつであろう。 

シーリソグ材のクレームの多くは，作業員の技術，知 

識の不足，不注意の他，設計上の考慮不足や，撰択のミ 

スによることが多く，誰が使用しても性能が発揮できる 

材料の開発と,施ェの容易さ，明確さが要求される。 

とはいっても, シーリング施エは絶対ではないので， 

排水機能に対する配慮を充分にして,事故に備える心掛 

けも必要であろう。 

プレハプが本来乾式構法を追求して，たゆまざる研 

究，進歩を遂げつつあるとするならば,シーリング材に 

対しても,施エの乾式化，簡素化が要請されても当然の 

帰結であろう。 

不定形弾性シーリング材の分野において，二成分反応 

型と，一成分型の得失を超えて，種々の一成分型が，最 

近頓に開発されつつある現況は，また当然と思われる。 

一方で，定形シーリング材も種々考案され新型の開発 

が相ついでいる。建築分野に限らず，広汎な需要の中 

で，研究開発されつつ建築分野にフィード・パックして 

きているのは，当然過ぎる当然かも知れない。 

最近，不定形，定形の果してきた今日までの常識，常 

套手法に発想の転換をして,二次シール材としてもっば 

ら利用されてきた定形シール材を,一次側の主役として 

転換し，不定形シール材を追放し，二次側にも重ねて定 

形シール材と使用しようとする動きが台頭しつつあり， 

室内外の気圧差を利用して排水機能を強調した設計が盛 

んになる状勢もあるが，将来の互換性や，機能低下の現 

象を無視せず，発想の遊戯に陥らぬよう，充分な検討が 

尽くされるべきであろう。 

これらのことは，不定形シール材が,施工分野で種々 

の不信感を持たれ出してきたことと，本来の施工の簡素 

化，乾式化の追求という大前提があったからであろう。 

不定形弾性シーリング材に対する不信感とは，原材料 

メーカーの研究努力にも拘らず，全く施工側の問題に起 

因するもののようでありI 技術指導，監理上の連携が不 

一致で，責任施工体制上の欠陥による所が大であり,不 

定形弾性シーリング材の材料特性とカバーするぺき対応 

プライマーの被着体への接着お・よび主剤との接合効果に 

充分な配慮を欠いたと同時に，被着体コンクリート・メ 

ーカー側に対する指導が，適切を欠いていたものと寒心 

に耐えない。 

ところで, コンクリート・メーカーの目地シーリング 

に対する対応条件を列挙すれば 

(1）型枠に塗布する剥離剤の撰択と,塗布量の限界の 

設定，塗膜の均一化,Ph度。 

(2） 脱型後における気泡や段差目違いなど，補修方法 

技術，補修限界の設定。 

(3） 脱型後のストック状況およびシーリング施工まで 

の養生期間の設定。 

(4） シーリング・ブライマーの施工適時の設定。PC 

エ場ないしは現場取付後の適時の検討。 

(6） コンクリート混和剤で何が有効適切であるかの検 

討。 

以上の問題のどれーつを採っても,正確な結論らしき 

ものはな、, PCCA 技術部会とシーリングエ業会との 

間で公式の討論がなされていないのが現状であり，この 

際明確な認識のもとに，相互の対応がなされてこそ，ユ 

ーザーの信頼をかち得るであろうし, PC メーカーの過 

度の補修，修正がかえって有害な場合もあるように思わ 

れる節もあり，作業の相互分界点と限度の設定が急務で 

あろう。 

またユーザーとすれば，営業マンの売り込みを鵜呑み 

にせず，技術関係者の責任ある説明と資料を充分検討し 

対象に適応した材料を指定すぺきであり,分化した最近 

の建築の先端技術では漫然たる知識と対応は危険でさえ 

ある。シーリング材は安い悪いでは，その目的要求を充 

分賄い得ないことを銘記すべきであろう。 
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職種認定になったシーリング施工の心構え 
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日本シーリングエ業会の前身である日本コーキング協 

会が設立されていない頃の話ですが，油性コーキソグを 

見て，それを指先に採り舌で味わって, 「このコーキソ 

グはいいですね 。」と言った人があった。油性コーキ 

ング材の液状展色剤として油類が使用されており，系統 

的に植物油，動物油，破物油があり，また植物油の中に 

も大豆油とか桐油とかがあって,夫々に数多くの銘柄が 

あるが，舌で味わって，まるできき酒でもするように， 

使われている油がなんであるかを想定し,それならば多 

分良いものに違いないと決断を下したのでしょう。もち 

ろん良否については，J I S A 5751の規定に従って試 

験を行なった結果に依らなければならないが，プロとし 

ての積重ねた経験から，即座に，ある程度の判別が出来 

得る熟練に達しておられたのでし上う。 

ついでの話ですが，10数年の経験と指導により,熟練 

の域に達し，仲間うちでは中堅的存在にあった作業員 

が，金銭のことにしか目を向けようとしなくなり，あち 

こちジプシーをした挙旬，遂にはマスキングテープな 

し,ブライマーなしでm数を延ばし，相当な収入を得て 

いるらしいと聞いていたが, 日を経て遭遇した時， 「立 

派なビルの立派な仕事はもう出来なくなった 。」と話 

していた。都会のメインストリートに建ちならぶ個性を 

もったビルを自分がやり，自分の仲間がやったと，技術 

を確信しブライドをもって処してきた過去へのノスタル 

ジーと,多少金銭的には恵まれているとは言え,いつ崩 

れるかも知れない現在の境遇が，交互にダブリながらさ 

びしげに彼の脳裡をかすめている風情であった。 

建築用シーリング材の使命は一言で言えば建築物の水 

密,気密を長時間に亘り保ち，居住性を維持すると共 

に,雨水による部材の腐食を防止し, さらに建築物の美 

的外観を維持することにあり, その効果を最大に得るた 

めには，材料の適正な選択を行なうと共に，シーリング 

日本化成工業（株）社長 

材の性能を生かす合理的な目地設計，およびTIEしく管理 

された施工を行なわなければならない。 

防水工事業としてのシーリソグ作業は,昭和20年代の 

後半,住宅政策として公営，公団の団地造りに油性コー 

キングが登場したことにはじまり，以後，建築様式の近 

代化にともない多種基材のシーリング材が開発され，霞 

ケ関ビルをもって超高層のあけぽのとし建築業界のニー 

ズに相呼応して，近代化学産業界から生産されたシーリ 

ング材を扱う我々は,施工対象物の複雑化，下地の多様 

化，高精度の要求，仕上げ面の美的要求の増加など，ど 

れひとつとっても生半可な心構えではその目的を達成す 

ることは出来ない。施エに対する心構えは責任の自覚度 

合にかかり，シーリング工事は建築工事においてただ単 

に隙間をうめるだけのものではなく，一つの確立せる立 

派な職種であることを認識し, 自己指導性を高めて務め 

ることにより，完全無欠の水密,気密への道は開かれる 

のである。 

施工上の留意点 

①要求性能確認と材料の正しい選択 ②下地諸条件に 

関する知識と判断 ③清掃作業の必要性 ④プライマ 

ー,バックアップ材の使命 ⑤混練作業の意義 ⑥充填 

厚みに対する正しい知識と道義心 ⑦経験の正しい積み 

重ね ⑧技術の高揚と創意工夫および責任感の向上 

等々が数えられる。 

エ事の心構え 

正しい施工は適正な工具を準備することから始まる。 

例えばーつのノズルーつのヘラで各種各サイズの目地へ 

の充填仕上げを行なうことは,いかに熱練した者でも不 

可能である。弘法筆を選ばずとも言うが，選ばなかった 

時，弘法も筆のあやまりとあるように，熟練者こそ多く 

のものを常に用意しているのである。 

また，ガンを一丁しか持たない場合，作業中もし故障 

するようなことになれば，仕事に差し支えることにな 
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る。そんな時簡単な修理道具および部品などを常に準備 

している人にとっては,何んら差し支えることなく仕事 

が続けられるのです。加えて作業時間に就いて, 

①出勤時間を厳守し，作業態勢を整える ②昼休みに 

なる時の時間の使い方 ③午後作業開始時の時間の使、、 

方 ④作業終了時の時間の使い方 ⑤作業終了後の明口 

への準備 

口スタイムの集計は能率に影響し，大いに工期，収益 

に破健をきたすようになる。時間を大切にする心くばり 

が，作業場での安全秩序を守ることにつながり，責任あ 

る工事の完成へと進むことが出来る。 

施工技術の要点 

1 時間を大切にしI 安全第一とする。 

2 清掃作業 

・被着体材質を確認し，適正工具を用い，適正な清掃 

材料を正しく使う。 

・ウエスを多く用意し，清掃の必要陛を全うする。 

3 パックアッブ材 

・角型パッカー使用の時は原反使用の方が経済的かつ 

整理し易い。 

・そのカッティングを工夫する （現場の目地巾にあわ 

せて調整できる利点がある％ 

・厚みを色によって分類する く5mm, 6mm, 7mnlな 

ど近似したものについては色分けされたものが市販 

されている）。 

4 マスキングテープ貼付作業 

・姿勢，特に視線を正しくすることが蛇行をなくし， 

均一なチリをつけて貼ることが出来る。 

・コーナー部での小道具使用および心くばりが浮かし 

貼りを防ぐ。 

5 プライマー塗布作業 

・適正プライマーを使用する。 

・塗りむらを見すこさない態度。 

6 混練作業 

〇手練りの場合 練り板についている未混合部分を除 

去することにより，それらがまざり込むことがな、、 

0 機械混合の場合 

・混練の意義を全うする機種の選定。 

・機械に使われず，機械を使いこなす技術の習得と 

練磨。 

7 目地への充填作業 

・深部迄圧充する。 

・コーナー部I 交差部およびやりじまいの方法につ、、 

て留意する。 

・仕上げ作業がやり易く能率があがるような均一な盛 

り上げ充填を行なう。 

8 仕上げ作業 

・底部迄力が伝達しかつ表面が平滑になるように，へ 

ラ使いを熟練させる。 

・コーナー部，交差部の角付けをきっちりとする。 

・見上げ垂直目地仕上がりに留意する。 

これらは誰もが分かっていることであり，特に斬新な 

技術改善の意見ではないが，要はやる気があるのか，ま 

たはそれを実際に実行するかしないかで，時を経ての熟 

練に大きな差が生じるのである。 

シーリング施エにおける機械化 

日本建築学会建築工事標準仕様書JAS S-8 防水工 

事5節にシーリングエ事の項目が明記されてあり,使用 

する材料の性能を完金に発揮するためには,その材料に 

関する豊富な知識と完壁な施工技術を持つと共に,道義 

心の高い熟練エの在籍する施工業者を指定することが必 

要で,具体的に施工業者の指定にあたっては「日本シ 

ーリング工業会」が認定する「シーリング管理士」を有 

する業者を選ぶことが望ましい，とあります。現在それ 

が改訂されつつあり，近い将来加えて混練作業は混練機 

械を使用することとなるそうです。 

長い時期にわたり手混練が主であったこの作業も，数 

年前から機械化の時代に入り,真空型の機種もかなり使 

われるようになっております。均一完全混練に加えて省 

力化の使命をも果して居るのですが,前述のごとく，機 

械を使いこなす心と努力があれば強い味方を得ることに 

なるでしょう。 

①温度計，湿度計,被着体の乾燥度測定器 ②清掃機 

器 ③パックアップ材カッター，挿入器（目地巾にあわ 

せて深さを調節できる道具が望まれる） ④プライマ・ー 

塗布機（プラィマー塗布工法の改良,押えブチ内側の塗 

りムラを防ぐ） ⑤混練機 ⑧ガンへの充填器 ⑦自動 

ガン ⑧運搬用機器および其の他 

手加減的な作業ではなく，法則に従った正しい作業を 

創意工夫により進めるべきだと思います。 

労働省の認定職種となった現在，心静かに人間として 

の原点に戻り，防水の原点を見とどけ得る心の目を養う 

べきであろう。 
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シーリンク管理士 

今年度の課題について 
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昨年度は当工業会初めての1級シーリング管理士養成 

講習を実施し，70名の認定者を施工業界に送り出すこと 

ができました。養成事業実施にあたっては，工業会の各 

専門委員会は中すにおよばず，外部講師諸先生方のご熱 

心なこ協力を賜り誠にありがとうこざいました。本認定 

制度も年を経る毎に認識が拡まり大型現場では管理士の 

常駐まで要求されていると言われ，われわれ検定委員会 

の責務の重さを感じる次第であります。シーリング管理 

士の認定母体である当工業会も16年間の任意団体から脱 

皮すべく,社団法人化の研究が始められたことは，本管 

理士制度にとってもーつの転機となるにちがいありませ 

ん。 

管理士認定制度は「シーリング管理士」に関する規約 

のみで運営されていたわけでありますが，第148回理事 

会において「シーリング管理士検定委員会運営要綱」同 

細則が承認されたことにより，今後の運営は名実ともに 

整ったといえます。本年度養成事業につきましても，昨 

年度の養成にご尽力頂いた外部有識諸先生方を交え懇談 

会を催し，貴重なこ意見，こ助言を賜り，カリキュラム 

編成に役立てることができました。 

本制度の目ざす「材エー‘体精神」は必ずや施工技術の 

管理資質向上,引いては業界の地位確立に資するものと 

信じます。 

さて本年度も昨年同様， 1 級シーリング管理士の養成 

事業を実施するため，検定委員会としては関連専門委員 

会の協力を得て着々準備を進めていますが，本年始めて 

試みる内容についてこ紹介をしておきます。かねがね工 

日本シーりング工業会横定委員長 

業会々員からお申し出のあった要求を入れ養成講習の聴 

講を会員会社従業員に開放することに決定しました。と 

かく会員会社従業員は，業界教育の場に恵まれなかった 

のが，この門戸開放により材料知識のみならず，広く設 

計，管理,施エの分野にまで視野を拡げるチャンスが与 

えられたことになります。 

木年度の養成実施内容を以下にのぺます。 

1 本年度は1級シーリング管理士の養成事業のみとす 

る。 

2 受講，受験希望者は運営要綱の「様式1（申込書刀 

に「様式2（推せん書刀を添え受講料と共に,昭和54 

年1月15日までに検定委員会宛届け出ること。 

3 特化物取扱資格，ゴンドラ講習済の2要件に欠ける 

者は受付けしない。 

4 工業会会員会社従業員の受講は「様式1」の中込書 

と，別に定める受講料の納付を要す。 

5 講習会場は静岡県田方郡函南町の生産性研修会館で’ 

実施する。 

6 期間は昭和54年3月2日（金）~4 日（日）の2泊3日 

合宿制とする。 

7 試験は講習終了後,改めて3月中に東京，大阪の2 

ケ所で実施する。 

8 試験成績上位5名をエ業会々長名をもって昨年同様 

表彰する。 

9 昨年認定を受けた70名の1級シーリング管理士を東 

京に集め， 1泊2日のスクーリングを行いレベルアッ 

プ更新講習を実施する。 
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シーリンク防水施工技能士の 

誕生いよいよ近し 

I 

毛昭和54年告 シーリング防水施工技能士が，いよいよ 

誕生する年である。かえりみれば,昭和47年に防水施工 

業として国の職種認定を受けて，はや7年ともなる。こ 

の間,私共日本シーリングエ事業協会（日シ協）は東京本 

部を中心として，北海道支部から九州支部まで（新入会 

した東北支部を含め全会員数約180社）総力をあげて， 

技能検定の実現に努カを傾けてきました。そして，ここ 

にいよいよ受験受付も開始され，大体下記の受験体制の 

もとに，実施にむかって推進することになった。 

(1） 実技試験受験体制（S. 53,10, 20 現在） 

支部名 

受験者数（予定） 
試 験 場 

（予定地も含む） 
試 験 口 

S54 2/14-2/15 

1 級 2 級 （計・） 

北海道 8 (2 )16 

6 34 

7 (3 )57 

28

4~ 

讐敷ポーッセンター 
東
 

東
 

北
 

京
 

仙台市外公民館 未 定 

120 東京都板橋高等職訓校内 S54 1/22-4/23 

中 部 20 40 
- 

60 （未 定） 未 定 

S 53 
12/18- 12/24 
の間2 日間 

大
 

広
 

阪
 

島
 

44)4' 44)4) 

12)2) 

13)2) 

06 

器 
大阪見本市会館2 号館 

12)3)- （未 定） 

福岡県競艇場駐車場 

S54 1／中旬 

九 州 13(2)- 

174

54

中
 

S
U
 

《一 Jー
 

・

ー

 

一

 

1
1
 

口
］
 2

 
中
 

（合計） 「 230 404 

註 L 表は日シ協会員会社の受験者数で，カy コ内数字は検定協会依頼 

分を示す。 

2， 上記の他検定を実施する府県での一般の受験者（人数不明）がい 

るはずである。 

(2） 学科試験 

1. 防水施工科はS 54. 2. 25全国一斉に,それぞれの 

地方検定協会の指定場所でおこなわれる。 

2. 1 級 実技ペーパーテストと学科試験 

2級 学科試験のみ。 

(3） 合格者の発表 

1. 合格者の発表はS 54. 3. 27全国一斉におこなわれ 

る。 

2． 合格者には（学科，実技のいずれか一方の合格者 

および完全合格者）通知書で知らされるが，不合格 

者には通知されない。 

上表のことく，本年度日シ協関係の受験者総数が，1, 

2級の合計が404名というのは，現口シ協会員会社の擁 

日本シーリング工亨業協会会長 

=‘山 本 勇 

する技能者総数の1/3-i/S位かも知れず，小数の感があ 

り,過去数年間にわたり，技能検定実施のため絶大な協 

力をいただいた会員各位には大変申訳なく思っておりま 

す。試験場の広さとか，試験体を始めとする経済的負担 

など,種々の制限があったことも要因のーつであります 

が，もっとも重要なことは, 日シ協として初めて業界に 

送り出す技能士が，現場批判の中で，業界各位の期待を 

裏切るようなことがないよう指導してゆくことにありま 

す。近代建築技術の進展は年々めざましいものがあり， 

これに追随して，我々シーリング防水技能に課せられる 

条件はますますシビアにまた厳しくなってゆくことにな 

ります。 

本来技能検定制度そのものの本旨は， 奄技能力の公的 

評価，にあり，その他の要素に対する考慮はさけるべき 

かもしれません。しかしながら現実には，完全施エを要 

望されているし,事故保証対策にも対応してゆかねばな 

りません。誕生する技能士の質のいかんでは，企業経営 

の安定に与える影響はきわめて大きいと考えるべきであ 

ります。前記したごとく，全国的にはアウトサィダーを 

含めたら千数百名もの作業員がいるものと推定されま 

す。技能検定は全国的に毎年実施され，それに伴って検 

定合格者も増えてゆくことになろう。我が日シ協は，そ 

の先頭にあり，かつ中軸として立派な技能士の誕生に全 

力を投入し，全員の鏡となるべき技能士を社会に送り出 

さなければならない。現在進行中の検定準備作業では， 

上記目的の達成を目標にI 出題問題とその評価方法の厳 

正公平化を十分考慮して進めております。実施準備に関 

係する者も受験にのぞむ者も，技能検定受験を契機に， 

現在から未来にかけての近代技術革新に対応出来る，優 

秀にして有能な立派な技能士の誕生を目指して頑張って 

ゆこうではありませんか。そして関係各位の日シ協に対 

する温かいこ支援と深いご理解をいただけるようお願、、 

致します。 
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1． ま えがき 

’材の !
 

53年の建築シーリソグ材の販売推定量は本誌目頭の業 

界展望欄に記載の通り，前年とほぽ同様，基材間の需要 

構造の相違に基づき増減があったが，全体的には弾性シ 

ーリング材とアクリル系シーリング材が順調な伸びを示 

し，増販が行われた。今後もまた, シーリング材の種類 

による隆替消長を画きつつも，この傾向が定着し,今後 

の方向を示唆するものと思う。 

なお，アクリル系シーリング材を除いた塑性シーリン 

グ材は，微増ないしは横バイに終り，油性コーキング材 

は，弾性シーリング材，アクリル系シーリング材の伸び 

に反し低下のやむなきにいたっている。 

上記のことく，建築用シーリング材の需要は建築産業 

の停滞化の現況においては，おおむね順調な経過を辿っ 

ているが，一方，価格面からこれを見ると，前年に引続 

き価格競争は一層激化し，材工とも厳しい環境の中にあ 

る。一部には，メーカーや，工事店同志が兄弟かきに攻 

表―1・ シーリング材の年別主要原料価格表 

篇舜ミミ＝二二~！！一 

シリ コーン系 
金 属 ケ イ 素 

一

 

48
 49

年 
50
年 

一

 

51 

一

 

52 

一

 

53 

100 150 一m 
－ 

卿
 

－ 

即
 

－ 

瑯
 

えチルクロライ ド 100 180 180 180 180 180 

ポリサルフアイド系 チオコ一ルLP 100 160 160 195 105 195 

ウレタンフ’レポリマ― 100 122 122 134 134 134 
ポリウレタン系 

ポ リ オ ー ル 100 109 109 122 122 122 

ア ク リ ル系 アクリルモノマ一 100 155 172 210 210 210 

ブチルゴム系 インブチレン，イソ 
ブレン共重合体 100 115 130 145 150 150 

S B R 系 S BR ラテックス 100 125 130 135 140 147 

油 性 アルキッ ト樹脂 100 170 170 176 178 173 

vJ為

めあうような血みどろの競争を繰り拡げ，いたずらに業 

界内部に動揺と混乱を与え,秩序ある発展を阻害して、、 

る向きもある。 

2． 最近の価格動向 

シーリング材を巡る関係経済指標は，賃金，運賃の 

一部上昇を除き，ほぼ安定した傾向を示して、、る。ま 

個讐吐 
45/6 = 100 

ンー 

＝主ーーーーーーーー 
ーラヂT 

ノ 

1 

1Jサルファf ド 

，ドりウレタン 

＝二ニニニ・’ー二

~7 

ノ
 

一
 

専相／6 18/1z- 4り/6 49(12 10/2 10/12 51/2 且ノ】’ 51/9 52/坦 62/6 52/12 

」9り 

I80 

IS0 

】60 

150 

140 

I加 

12J 

Ill 

III 

図一1 シーリング材販売価格年別推移表 

（施工店渡価格） 

SON 
相ノ‘=1加 

＼、ーニーJ夢芳二7I~～一 

→ーー一ーj .ゾ 

ドI 

阜“/' 45/16 49/4 45/15 弁/6 10/12 62/6 肌／井 舞／' 52/52 ョ／' 15/12 

図-2 シーリングエ事施工価格年別推移表 
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表一2 建築用シーリング材参考標準設計価格 

区 ‘分 積算基準 目地寸法（幅×深さ） 材料価格 労 務 費 副 資 材 経 費 計 

シ リ コ ・― ン 
m
 
m
 m

 
m
 5

1
0
1
5
2~
 

x
x
5<
5<
 

5

7

1~
1~
 

円 
1BB 303 

P1 
105 

円 
119 

円 円
 1

 1
1
1
 

5
3
5
1
 

7
2

~
6
 

1
2
2
 

,
 

,
 

,
 

1成分形 
7,500/4 525 

1 , 125 
1 , 500 

348 
396 
455 

140 
175 
221 

202 
339 
435 

シ
 

コ
 】

成
 

ン
形
 

2
 

分
 

><5<
5<
5<
 

5
1
0
1
5
2~
 

S
7
1~
1~
 

に
J
3
3
4
 

1
4
9
2
 

5
4

~
~
 

1
 

,
 

0
に
】
9
5
 

3
3
3
4
 

3
0
6
8~
 

,
 に

〉
ロ
】
5
I
 

1
I
1
2
 

0
2
7
2
 

6
0
8
2
 

5
5
l
9
 

7
9

~
9
 

1
1
' 2
 

,
 

，
 

・
 

6, 200 /l 
112 
182 
300 
383 

5<
5<
5<
5<
 

6
1
0
1
5
2~
 

6
1
0
1~
1~
 

1
0

~
~
 

2
6
9
2
 

6
0

~
~
 

1
 

,
 

303 105 112 6
0
l
A
9
 

3

8

7

5

 

7

2

7

2

 

1
l
2
 

，
 

●
 

・
 

変成 シ リ コーン’ 6,000/0 360 
396 
455 

135 
175 
221 

185 
300 
383 

5
6
1
0
1
5
2~
 

x
5<
x
5<
5<
 

5
6

加
1
0
1~
 

S
1
0

~
~
 

1
2
6
9
2
 

0
6
0

~
~
 

1
A
 ,

 

303 105 111 669 

ポ リサルフアイ ド 6, 000/1 
303 
346 
396 

105 
140 
175 

124 
217 
294 

748 
1 ,303 
1 ,765 

455 221 375 2,251 

dぐ リ ウ レ タ ン 
1 成分)fi 

3,800/4 
『
I
1
1
 

0
S

~
 

5<
>
<
5<
 

1
l
2
 

0
0

~
 

I80706 ~ III 140175228 162210264 

1

,

0

3

2

1

,

3

5

1

1

.

7 ~7 

ポ リ ウ レ タ ン 

2成分形 
3,200/1 

5<
5<・x 

1
l
2
 

0
5

~
 

1
1
1
 

0
0

~
 

II00~ 350396
455 

1
1
2
 

4
7
2
 

0
5
S
 

議 鷲
 ア ク リ Jレ 1 ,600/4 

10 
15 
20 

5< 
5< 
X 

10 
10 
10 蓄00~ 

303350396 IlI 熱 722918
1 . 111 

S B R 1 ,400/1 
1
1
2
 

0
5

~
 

1
1
1
 

0
0

~
 

x
5<
5<
 

I40108 ~ 

瑯350396 

1417
21I 

lI077 

6438821 .~
6

3

 

フ’一 チ ル 1 ,500/80 5<
5<
 

1
1
 

0
5
 

1
1
 

0

~
 

l5025 I器 

l4075 

l185 ~ 79 l ~ 

10 5< 10 1

1

2

3

 

1

6

2

3

 

0
5

~
~
 

105 4

5

6

S

 

2

3

4

5

 

47 286 
油 ‘」生 1 ,100/1 

15 
20 

5< 
5< 

10 
10 

117 
140 

63 
81 

380 
487 

20 5< 10 162 1W 660 

、ラツ 

叱 

ノ 
10a 

48年 ‘9年 50年 81年 12年 52年 14年 

生・貸含，檀費者物歯声,"“指削え51甲はl一‘月の間*．年同町比より算出 

図一3 関連経済指標 

た,各基材の主要原料価格も，幸に,不況下I 国際原油 

価格の据え置き,円高傾向の拍車などにより表－ 1の通 

りほぽ前年に引続き横パイを続けている。 

一方，建築シーリソグ材の販売価格，同施工価格は図 

-1 ，図一2に示すように，前年より引続く不況と業者 

間の過当競争,下請業者に対する安値指定などのため， 

一部において市況は混乱と価格低迷へと一・層の拍車が加 

えられようとしている。 

3‘ む す び 

前記のように, シーリング材の主要原料価格は安定し 

横パイを続けているが，賃金や管理費は年ことに上昇し 

ているロこの上昇分は，前記のような諸事情により，材・ 

エ価格への反映はむずかしい状態におかれているばかり 

でなく，さらに下押す傾向すら生じようとしている。 

加えて，昭ネI154年3月には，かねて懸案の JIS A 

5758が公布となり，シーリング材メーカーは競って性能 

の改善を行い, レペルアッブを計ろうとしているし，シ 

ーリング材の性能改善と本JISへの対応は,今や，至 

上命令であり技術革新に伴う研究開発費の増加は必至の 

勢となりつつある。合理化と改善は業界自体の不断の努 

力にまつぺきことは論をまたないがシーリング材がこの 

新しい時代に対応，成長し再生産を行ってゆくには，材 

工価格の回復が焦眉の急を要する課題となっている。ユ 

ーザー各位の深いご理解とこ愛顧を切望してやまない。 
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建築用シー 

建築用シーリング材の色は従来統一されておらず， 

建物の設計者あるいはシーリング施エエ事の発注者が 

主として建物全体の外観を損わないように，各シーリ 

ング材メーカーが標準化している製品の中から，ある 

いは必要に応じて特注色という形てり巽定され,使用さ 

れてきた。 

しかし, メーカーのきめている標準色は，品質,性 

能が十分検討されたうえで設定されているが，シりコ 

ーン，ポリサルファイ ド，ウレタンといったシーリン 

グ材の種類によっては，技術的な面からも色の選定は 

制限され，さらに使用者の側からみれば 

各メーカーにより色および呼称の不統一 

からくる色の選択の不便があった。また 

メーカー側からすれば，色を統ー・するこ 

とにより，品種の統合整理,生産の効率 

化,品質管理の維持向上が可能となる。 

こういった現状を踏まえて日本シーリ 

ングエ業会では現状の技術レベルで可能 

リング材の標準色について 
広報委員会 

な範囲での各素材共通の標準色を設け,色と呼称の統 

一を計る目的で，口本色彩研究所の応援を求め,加盟 

各社の標準色を解析しエ業会とじての基本色を定め, 

各社での十分な検討を経て，今回表1に示す標準色お 

よび限界色の基準値を設定するに至った。 

日本シーリングエ業会では今後ューザーのこ協力を 

得ながら建築用シーリング材の標準色の設定を通じ 

て,品質の維持，向上および生産の効率化を計って行 

く計画である。 

表1 共通標準色及び基材別標準色 

呼 新； （色名） ブラウン 
ダ一－ ク 

プラウン 
ホワイ~・ グ レ ― ブラック ク リ 7 

アJレ ミ 

グ レ イ 

注）1 

襟 準 色（記号） 

75YR 
4.5/L5 

7.5YR 
3.o/1.5 

NO NO.5 NI.5 
注）2 注）2 

シ リ コ 一 ン 0 0 U 0 0 0 0 

ポリサルフアイド 0 0 0 0 

ポ リ ウ レ タ ン 0 0 

ア ク リ ノレ 0 0 

S B B 0 0 

プ チ ル ゴ ム 0 0 

油 性 0 

注）l JIS Z町21のニ属性表示記号による 注）2 ク」ア、アルミについてま別途基i, める 

波多野氏（単量熱騒夏）逝去さる 

業界発展に大きく貢献 

当工業会顧間,波多野一郎氏 

（千葉大学名誉教授・エ博）は53 

年11月17日午前4時急性心不全の 

ため,出張先の福島県いわき市内 

の旅館で逝去され，葬儀・告別式 

は11月27日正午から東京，青山葬 

儀所で七めやかなうちにも盛大に 

とり行われました。 

波多野一郎氏は,明治44年東京 

の生れ67歳。昭和13年3月東京工 

業大学を卒業, 19年に千葉大学の 

前身である東京工業専門学校の講 

師として入り，52年3月に千葉大 

を退官するまでの33年間教鞭をと 

り，多くの人材を世に出してこら 

れました。その間わが国の建築用 

シーリソグ材研究の第一人者とし 

てIlS , JASS の制定にあた 

って委員を務めるかたわら，当工 

業会をはじめ,防水，サッシ，錠 

前など諸団体の顧間，相談役とし 

て活躍し,最近では防水施工科技 

能検定の専門調査委員も努めるな 

ど,業界発展に大きく貢献されま 

した。 

これらの功績によって, 52年度 

秋季褒章で藍授褒章を受章され， 

今後一層の活躍が期待されていた 

矢先に急逝されたわけですが，業 

界等しく愛惜の念を禁じ得ませ 

ん。今より‘あ 先生の示された指 

導と教訓を忘れることなく,一致 

して残された指標に従って進むこ 

とと致したいと存じます。心から 

こ冥福をお祈り致します。 （なお 

このほど同氏に対し政府より正四 

位勲三等が死後追贈されました）。 
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建築用シーリング材標準色 

ブラウン‘ 

I、 7.5YR4,5/3.5 

ダークブラウン 

7.5 YR3.O/1 ..5 

ホワイト 
N9 .O 

グレー 

N5 .5 

ブラック 

N1 .5 

「一ー 

印刷インクの性質上、実際の色調とは異って見える場合もあります。 



新しい分科会設立される．ク 
～変成シリコーンシーリング材について～ 

変成シリコーン分科会 

変成シリコーンシーリング材は，昭和49年に鐘淵化学 

工業が開発したカネカMS ポリマー⑧を主原料にしたシ 

ーリング材である。 

このポリマーは，ポリオキシアルキレン主鎖の末端に 

反応性のアルコキシシリル基を有し，水分の存在下で， 

蝕媒を用いることにより常温で容易に反応し，シロキサ 

ン結合を形成してゴム状高分子になるものである。シー 

リング材の素材としては，li」狭lI性,耐寒性,耐候性，耐 

疲労性，耐薬品性に優れた画期的なポリマーである。 

「カネカMSポリマー」を利用した新しいタイプの弾 

性シーリング材の開発が進められてきた。これが，変成 

シリコーンシーリング材であり，一昨年秋頃から試験的 

に施エされ，昨年の春からは本格的に使用され始めて今 

日に至っている。 

変成シリコーンシーリング材の特色と して，1）耐熱 

性，耐寒性,耐候性,耐疲労性,耐薬品性に優れて、、 

る。2)初期弾性の発現が早く得られる。3)種々の温度に 

おける物性の変化がほとんどない。4）高温多湿時におIナ 

る硬化も良好である。5）プライマーの助力により,ほと 

んどすべての被着体に強い接着力を有する。6)基剤I 硬 

化剤とも基本配合が白であるので，白から黒まで鮮かな 

色を作ることができる。7）低温時の作業性が優れている 

ことなどが掲げられる。すなわち，シリコーン系とポリ 

サルファイ ド系の中間の性能とポリサルファイド系を上 

廻る使い易さが特徴であり」理想に一歩近づいた弾性シ 

ーリソグ材と言うことができるであろう。変成シリコー 

ンシーリング材の用途としては,建築を始めと し，土 

変成シリコーンシーリング材の配合例 

種 類 原 料 
配 合 

（重量部） 

基
 

剤
 

主
 
可
充
顔
”
で
 

分

剤

剤

料

他

 

成

塑

填

 

の
 

変成シリコーンポリマー 35'-50 

フタル酸エステル類など 10 -'25 

炭酸カルシウムなど 

酸化チタン，カーボソなど 

20-'50 

5,-,10 

ゲル化剤,老イ日坊止剤 0. t'- 5 

硬

化

剤

 

触 媒 金属化合物など 10'-35 

液状成分 可塑剤類など 40-60 

充填剤 炭酸カルシウムなど 10-40 

そ の他 反応調整剤など 1 -' 5 

木,車輛，船舶，航空機,機械，電気などのあらゆる目 

地に幅広く利用されることが期待できる。 

変成シリコーンシーリング材（JIS A 5757）物性例 

肩一～百～一～~～一越～避 A B C 

比 重 1,40 1.38 1.42 

押出し性（5C)（秒） 4 5 5 

スラ ンプ（mm) ~ 0 

0加 

0 0 

ブリージング（mm／枚） 0/1 0加 

汚 染 性 認めず 認めず 認めず 

加熱減量（%) 1.9 1.6 1. 1 

耐オゾン性（1級） 亀裂なし 亀裂なし 亀裂なし 

50彩引張応力 

（昭ノcm 2) 

加熱前 1.0 1,4 1.5 

加熱後 0.8 

4.0 

1.3 

5・8 

1.7 

7.2 最大引張応力 

（昭ノcm 2) 

加熱前 

加熱後－ 4.2 5.4 7.4 

破断時の伸び 

(%） 

ガ 

加熱前 590 

650 

400 610 

加熱後 390 530 

耐久性試験 

(1 級） 

ラ ス 合 格 合 格 合 格 

金 属 合 格 合 格 合 格 

コンクリート合 格 合 格 合 格 

現在市販されている製品は,物性例にもある通りJI 

S A 5757 S・MCG -1適合品であり,新J IS の8020 

はもとより，9030にも合格し得るもので，建築用シーリ 

ング材として完成されたものであるが,一部タックや復 

元性に若千の疑問を残している。変成シリコーンシーリ 

ング材の開発に着手してからの期間が浅く,M. S，ポリ 

マーの良さを充分弓は出すまでには至っていないようてト 

ある。今後,ポリマーメーカーならびにシーリング材メ 

ーカーの研究によって，理想のシーリング材に発展し得 

る可能性が大きいと考えられる。関係各位のご協力，ご 

助力を切に希望するものである。 
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スチック製品 

●営業品目 

①目地材 

②断熟材 
③防音材 

④防水シート 
(5）機密材 

⑥防振シート 
⑦養生マット 

⑧結露防止マット 

⑨接着シート 
⑩ガスケット各種 
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複合資材‘で用途開発をお引受する 

林式会凡新杷雷合 

本 社 東京都荒川区西日暮里2丁目24番14号 
TEL .03(803)I4I I（代表） 

第~エ場 埼玉県与野市鈴谷2 8 3 番地 
TEL .0488(53)I76I（代表） 

第2エ場 埼玉県浦和市大字町谷2 0 -I 
TEL .0488 (64) 175 I(代表) 

よカネボウェヌエスシ 

〇ブチル P 3000 

〇アクリル P4000 

〇ポリサルファイドP 5000 

〇ウレタン P 6000 

〇ー液型ウレタン P 6500 

〇変成シリコーン P 8000 

'1末ギウ・エヌエスシー株式会社 
本 お1 大阪市都島区友淵町1丁日3-80 . 534 TEL (06）船1一1231 

東京営業所 東京都千代田区平河町2丁目8-2 . I02 TEL (03)263-4701 
名古鳳出彊所 名古屋市中村区名駅‘丁目l7-19カネボウビル内 ●450 TEL. (052) 581-8959 

広島出張所 広島市本川町lTU 3-3 ● 733 TEL (0822)94- 7084 
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「シーリング管理士」に関する規約および解説 

第 1 条 （目 的） 

「シーリング管理士」は，水密・気密保持に関するシーリング材の重要性にかんがみ，設計施ェを通 

じた技術の向上に併せて，業界の地位向上を図る目的のため, 日本シーリングエ業会（以下工業会と 

いう）が設けた資格制度のーつである。 

当工業会は，会則により,業界振興のため各種の事業を行なうことになっており，この制度もその一環であ 

り,本項は「シーリング管理士」制度の目的と根拠を明示している。 

第 2 条 （シーリング管理士の種類と職務） 

「シーリング管理士」は, ri級シーリング管理士」ならびに「2級シーリング管理士」の2種類と 

する。 

[1 級シーリング管理士」は,現場施工管理能力を有し， シーリング材の性能・品質・施工方法に 

十分な知識ならびにシーりング材工事において，技術指導能力をそなえた者である。r2級シーリン 

グ管理士」は, シーリングエ事において，技術指導能力を有し， シーリング材の性能・品質・施工 

方法について必要な知識をそなえた者である。 

本条項でシーリング管理士を1級シーリング管理士および2級シーリング管理士の2種類とし，それぞれの 

職務分掌を明確にしている。 

シーリング管理士を2種類設けたのは，本来シーリング管理士は，相当高度の現場施工管理能力と，施工能 

力を兼ね備えたものでなければならないが,また全般の施工技術の向上のためには，できるだけ多くのシー 

リング技能士に，技術知識修得の機会を与えるためである。現場の施工管理とは，施工前の段取り，エ程管 

理,資材管理，安全管理など直接施工以外の種々の仕事である。シーリングエ事の技術指導とは，現場条件 

と使用材料の適否のコンサルタントを意味する。 

すなわち，各種材料の特徴に精通し，適材を適所に使われるよう設計者にアドパイスできなければならない。 

なお,能力があっても実行する意志の弱いものでは適当でないことはもちろんである。 

第 3 条 くシーリング管理士の認定） 

シーリング管理士検定委員会（以下検定委員会という）は第2条に基づき講習ならびに検定試験を 

毎年1回実施し，これに受講，合格したものをエ業会はシーリング管理士として認定するっ 

シーリング管理士検定にあたり，エ業会の組織の一部として，シーリング管理士検定委員会を設置し，この 

委員会は,エ業会の内部のみならず」広く外部の方々も含めて構成し，シーりング管理士制度を権威ある充 

実したものにすることを目的とする。 

検定委員会は講習のカリキュラム，検定試験問題の作成，講習ならびに検定試験の推進，シーリング管理士 

の合否の判定を行なう。資格を与えられる者の条件として，検定委員会が行なう講習を受けることと，試験 

に合格することの二つが絶対条件である。 

第 4 条 （受験資格） 

受験資格者は， 日本シーリング工事業協会会員会社に属し,人格識見を有するもので所属する会社 

代表者の推薦を必要とする。 
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1級並びに2級シーりング管理士の受験資格は下記とする。 

第1項 1 級シーリング管理士受験資格 

（イ）実務経験年数7年以上または2級管理士資格取得後3年以上の経験を有する者 

.）年齢は25歳以上の者 

りり ゴソドラ運転の特別教育修了証所持者，特定化学物質等作業主任者の資格を有する者 

第2項 2級シーリング管理士受験資格 

(4)実務経験年数3年以上を有する者 

（ロ） ゴンドラ運転の特別教育修了証所持者 

とくに本条において,受験資格者を日本シーリングエ事業協会会員会社に所属するものと規定した理由は当 

工業会は同協会を唯一・のシーリングエ事業団体と認め，同協会の自主認定制度が確立するまで当分の間, シ 

ーリング管理士制度を通じて同協会会貝各社の中堅指導者を養成しようとするもので,特に対象者を同協会 

会員会社に所属するものに限定する。 

また本条で人格識見を規定にうたったのは，推せん者が最も判定しやすい位置にあることにより推せんの責 

任を促している。本条第1項および第2項で第2条に基づく1級および, 2級シーリング管理士の職務遂行 

に必要な基礎的な資格を定めている。今後の問題として,国家認定の防水技能エが誕生した場合，防水技能 

士との資格調整のため本項に追加修正せられるべさものと考えられる。 

第 5 条 （資格の限定） 

「シーリング管理士」は, 日本シーリングエ事業協会会員会社に所属するものに限り,この名称を 

使用することが出来る。 

本条はシーリング管理士の資格呼称の限界を示している。 

第6 条 く資格の史改） 

シーリング管理士は2年毎に資格の更改を行なう。 

更改に際しては,検定委員会で定める技術向上を目的とする講習を受けねばならない。 

講習に不参加であったものは，一年間資格を停止し，次年度の講習を受けその資格を復活できるも 

‘のとする。資格停止者は速やかにシーリング管理士証明書を工業会に返却しなければならない。 

資格停止者が次年度に講習を受けなかった場合は，その資格は取り消される。 

本条は資格取得後の技術修得を義務づけている，年々進歩する高分子化学技術に追随しなければならない。 

しかし資格取得者がやむ得ぬ理由により更改のための講習に受講できなかった場合の救済として次年度の受 

講によって資格復活の道を開いている。 

第 7 条 くシーリング管理士証明書の返却） 

シーリング管理士が所属する会社を退職する場合は速やかにシーリング管理士証明書を工業会に返 

却しなければならない。 

第 8 条 （・シーリング管理士証明書再交付申請） 

第7条によりシーリング管理士証明書をエ業会に返却したものが,新たにシーリング管理士の証明書 

の再交付を希望する場合は，改めて所属会社代表者の推薦書を付してエ業会に申請する事ができる。 
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第 9 条 くシーリング管理士証明書の再交付） 

シーリング管理士証明書再交付申請を受けた場合,エ業会は所定の審査の上再交付する。 

前7 」 8 , 9条は，シーリング管理士制度運営について特に証明書の取扱いを具体自mこ定めている。この制 

度における資格は，個人のものか否かについては,多分に疑惑をはさむものも多いと考えられるが，制度そ 

のものが当工業会の責任において行われるものである限り，工業会の趣旨に賛同する日本シーリング工事業 

協会会員会社に所属するものを対象としており，それをはなれた場合は, この資格を行使する権利はないも 

のと解釈している。 

なお第8条の推せん者は, 日本シーリング工事業協会会員会社代表者であることは当然である。 

第10 条 く資格の取消し） 

「シーリング管理士」が不法行為などにより著しく体面を汚した場合はその資格を取消すことがで 

きるものとする。 

本条は，資格剥奪について定めているが，不法行為とは次のようなものをいう。 

(1）管理士の資格を行使して，管理士にあるまじき不法行為（例えば明らかな本人の技術上のミスおよび 

怠慢などによる欠陥作業，施工基準,安全基準などを無視した行為）などにより第三者に損害を与え」 

あるいは工業会に迷惑をおよぽした場合。 

( )精神的，肉体的欠陥などにより準禁治産または禁治産者などの宣告をうけた場合。 

(,') 反社会的行為などにより,法律に違反して起訴され，罰せられた場合。 

体面とは，エ業会が制定したシーリング管理士としての体面をいい，ひいてはエ業会全体の体面をいう。 

第11 条 （資格者への特典） 

シーリング管理士資格者はエ業会が発行する 「シーリング誌」 その他に掲載し，シーリング関係業 

界にPRを行なう。 

本条は資格者への特典としてエ業会が，シーリング関係業界に種々の機会をとらえ，シーリング管理士制度 

のPRを行ない，シーリング管理士が有利になるよう努める。 

日本シーリングエ事業協会ならびにシーリング管理士所属事業主もシーリング管理士にふさわしい権限と特 

典を与えられることを希望する。 

第12 条 （その他の事項） 

前各条の外，運営上必要な細部事項については別に定める。 

本項は，エ業会における本制度運営に必要な細部基準を内規で定めることにしている。内規の内容はおおむ 

ね次のようなものである。 

(1） テキストの作成に関するもの。 （5〕 受験申請に関するもの。 
(2） 講習会に関するもの。 (c） 管理士名簿（台帳）に関するもの。 
(3） 試験に関するもの。 (7）管理士再訓練に関するもの。 
(4)認定書，証明書，パッヂに関するもの。 ⑧ 管理士の公報に関するもの。 

追補 新規約発効と同時に従来のシーリング管理士は新規約による2級シーリング管理士にこれを切替える。 
従来のシーリング管理士でゴンドラ運転の特別教育修了証を所持しないものは，新規約発効後1年以 
内に取得すること。 

従来のシーりング管理士資格の有効期限は」昭和52年3月31日までとする。 

本規約は昭和52年4月1日より発効とする。 
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ジーリング管理士検定委員会運営要綱 

1 条 シーリング管理士検定委員会（以下委員会という）は会則第22条の定めによる常置委員会として本要綱及び同 

細則により運営する。 

2条 （主たる業務） 委員会はシーリング管理士に関する規約（以下規約，同解説という）第3条に基づき，つぎ 

の業務を行なう。 

1， 受講者募集に関する業務 

2． 管理士養成に関するカリキュラム，検定試験問題，合否判定基準の作成 

3． 講師の委嘱、講習会，検定試験の実施,採点業務 

4， 合否判定通知，合格者への管理士証明書交付 

5， 資格更新に伴う再講習の実施 

6． 管理士台帳の管理 

7， 規約，同解説，運営要綱，同細則改訂に対する提案 

3条 （委員会の構成） 委員会は委員長1名，副委員長2名以内,委員若干名をもって構成する。正副委員長，委 

員の任命は,会長の委嘱による。 

4条 （計画の作成） 毎年6月末日までに当該年度の管理士養成計画，資格更新講習会開催計画を作成し理事会の 

承認を得て実施する。 

5条 （受講の申込み） 受講希望者は受付／切期限までに，次の申込関係書類とともに受講料を添え講習会管理者 

（本部直轄の場合は会長，支部委任の場合は支部長）あて提出するものとする。ただし払込み済受講料は返戻し 

な、 、o 

関係文書 0 シーリング管理士養成講習会受講申込書 様式1 

〇添付書類 

1） シーリング管理士養成講習会 
受講者推せん書 

受講希望者所属会社代表者 様式2 

2） 証 明 書（コピー） 

i ゴンドラ運転特別教育修了証（1, 2級） 

11 特定化学物質など作業主任者（1級） 

iii 2級シーリング管理士 （1級） 

3） 写 真 3葉,縦2.5cm×横2.0cm 

6条 く講師の選定，委嘱） 講師はカリキユラムに合わせ，関連業界, 日本シーリングエ事業協会（以下日シ協と 

いう）及び当工業会より適任者を選び委嘱する。 

関係文書 〇シーリング管理士養成講習会講師委嘱書 様式3 

0 シーリング管理士養成講習会講師承諾書 様式4 

7条 （教科内容） カリキュラムの編成に当っては，規約第2条の定めによる現場管理能力，技術指導能力の付 

与向上を目指し,その内容は建築構法の概要，施工技術，安全衛生， リーダーシップコミュニケーションなど， 

知識ならびに人格の両面にわたる教育内容に及び, さらにユーザーの指向方向に留意し， レベルアップに努め 

る。 

8条 く養成講習会） 講習会の開催方式は当該年度計画の特質を生かし決定する。 

9条 （検定試験） 養成講習を修了しないものは検定試験を受験することができない。 

10条 （合否の通知） 検定試験終了後速かに採点を行い, その結果を理事会に報告し，承認を得て受験者全員に合 

否を通知する。 

関係文書 〇年度シーリング管理士認定試験結果通知書 様式5 

11条 （管理士証明書の交付） 前条による合格通知を受けたものは所定の認定料もエ業会に払込むものとする。委 

員会は認定料の払込を受けた合格者に対し速かに証明書の交付を行う。 

証明書の支部記号および認定番号は細則に定める。 

関係文書 〇シーリング管理士証明書 様式6 
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12条 （管理士台帳） 委貝会は管理士合帳を常備し，登録,更新，移籍，資格停止,同喪失,証明書再交付，資格 

証明書の交付などの事項を記フ着理し，その写を支部に送付し支部管内在籍者の管理に当らせる。 

関係文書 〇シーリング管理士台帳 様式7 

13条 （資格更新 資格の停止，取消し） 委員会は規約第6条に基づく再教育講習終了者に対しては証明書に有効 

年月日,受講済の確認印を捺印し,本再教育講習未了者に対しては資格停止を通知する。 

資格停止者が次年度再教育講習を終了した場合は,証明書に第1項の事項を記入し資格停止を解く。ただし有 

効期限は残存期間とする。 

資格停止者が次年度再教育講習を終了しなかった場合は資格喪失を通知する。 

関係文書 0 シーリング管理士資格停止通知書 様式8 

〇シーリング管理士資格喪失通知書 様式9 

14条 （証明書の再交付） 管理士が退職後，新たに日シ協会員会社に所属した場合は，新所属代表者の推せん書に 

手数料を添え証明書の再交付を申請することができる。 

委員会は前項の申請を受けたときは，退就職の事情を調査し，妥当と認めたときは証明書を再交付する。 

関係文書 〇シーリング管理士証明書再交付申請書 様式10 

〇シーリング管理士証明書再交付申請者推せん書 様式11 

15条 （管理士の在籍調査） 委員会は毎年9刀末日をもって管理士の在籍調査を行う。 

関係文書 〇シーりング管理士在籍調査表 様式12 

16条 （資格証明書の発行） 管理士は必要ある場合，手数料を添え資格証明の交付を屮請することができる。 

関係文書 0 シーリング管理士資格証明書交付申請書 様式13 

0 シーリング管埋士資格証明書 様式14 

17条 （規約，同解説，運営要綱，同細則の改訂） 委員会は規約,同解説，運営要綱，同細則の改訂を必要と認め 

た場合は発議し理事会に諮る。 

18条 （文書の様式） 関係文書の様式は細則に定める。 

19条 （講師の謝礼，旅費，日当，宿泊料） 養成講習，更新講習に派遣する講師の謝礼，旅費，口当，宿泊料は年 

度毎に定める。 

20条 （受講料」認定料，手数料） 受講料，認定料，手数料は年度毎に定める。 

21条 本要綱は昭和53年10月17日より実施する。 
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1級シーリング管理士名簿 

東京地区 

会 社 名 

ア ル フ ァ 産 業 囲 

理 建 工 業 鞠 

興 進 工 業 囲 

谷口忠文 

水口峰彦、野上條司、 

佐伯忠雄、塩谷昭文 

松山駿三 

中元幸弘 

金山満昭 

笹崎幹雄 

上田正義、上田三郎 

阪井敏夫 

横谷興彦 

内田勝久、袖山衛彦 

竹田征司 

志水利達、王春彦、 

和田俊治 

亀井一身 

歳川 博 

( ) 東 洋 防 水 

( )大阪防水工業所 

掬
 
グ・ 

囲
 
ル
 

業
 

ソ
 
ン
 

キ
 
ロ 

共 立 産 

八 尾 二二l r-

大 阪 ユ ニ 

園 豊 栄 シ 

囲 大 一 防 水 工 業 

岡 大 阪 シ ー 

三 幸 物 産 （林） 

大阪アルフ ァ産業囲 

脚 京 都 シ ー ル 

尚 東 光 商 会 

ノレ 

昌 栄 建 材 

椎名 （コーキング）商会 

広島支部 

名 氏 会 社 名 

月本満俊 

佐々木 守 

小野田毅、加藤 孟 

青 盛 建 材 囲 

(1 サンゼオン防水工業所 

東中国防水工業( 

福岡支部 

名 氏 会 社 名 

囲 ム ト ウ 武藤 貞 

昭 和 日 本 化成( ) 吉川繁満 

氏 名 

山本勇、奏達也、宮代博 

加藤由之助、長谷川勲、 

木村正一 

五十嵐志郎、山村辰志、 

高宮昇二、小山忠夫 

宇山広道、柏瀬謙一 

押本進治 

福山政隆、松田和彦 

木下義晴、木下剛 

竹内利二、上田稠身 

渡辺昭悟 

嶋崎裕一 

高津昭一、育無田泰長 

臼倉基祐 

栗崎堅司 

神 繁夫 

石黒勝己 

内田鴇鵺 

操上弘昌、鈴木賢一、 

宮川文雄、大辻勇七郎 

鈴木裕二 

福間繁芳 

高橋和彦、大関 勉 

平沢敏男 

開
 
業
 

業
 
興
 

興
 
進
 

栄
 
大
 

山
 
園
 
園マツダパラウォータ 

京 葉 シ ー ル 囲 

囲 山 形 防 水 

中 央建材工業脚 

瀝 青 建 材 開 

( )日 本 コ ーキ ソグ 

臼 倉 建 材 工 業（株） 

囲 栗 崎 工 業
 
堂
 
社
 
囲
 
脚
 

材

業

業

 

建
 
工
 

黒
 
栄
 

新
 

固
 
石
 
光
 
マ サ ル 二］二 

咽工業技術研究所 

囲 丸 福 産 業 

北 斗 工 業 囲 

平沢コーキング工業卿 

名古屋支部 

会 社 名 

( )静岡コーキング工業 

津 田 硝 子 斜． 

大阪支部 

氏 名 

堀川信昭 

竹田正始 

会 社 名 氏 名 

日 本 化 成 工 業 囲 

東京地区 

松下実、三谷孝一、 

山村博司 

北海道支部 

会 社 名 氏 名 

北海道 タ イ ホー( ) 

東 洋 防 水 工 業 脚 

( )浜 建 

鳴海忠義、長尾忠幸 

石田誠二 

下井 守 

2級シーリング管理士名簿 

会 社 名 氏 名 

ア ル フ ァ 産 業（1牛） 五十嵐 勇、大滝満夫、 

ア ル フ ァ 産 業 囲 宮下勝正、田爪千明、 

吉原直行、佐藤真典 

石黒一司 

島村初義 

社
 
囲
 

材

材

 

建

建

 

黒

藤

 

石
 
伊
 

-80 一 



名古屋支部 

氏 名 会 社 名 

百瀬秋彦、内海敏男、 

片出定文 

望月啓司、野末不二男、 

小田勝久 

大木勝美、太田広道 

山口英夫 

石田隆、吉田久由、 

道家 論 

大久保安伸、木村次郎、 

木村龍雄 

久米修己、竹下麻男 

小川雅也、栗戸 裕、 

石川富夫、太田勝義、 

竹下澄保 

川口輝男 

渡辺 将 

大野隆正 

伊藤 篤 

宮崎 進、徳永治夫 

林 隆英、竹田久次郎、 

野村慎哉、滝上次―、 

老松啓二 

豊島秀雄、小林哲鑞、 

河原昇一、川合久雄 

岡 志朗、五島政美、 

伊藤 栄、山崎清孝、 

守山彰治 

森 哲夫 

中村一音、笹野達臣、 

笹野伸也、中村 武 

山口孝志 

村瀬光雄、村瀬 守、 

植村 覚、柴倉 誠、 

蓑島豊作 

井戸田 勇、五島 一、 

小沢保明、吉川 満、 

五島稔勝、井戸 清 

西垣 栄、早矢仕 修 

三浦 忠、安川敏雄、 

萱原 寛、仁村 孝 

太田敏明、藤島陽治、 

高野光男、見角 弘、 

吉野憲一、北村憲三 

栗原 弘、今村邦夫、 

山下晴夫 

不 二 化 成 品 (* 

（株）静岡コーキング工業 

シ ン コ ー 工 業 

朝 日 コ ー キ ン ク’ 

三 信 建材 工 業(*) 

囲 志 水 化 工 

（合）清谷商店名古屋出張 

所 

ソフラ ンシール防水囲 

隆 志 建 工 鞠 

中 央 建材 工 業（閑 

大 信 工 業 

津 田 硝 子 岡 

フ ジ 工 業 ( 

囲 ビ ル メ ン 

森 建 材 商 工 

中村コ ー キング店 

名古屋 日 本化成(1g4 

ム ラ セ 工 業 囲 

囲 仙 嶺 

( )名 岐 

石動コ・ー キ ング（排） 

丸 協 ガ ラ ス 

囲 栗 原 

小田垣春次、久保成規 

橋本好典、難波重信 

児玉光夫、大釜典弘 

栗崎 守、池田宏造、 

小森田清次、及川幸一郎 

鈴木秀世、吉楽盛久、 

武藤彰啓 

工藤幸男、生野好美、 

竹田剛士、久松昭、 

川端徳重、渋谷敏男、 

渋谷弘三郎 

桜井広英 

近藤 護 

宇山松年、栗田達明、 

横田秀清、金子博美 

佐々木善明、高井義信 

玉木一雄 

二上正道、巾山 昇 

西潟秀男、小日向日出男 

広瀬啓二、室井幸雄、 

室井義春 

渡辺和夫、石垣政見、 

清家勝雄、村松 靖 

坂元久光、児玉 勝、 

米満節夫 

宮崎 勲、田幡健一、 

石井正夫 

須摩哲朗、重松清木 

広瀬忠夫 

中村允彦、木村芳孝、 

佐藤寿宏、塚本 弘、 

中沢文隆、雪入 毅、 

佐藤義政、山本信春 

鈴木芳夫 

弾塚省吾 

塚越利和、原田俊二、 

能登 始、川上幸夫 

田代秀士、田代正明、 

田代留雄 

土田善登、園部孝昭、 

石橋栄之助 

木村元保、川又善行 

手塚 透 

中島賢吉、板垣喜和 

平沢哲雄、石田 実、 

水越茂雄 

倉建材工 業囲 

( ) 

(r「） 
業 

業
 
材
 
工
 

工
 
建
 
崎
 

倉

栄

栗

 

臼
 
内
 
大
 
脚
 

グロ リー防水工業囲 

光 栄 工 業 囲 

(*)工業技術研究所 

興 進 工 業 囲 

山 栄 興 業 ftf) 

業 

堂 

ト 

イ 工 

ン ーフ
 

カ
 

ー 

サ
 
新
 
シ
 

（閑 業
 

工
 

建
 

園
 
同
 
囲
 
理
 

脚 大 栄 興 業 

大 和 興 業 囲 

高 萩 興 業 囲 

東 邦 シ ーー ル (4 

東 邦防 水 総業囲 

マ サ ル エ 業 囲 

園マツダパラウォータ 

東 都 シ ー ル 囲 

三 矢 興 産 鋤 

園 田 代 工 業 

三 和 工 業 開 

木 元 工 業 園 

協和シーリング工事囲 

鹿 住防 水 工 業( 

平沢コーキング工業( ) 
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不 二 興 業 柵 岡木幸男、宮本宗勝、 

大滝幸雄、山田実 

大阪支部 

会 社 名 氏 名 

イ サ ム 商 会 

エ マ ー ル 工 業 囲 

大阪アルフ ァ産業囲 

(: 大阪防水工業所 

大 阪 ュ ニ ロ ン 囲 

共 立 産 業 醐 

三 大 工 業 囲 

洋 建 材 岡 

昌 光 産 業 囲 

城 内 商 店 

固摂津 シーール工業 

(4) 大 協 建 材 

岡 東 洋 防 水 

日 本 化 成 工 業 囲 

囲 ノ ゾェ技研工業 

白 洋 建 材 囲 

富 士 化 成 工 業 

() 豊 栄 シ ー ル 

美 作 工 務 店 

勝 友 商 会 

神 戸 建 設 囲 

嶋沢シーリ ング商会 

昌 栄 建 材 

日 建瀝 青 工 業 囲 

美 星 工 業 ( ) 

溝渕 勇 

坂中俊彦 

西原恵二、寺岡 保、 

秋山 哲 

笹山 博、道広央士、 

笹山秀男、吉田正一× 

大西文則、水口美博 

山本 勇、藤田長博、 

浜崎安秀、早崎 巧、 

菱田 稔、佃 尚亮、 

藤原義彦、藤原彦久、 

妻藤秀光 

大西利昭、矢野健三、 

間瀬啓三 

木村 優、木村浩三、 

木村 隆、エ藤末喜、 

松本文雄 

古市正臣 

槌屋邦夫、中野利治 

吉田 功 

長谷部 健、太田健治、 

横道哲幸 

岡田良平、飯田一己、 

山下雄治、岡田誠治、 

後藤晋也 

野添博司 

天笠 靖、井上信夫、 

浜田健二、坂根了児、 

森田武司 

紀の川 進、山本正義、 

藤永典弘、梅本 勇 

小林三千勝、小谷英昭、 

小坂田敬三、薮内俊則、 

重国照行、岡部 一 

岸 勝美、堀越飛行、 

堀越喜雄 

高木 修 

北川和弘 

和田司朗、緒方 隆、 

柳田喜代志 

白髭 稔、新谷高雄 

竹井 武、妹尾武典 

囲 中 出 商 会 中出紘ー一 

園 東 光 商 会 岡田城治、藤本 功、 

木村清一 

（有）吉 川 美 装 商 事 吉川博康、岩崎幸一 

広島支部 

会 社 名 － 氏 名 

青 山 工 業 醐 青山 厳 

青 盛 建 材 囲 阿村正昭、森 清勲、 

福原克彦、馬場吉光、 

立本昭典 

囲サンゼオン防水工業所 近藤 満、臼杵正義 

囲 マ ル ュ ス 工 業 澄川 昇、小野田真治、 

原 俊之、大西道生、 

本田光春、山脇 徨 

中国特殊防水産業( ) 海部 肇、海部信章、 

勝代伝三郎 

囲三洋技建広島出張所 上川源治、久米 明 

旭 建 材 工 業 （林） 米今達雄 

ア イ シ ン 工 業 囲 土居通雄 

丸福建材工 業( 長島隆良 

園 ア ル フ ア 工 業 法林 光 

囲 ッ キ タ ニ 工 業 井上宅己 

三 和 防 水 工 業（林） 岡本三千男 

囲 森 本 組 竹内東圭 

園 小 野 甚 商 店 柴田志部 

東中 国防水工業囲 杉本賢志、麻田 勝 

ニ ッ テ イ （柵う 田中博正、井生祥吾 

防 長 建 材“囲 古野 満 

囲高知特殊止水工事セン 神崎勲男 

ター 

福岡支部 

会 社 名 氏 名 

大阪アルフ ァ産業囲 

大 栄 囲 

九 州 特 殊 工 事（排） 

昭 栄 工 業 ( ) 

昭和 日 本 化 成(*) 

テイパ化工九州販売囲 

篠原隆治 

井手尾靖彦、佐藤清春、 

時吉勝也 

松村光章 

木下一隆、尾畑 忠、 

坂本政夫 

田口良孝、高津猛比古、 

村山敏雄、嘉村 昇、 

村田安利、福島則義、 

富永 広、緒方克己、 

磯村秀明、段上 勲、 

青野隆明、青野博文、 
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日本シーラント工業所 

固 野 田 工 業 所 

囲 ム ト ウ 

山 崎 工 業 囲 

三 賀 シ ー ル (4 

囲南九州ェービーシー商 

会 

囲 山 崎 商 会 

南 日 本 化 成 岡 

( ) 日 興 工 業 

内布 汎、米坂和義、 

小西輝己、青野暢広、 

永野光章、松本貞夫、 

岡崎啓次郎 

竹内聖二、中村 碩 

竹ノ畑靖彦、野田恒忠、 

諏訪憲雄、荻野高美、 

江藤音輝、桑原 栄、 

柴田純一 

楢原征雄 

浜村満男 

三角辰男 

渕脇修身、大野末雄 

山崎 一、藤谷善継 

柳橋利明、柳橋国愽、 

瀬戸山哲朗 

吉里久信 

北海道支部 

会 社 名 氏 名 

北海道 タ イ ホー開 

園シーリ ングサッポロ 

囲 浜 建 

東洋 防 水工 業 囲 

北海コ ー キ ング( ) 

佐 藤 研 究 所 

囲北日本‘コーキング 

北海道サ ン工業囲 

フ タ バ 工 業 (f) 

北 晄 防 水 工 業 翻 

園 ヤ マ ト 工 業 

固 日 光 美 装 

岡 輝夫、佐藤健一郎、 

太田靖彦、加藤 忠、 

鈴木忠利、高林房弘、 

斉藤 伸 

堂野寿昭、堂野雅穂、 

長谷川良三 

佐藤俊和、加藤隆弘 

小野寺 寛 

斉藤浩一 

船瀬隆雄、佐藤和夫、 

佐藤和久 

栗林 弘、池田博介 

太田 巌、村田雄太、 

加藤東輝 

中島義見 

武藤好美、菊池 薫 

小山毅芳、宮田正彦 

本庄正人、村田 渉 

信頼のトレード 

6 

、．コー1 
PANE CAULK 

S -501 ウレタン系2液シーリング材 

SGーウレタンウレタン系I液シーリング材 

SGーシリコンシIJコン系I液シーリング材 
(J旧A-5757 耐久性試験、金属I級相当品） 

面新東洋合成株式倉社 
本 社 大阪市西区西本町2丁目5番19号（ニューオカザキバシビル）画550 

東京営業所 東京都荒川区西尾久4 - 8 - 10 （富士ピル)面 116 

福岡営業所 福岡市西区樋井川3 丁目 6 -1 （グリーンビル） 西815 

I 場 堺 市 築 港 新 町 3 一 2 7 西シ592 

TEL. (06) 541-1931 (代) 

TEL. (03)800-4801（代） 

TEL. (092)561-1 1 75 

T E L. (0722) 44-7631 (代) 
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JIS /,J、許可番号 建築用ノ由I生コーキノグ材 

、d~I , 弾性シーリング材 

A5751 V ノ 第573101 ニ液性ウレタン 

その他防水材 

⑨サコ!J-Jb コーキコり 
建築用充填材の綜合メーカー 

株式会社服部商店淀工場 
:I二 場 京都市伏見区淀美豆町705 番地 

T E L075 (631) 3128 

本 社 名古屋市中区丸ノ内2丁目18- 1 

T E L052(221) 9461 

〇シーリングエ事全般 

〇プレハブ防水工事 

〇注 入 工 事 

東京都知事許可（般一51）第9051号 

、 

芽燕『二、亡’一登鷲 

代表取締役 堀 江 正 雄 

本 社 東京都練馬区大泉学園町54 87 電話03 (924) 2865・2842 

東京事務所 東京都練馬区東大泉町513 オダノビル 電話03 (925) 3 1 0 6代 

出 張 所 群馬県山田郡大間々町原1846の10 電話02777 (2 ) 3 9 8 0 

184 ー 



◇建築用シーリング材市販製品ー覧表◇ 

シリコーン系シーリ ング材 

シリコーン系シーリソグ材には， 1成分形と2成分形の2種類があり, 1 成分形は硬化時に酸 

を放出する酸型，酸を放出しない無酸型がある。 

1 成分形シーリング材は，大気中の湿気と反応して，酢酸などの反応副生成物を放出しながら 

表面から硬化が進むタイプで，その反応副生成物の種類によって酢酸型，オキシム型, アミド型 

アルコール型などに区別され一般には酢酸型を酸型，オキシム型などを無酸型と呼んで、、る。硬 

化速度は温度と湿度に左右され，実際には-20℃程度の厳寒期でも十分硬化する。酸によって腐 

食される被着体に酸型のものを用いる場合には，とくに適切なプライマーの選定を行ない,被着 

体を十分に保護しなければならない。 1 成分形はいずれもオルガノポリシロキサン・架橋剤・硬 

化促進剤・補強充てん剤・顔料などの原料をよく練り混ぜて均質にしたもので, カートリッジな 

どの密」」容器に充てんされている。 

2成分形シリコーン系シーりソグ材は，基剤と硬化剤からなり，両者を混合することにより均 

一に硬化する。基剤は末端に官能基を もつオルガノポリシロキサン, 多官能性架橋剤， 充てん 

剤，硬化剤などが使用されている。 

〔特 徴〕 

・耐候性,耐久性がすぐれている。 

・耐熱，耐寒性にすぐれ,温度による物性変化が少ない。 

・耐ォゾン，耐紫外線などによる劣化が少ない。 

・低温での施工性がよい。 

・取扱いが容易で，毒性がない。 

〔種類と長所／短所〕 

種 類 ~ 長 所 ~ 短 所 

生成する酢酸による刺激臭， 
金属腐食性 

銅などの特殊金属の腐食 

硬化がやや遅、、 

アミド臭 

ゴム強度大・透明性にすぐれ 
る・硬化が早、、 

臭いがほとんどな、、 

無臭・毒性なし・腐食性なし・ 
モルタルへの接着性良 

モルタルへの接着性良 

酢 酸 型 

オキシム型 

アルコ・ール型 

ア ミ ド 型 

薩嚢-不要接着力良’  溶剤による肉やせ 
舞美ュラス高引裂き接 高湿時の硬イヒ不十分 

1
 
成
 
分
 
形
 

2 

「取扱い上の注意］ 

・貯蔵期間は通常6カ月である。 

‘酢酸1成分形は未硬化の状態では刺激があるので，眼に入れたり皮膚に長く付着しないよう 

に留意する。 

会 社 名 商 品 名 － 色 客量－ 荷姿 l 混合比 」七 重 － 備 考 

（株）エービーシ～商会 

鐘紡合成化学（株） 

A B C ンl )'」一二 ！2 ホワイト・他4 色 

ゴーレックス グレー，ホワイト， 二 4 I 缶X4 
P -7000 ュートラル，アンパー （硬化剤共） 

ゴーーレッ クス 
P -7500 

クリア，アンパー， グ 
レーI ジルパー， ホワ 
イト」黒 

カート リ ッジ 
3509入×10 

J0: 1 

100: 2. 5 

1 成分形 

1.30 低モジュラス，2成分形 

1.30 2成分形 

1,05 

栗 山 ゴ ム （株） ロー ド・ンール 透明，白，黒， グレー 】ノ3 ' 1 ' 1成分形 1.00 

- 85 一 



シリコーン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 － 混合比 比 重 

コ ニ シ （株） 
ポンド‘シリコー 
ンコーク 白, ク リア， グレ,一 330a 

カート リ ッジ 1 成分形 1.04 

サンスター化学工業 
（株） 

信越化学工業（株） 

ペソギンツール 
ソりコーン 

KE42 

クリ7，白，他6 色 

透明，白，黒,グレ,-
7 ルミ，アニノバー，ダ 
ークプラウソ 

333cc 
カートりッジ 

1/3 g 
カートリ，ジ 

1.05 

1.05 

K E43 

K E45 

K E46 

7 ルミ，アンバ・一 ク 1,05 

透明，白，黒，グレー，7 
ルミ,アンハー，7イポ 
リー， ダークブラウン 

ク 1,05 

グレー 

KE40 B -2 白 ク 

1.05 

1.60 不燃型 

K E75 グレー 予 1.40 低モジュラス 

KE422 透 明 ク ク 1.50 

K E 420 高透明 

KE426 白 

1.05 超高透明 

ク 1.05 防かび性・酢酸型 

KE458 ク 1.05 防かび性・オキシム型 

シーラント70 

701 

白，グレー，アンバー，黒 4 k 缶入 10 : 1 1.30 低モジュラス2成分形 

ク 1.30 

世 界 長 （株） 

契賃ョーンー クリ7，他 30 10 : 1 1.30 

セカイチョーシー 
ラーSI 

ク 333a 
カート り ッジ 1 成分形 1,04 

セ メ ダ イ ン （株） 

シ’リコーン・ンーラー 
8060 

ツリコーンツ・ーラー 
8065 

東芝シりコーン （株） 

トーレ・シリ 

トスツール 361 

ホワイト， グレー，黒 
7 イボりー，ナチュラ 
ルストーン 

クリア，アルミ，ホワ 
イト，ア●ノバー,ナチ 
ュヲノレストーン 

ホソイト，ニュ・ートラ 
ルグレー，7ンパー， 
ブラック 

9 U7鶏芦とプ33恕リッジ 

333ccカートリッジ 1.04 オキシム型 

3l 丸価 

1.04 酢酸型 

10 : 1 1.32 低モジュラス， 2成分形 

トスシーール 371 1 成分形 1.02 酢酸型 

トスシール 373 ホワイト 1.02 防かび性酢酸型 

トスシール 381 

トスツール 383 

クりア，ホワイト，グレ 
ー，アルミグレー，ダー 
クプラウン,プラ，ク 

ク 1.02 

ホワイト，アイポリー 

トスシール 380 
ホワイ ト， グレー 
ークブラウン 

333mカートり，ジ 
4I 丸缶 

ク 1.62 

1.44 

防かび性オキシム型 

寛た譲 

トスシール 369 ニュ,ートラノレ 333cc 'ートリッジ 1.36 6'-1 リノグ材 

T S E384B 難燃性 

無酸型 

酢酸型 

無酸型，中モジュラス 

1.45 

1.04 

1.04 

1.04 

酢酸型，中モジュラス 1.04 

ク 

1 成分形 

ク 

ク 

1/3 0 カートリッジ 
500cc 1I 
フイルムパック 

ク 

クー
 

ツ 
ーフ ！フ 

SH 780 
クり7, グレー， アル 
ミ I ホリイ下， ブラ，ソ 
グ，アイポリー 

SH 781 
クりア，グレー,アル 
ミ，ホワイト，7ンパ 

SE 788 クりア， グレー,ホワ 
イト 

S K 789 
クリ7, グレー,ホワ 
イト 

ク 
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シリコーン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

（株） 

SH 790 
グレー，ホワイト，7 
ンバー, ナチュラルス 
トーン 

ク 4 L40 

「無酸型, 低モジ＝ 

ラス 

答り務ル二 3( J キット） 

S E 5003 

日東ポリマ一工業（株） ワイドッ一ラ- 7 色 333CfJ,ートリッジ ク 1.05 1.30 

ソニ一シ一l63~1 

イイグ産業（株）~ オ口テジ舞一ン i どリ；ラ宴ク手アク_. - 1/3 0 -b50 ,, l00 '究ど 

日本合成化学工業（株） 

ゴー七ン訟旦10 移製一・グレ一・ 曹驚一トリッシ 

ク BA -il ホフイ ト， アイボリ,ー 3334カートリッジ ク 1,05 無
防
 

酢
カ
 

酸
V
 

型
性
 

無
 
変
 

角
 

" AP-20 
クリ7，ホワイト，グ 
レー，アソバ一，ブラ 
ック 

333z4 カートリッジ 
20‘缶 
1009チューブ 

ク 1.04 酢酸型 

4' AP -20R レ'1ド 333mtカ一トりッジ ク L22 酢酸型,耐熱性 

4' AP -22 グヲスクリア 333ml カートりッジ 4' 1.06 酢酸型I 超透明 

4' BM - 30 
クリア,ホワイト, グ 333m‘カ一トリッジ 
レ一,7ンパー，ブラ 20 I 餌 
ッ9 b0Ogチュ一プ 

4' 1.05-4,20 無酢酸型 

ク BM -30A ホフイト, ブラック 333/4 カ一】・リッジ ク 1.05 無酢酸型 速硬性 

〒新 

エ 業 （株） 
ニ上ルエス 

シリコーン 
ッ・－ヲント 

333mカートリッジ 

鐘紡合成化学（株） 

ゴ一一レッ クス 

P -7000 
ダレーI ホワイト， ニ 
ュ一トラル,7ンパー 4‘缶（硬化剤共〉 100: 3 1.30 低モジュラスI 2 成分形 

4, P -7500 
クリア，アンノくー‘ グ 
レ―， ッルパー，ホワ 
イト,黒 

350 6 カートリッジ L05 1成分形 

三 星 産 業 （株） 
三星シリブ・－ン 白， グレー，アンバー 

シ・一ラント 7 イポりー，クリ7,黒 
333cc,カートりッジ 1.42 1.02 アミン架橋型 

酢酸型 

横 浜 ゴ ム （株） 

ハマ夕イ ト 
S S-200 グレー他4 色 3I セッ~・ 100: 3 1.30 低モジュラス 

ノ、マタイ ト 
S S -210 

 ノガ

[ 
。．】 

レ 

也 

色 

333cc, カートりッジ 1 成分形 1.15 無酢酸型 
低千ジュラス 

ノ、マタイ ト 
S S -220 

グレー－他5 色 

ク 

ク
 

1.04 酢酸型 

ハマタイ ト 
ク 

S S -230 

7 

ク 1.05 無酢酸型 

（『 

タ 

イS 
トS 

2 4 
0 

超透明 ク ク
 

ク
 

1.09 酢酸型 

新東洋合成（株） 

ノ 

 、．
一 * 

 Sコ
 G一

カJア 
 ンリ

 バフ

グ 
レ 

・ 」 

 一ウク

ー 

コ 
ン 

333aニカートリッジ 1.15 無酢酸型 

ア
】
 

ワ・レ 
1

] 
ー
・
 

ア
ラ
 

ホ
グ
 

与フ 
n
‘
。
 

一 シ十一プ化学工業（株） シ,・,－ビーシ一ルS 

ク
ソ
ウ
 

リ
パ
ゾ
 

,
 

‘, 
33 m
 

カ
 

LI 1, ウ 
ジ
 

1成分形 1.39 
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変成シリコーン系シーリング材 

変成シリコーン系シーリング材は従来の弾性シーリング材の長所をできるだけとり入れた総合 

的にパランスのとれた新しい弾性シーリング材である。 

変成シリコーン系シーリング材には:1成分形と2成分形の製造が可能であるが，現在市販され 

ているものは2成分形のみである。 

2成分形変成シリコーン系シーリソグ材は基剤および硬化剤からなり,基剤はアルコシキシリ 

ルポリオキシアルキレンポリマ・ー（MSポリマー）充てん剤などを主な原料とし,硬化剤は金属 

化合物などを主な原料とし，それぞれよく練り混ぜて均質にしたものである。 

この基剤と硬化剤を，メーカーの規定した比率で混練することにより常温で反応し,柔軟なゴ 

ム弾性を有するシーリソグ材となるロ 

〔特 徴〕 

・耐候性，耐久性にすぐれている。 

・耐熱，耐寒性にすぐれ，温度による物性変化が少ない。 

・耐オゾン，耐紫外線などによる劣化が少ない。 

・プライマーの併用により,各種被着体にすぐれた接着性を示す。 

・硬化時の温度，湿度の影響を受け難く,安定した硬化特性を示す。 

・混練性にすぐれ，特に低温作業性は良好である。 

・石材に対する汚染を全く生じない。 

・ユマルション系吹付材が付着するものと，付着し難いものとがある。 

〔取扱い上の注意〕 

・季節によって可使時間を変更しているので,使用時に確認するU 特に季節の変り目に注意が 

必要である。 

・貯j哉期間は通常6 ケ月であるが,可使時間を考慮すると3 ケ月以内に使用することが望まし 

、、。 

・通常，基剤・硬化剤の2成分形であるが，メーカーによってはカラーマスターを別容器にし 

ている所もあるので，注意が必要である。 

・プライマーは必ず使用すること。プライマーの選定は慎重に行なう必要がある。 

会 社 名 商 品 名 色 I 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

日本添加剤エ業（株） ブプインンーI示n 会〒：究移り杏 
ン,姐 

5 k セット 

臓浜ゴム （株） ハプ夕二とノgー～ 皇費，クン--…げ誤1 3 ,セット 

瞳紡合成fヒ学（株） コ’ーレ’己’F二8000 白・グレ一 

001 : 1ポスチ名パン（株） ポスコンす2000 3 

セ 

4 042

聖乳スシー（株） KBK P -8000 務三iにでラ 一 :一 1  '中kg 

~ 

5 

一フ テ
 
イ
 
パ化工 （株） 一

細
 MS 

グレー他5 色 3 ‘セッ ト 10 : 1 1.35 

サンス夕・ー ペンギソシール 

化学工業（株） # 2500 
グレー， アソパ一,白 3 ‘セッ1・ 10 : 1 1.40 

セカイチョ一
ッー 

、
‘
 

」ハ
 

ワ
 

イ， !
 グ－ブ 

レ一フ 
－
ウ
 

・ン 
世
 
界
 
長（株） ラーMS 3 I・tと ，y ト 10 : 1 1.40 
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ポリサルファイ ド系シーリング材 

一般にポリサルファイド系シーリング材は1成分形と2成分形とに分けられるが， 我が国で 

は,一般に建築用ポリサルファイド系シーリング材は，大部分2成分形が使用されている。 

2成分形ポリサルファイドシーリソグ材は,基剤および硬化剤からなり,基剤は液状ポリサル 

ファイド,充填剤などを主な原料とし，硬化剤は金属酸化物などを主な原料とし, それぞれよく 

練り混ぜて均質にしたものである。 

基剤および硬化剤の混合割合はメーカーーにより異なるので，使用時は指定された混合比になる 

ように正確に秤量しないと硬化が早過ぎたり,硬化しなかったりする。通常ほとんどの製品が秤 

量の手数を省くために，2液をそれぞれ適量づつ缶入りにして組合せ,使用時に全量を混合すれ 

ばよいようにしている。 

〔特 徴〕 

・耐水，耐酸化性,耐老化性にすぐれている。 

・耐熱性はポリウレタンとシリコ,ーンの中間的な性能を有する。 

・引裂抵抗性が大きい。 

・プライマーの使用により，多くの建築材料に接着可能である。 

・施工時の環境温度により可使時間,硬化速度が変化する。 

・石材に対し汚染の危険のあるものがある。 

〔取扱い上の注意コ 

・2成分形の場合,混合比はメーカーにより異なる。事前に確認して,指定された混合比で混 

合する。 

・メーカーによっては可使時間を季節により変更している場合があり,使用時に確認する。特 

に季節の変り目に注意が必要。 

・貯蔵期間は通常6カ月であるロ貯蔵期間を過ぎたものは使用をさけた方がよい。また貯蔵は 

冷暗所で行ない,高温，直射日光はさける。 

・混合時シンナーなどの添加はしない。 

・低温5。C以下の施工はさけること。 

・プライマーは必ず使用すること。プライマーの選定は慎重に行なう必要がある。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比
 

重
 

備 考 

アサヒポンド工業（株） 101~108 
ク’レー，黒,白， プロン 

うシこトラ7二口ト貸こ 5毎セット 10 : 1 

7~ 

（株）エービーシー商会 チオコーク 新グレ・一，他4 色 
3.5 ,セット缶 
7,Qg セット缶 

10 : 1 1.54 JIS指定製品 

カ 

・ス 

「一 
一 

ッ 

株 

ブ
口
ラ
 

●
ズ
ソ
 

ク
 
・・ 

レ
一
バ
 

ブ一フ KBK P-500
0 

ラ
ソ
ウ
 

【
ク
ア
 

グ
リ
ン
 

－
ム
一
 

5 kgセット 10:
 
1
 

1.62 JIS指定製品 
S. MCG-1 

関西パテ化工（株） ノ、イトシール 

一 

レ 

・一ズズ 
【パソン 

vンロ口 
7グ ププ

ダ ＃# 
【ュ2 

グ 黒 
夕 I 

5 加セッ ト 10: 1 1
,6
0 

鐘紡合成化学（株） 
ゴー一レックス 

P -b0oo 
グレー，ブラ，,, 
ブ口ンズ 

J基－剤10毎 
t硬化剤 1 切 
J基 剤 5 kg 
し硬化剤 0.5切 

10 : 1 1.62 J Is 指定製品 

コ ニ シ （株） ボンドシール＃ 10 白，グレー，黒， 
5kgセット 7 ンパー（1~5 ) 

10 : 1 1.60 JIS 指定製品 

サンスター 
べタシール＃169 グレ一－,他5 色 .5 kg.' ット 化学エ業（株） 10 : 1 1.65 JIS 指定製品 

三英ポリマー二L業（株） リバーシーラー 

 ンレ
 パ一

山 

黒 

 7グ

・一 
5 句セット×4 10: 1 1.55 

三 洋 工 業 （株） スリーコール グレー，ブラウン 5
.
5加セット 10 ;
 
1
 
1.5
4 J Is指定製品 

昭和石油 
アスフアルト（株） 

ブジチオコール 6 色（グレーほか） 4I 10 : 1 1.60 J Is指定製品 
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ポリサルファイド系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量‘荷姿 混合比 比 重 備 考 

住友スリーュム （株） 

ウ＝ザーパソ 

ビルデイング 
シーラー 

黒 
381N 48 

100 :12 

100 : 7 】5368 ダレー 

世 界 長 （株） 
セカイチョ一 

ッーラ一TH 
グレ一，他7 色 5如セット 10 : 1 

JIS 指定製品 

SM --i -A --N 

セ メ ダ イ ン （株） ポリンール 
グレー，黒, プロンズ 
7 ンバ・－3 色 

3.25,セ，ト 10 : 1 1.35 

i 蔵化謝まI0森 10 .10 1 嘉硫謝轟 

テイ く化エ（株） ポーー予§こ元00 '‘邑ブロンズ黒 「 38缶 

（株）東京ボ一スエ業社 ボースコ一クPS － ぢりアブラウンブ 

熱とヲ矛Vズ＃l 5
3・セット 

如セット 
議化謝習 

日木添加剤エ業（株）フアインンー300
興 社！ーッンール －影9----, t,-,I.I'-( 1-7 V- - 

Ii東ポりマーエ業（株）i ニット一コ‘品OS 努iりるンノ、ー’ 

ビスコールA- 40 ｛ぐど二二プ量ンズ・ 

日本ッーカ（株） ッーカジョイ魂グレ一 84kg1~kg岩需 

日束化成エ業（株）プラシールT-B G 鴬こラii夢 
ボスチックジャ一‘漁）ボスコッ一ノi1000舞煮ず二二 

三 星 産 業 （株） 三星ッール PS 
グレー，アンバ一I 黒 

ブロンズ，アイボりー 
3‘セ，ト 10 : 1 1.60 

明星チ－ャーチル （株） スタ一ン一ノ与-27 
“
リ
・
、
こ
 

グ
ブ
 

レ
ラ
 

一
ウ
 

・ン 

7
 
・ 

イ
7
 

ボ
ル
 

一
他
 

》b

●1 
ウ一 

叫一 

セ

セ

 

'
'
L
' 

5
1
 

如

卸

 

10 :
 
1
 

1.50 

1.20 モルナイ ト興業 （株） チオシ―ル グレー他各種 5毎缶×2 10 : 1 

横 浜 ゴ ム （株） 
ノ、マ夕イ ト 
Sc -500-HT 他 

グレ・－他3 色 5加49ット 100 : 5 1.63 J I S 指定製品 

（株） 日本化学研究所 チオシ‘－一ルニッカ 
4毎セット 

グレ一,ブロンズ,白 
5kgセット 

10 : 1 1 .40 

シャ一プ化学工業（株） 
シャービーッール 

T -35 

承
，
フ
 

ワ二フ 

イ
ウ
 

ト
ソ
 

プ
ア
 

レ
 
ッ
バ
 

5町セット 
グ
ラ
ソ
 

［
ク
一
 

10 : 1 1.55 

（株）ノーペル樹脂化学 

ニューコ一ク ＃501 グレー，各色 5 匂セット 11 : 1 1 .40 

ク 黒 40毎セッI・ 1 : 1 1 .40 土木用 

ソニーケミカル （株） 
「
 
一 一 ノ

 
ソ

 ラ
L
 

ン
6
 

グレー，他 
ト10 

「
コ
 

5.4柳－ヒット 

・建築用シリコーンシーラント 

三星シリコーンシーラント
●建築用ポリサルファイド系シーラント 

三星シールPS 
●水性アクリル系シーラント 

三星シールAC
●建築用油性コーキング材 

三星コーキン 
．ブチルコム系シーラント 

三星シールブヂレ 

三星産業株式会社 
I鼻東群蹴器響翼認認講ビル）TEL(292)1961（代） 
出張所：札幌〈721>6031.6307 名古屋〈931>4574・3390 福岡く781)3361岡 V 

’材 = 
■■藻■ 

g：■ 

電 

F
・
』
鵬
‘
」
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ポリウレタン系シーリング材 

ポリウレタン系シーリzグ材は, シリコーン系，ポリサルファイ ド系シーリング材に続く無溶 

剤型弾性シrーリング材で， 一般に中高層以下のコンクリート目地，スレート，ALC板の目地あ 

るいは中高層プレハブ住宅用目地に使用されている。 

ポリウレタン系シーリング材は，イソシアネート基（-NC 0 ） を有する基材と活性水素化合 

物を含む硬化物からなる常温硬化型のウレタン樹脂で1成分形と2成分形がある。 

1 成分形ポリウレタン系シーリング材は，一般にカートリッジ入りと密閉缶入りとがあり，空 

気中の水分により反応硬化するため，保管に際しては十分に湿気に注意するとともに，冷暗所に 

保存するなどの注意が必要になる。2成分形ポりウレタン系シーリング材は，基剤と硬化剤から 

なり，ほとんどがノンサグタイプである。 

〔特 徴〕 

弾性シーリング材の中で， もっとも価格が安く，その物陛においてもすぐれており，次のよう 

な特徴がある。 

・低い吐出圧で容易にガソから出る。 

・加熱減量が少なく硬化後の収縮がほとんどない。 

・常温で硬化し，ゴム弾性体となり,復元性および耐疲労性は良好である。 

・耐寒性にすぐれ，-20。C以下で使用できる。 

・水分によっても硬化するため,貯蔵期間に制限があると同時に施工時の気温および湿度が高 

い場合，発池のおそれがある。 

・90C以上の熱に長時間暴露すると物性の低下を生ずる。 

・紫外線の作用により黄変する。 

・表面に粘着性が残るためよこれやすい。 

〔取扱い上の注意〕 

・貯蔵は冷暗所で行なう。 

・ポリウレタン系シーリング材は,TD I その他労働安全衛生法に基づく有害物質が含まれるこ 

とがあるので」取扱い後は手洗いや，うがいなど，衛生面に心掛けること。 

会 社 名 I 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 i 備 

アサヒポンー工業（株） 
アサヒツール 

651 656 659 
グレー，ライトプロン ― 5却セット 
ス， ク リーー ム 1:4 

1: 2 

L40 

（株）ユービーツー商会 

ABC コーキング 
ウレタノ 新グレー，他4 色 

6 句セット缶 
12句セット缶 

1.32 

ABC コーーキソグ 
ウレタソカーI・リ ッジ 

グレー， ホワイ~・， 
333cc イポリー 1 成分形 － 1.30 

カネポウ 

エヌエスシ・－・（株） 

KBK P -SODS グ レ ー 6如12如 1 : 2 1.27 S.MC-1 

', P -6500 
ホワイ ト， グレトー 
アイボリー 

330ci カートリッジ 1 成分形 1.20 

鐘紡合成化学（株） 

ゴーレッ クス 

P -6000 
グ レ,- 基 剤 4 kg 

硬化剤 8 kg 1: 2 1.27 

ゴトーレッ クス 

P -6500 
ホワイ ト， グレーI 
アイポリ,一 

333ccカートリッジ 1 成分形 

2 : 1 

1.20 

コ ニ シ （株） 

ポンドUシール グ レ ー 9切セット 1.50 

ウレタンコーク グ レ ー 330αニカートリッジ 1 成分形 1.20 
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ポリウレタン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 混合比 I 比 重 備 考 

関西パテ化工（株） セルッ一ル PU グ レ ー 6k.9x3即 2 : 1 1.30 

サソスター化学工業 

（株） 

一tンギンッール 
# 980 

 一・グ

べ 

 ジレ

ホア 
ワン 

イパ 
 一ト

一 」 

9印ーセット 1 : 2 1.28 

ペノギンシ一ル 
# 950 グ レ 一 333(工カートリッジ 1 成分形 L40 

ペソギソッール 
# 955 

グレー，ホワイ ト, 
べージュ 

ク ク 1.33 

三 

エ 

ー，－ 

・・ノ 

洋 

業 

株 

ス 
リ 

一 

ウ 
レ 

ッ 
チ 

《 ラ 

什 

グ 
レ 

6 却缶 

三 
英 

ポ 
】・一 
マ 

一 
工 
業 

 し／
株 

、ノ 

リ 
パ 

一 
ウ 

レ 
タ 

ン 

 ・グ

レ 

一 9毎セッ ト 

- 

必ずプライマー処理を 
すること 

昭 
和 

石7 
油ス 

フ 

ル 
ト 

Iし 

、ー 

ュ 
一 

ゼ 
ッ 

ト 

T 

株 

グ・・ 

レ 

一 

10. 5kg 
4. 5kg 

標準6 色発売予定 

新東洋合成 （株） 

一 G 

501 

S

. i-~ 

グ レ ー 
12如-h,
ト
 
1:2 1
.2
5 2成分形 
320(1二カー~・リッジ 1成分形 L20 1成分形 

セ 

メ 

ダ 

イ 

ン 

株 

ウ 
レ 

タ 
ン 

シ 

 『「一

「S 

グ 
1 
ノ 

一 

9 

』 
y 
ト 

1 

2 

.33 

ウ 
レ 

夕 
ン 
シ 

1一1

- 

一S 

 －グ
1 
ノ 

［ 

33 

3cc0) 
一 
一 
り 

ッ 
ジ 

I 
成 
分 
形 

29 

世 

界 

長 

株 

セン 
力「 

イラ 
チ一 

 Pョ
 U一

『 

 0-
レ 

一 

他 

9 

\ 
ッ 
ト 

1 
・・ 
2 

.24 

一 - 

S 
C 

A 

N 

セ 

 hイ
 一チ

カり 

 三ョ

-『 U

-i 

一」・ 

Jグ 
レ 
「 

他 

33 

3cc b 
」 
－ 
I ') 

ッ 
 ソ「

1' 

分 
形 

成 － 

大 
1- 
鳴 

分 

紅 

業 

株 

グ 
イ 

ワ・ 
ッ 

一 
ル＃ 

5~~ 

 ク）
レ 

一 

・ 
他 

4 
色 

 硬基

 63
kgkg 

I剤1J 

1 
 ‘‘
2 

11く. . 1〔
04
3基

1115

ク 

# 

55
~ 

ダ 
レ 

－ 一 

ー 
黒 

基硬 

36 
kg'CO 

欄 

1 
・‘ 
2 

~4基39 

.，、1 . 

 m剤

ク 

# 

1
~~ 

ダ 
レ 

一 

・ 
他 

3 
色 

33 3m k 
一 

. 1) 

プ 一 
ジ 一 

1 
成 

分 
形 

テ イ パ化工 （株） 
ボ二,ーシ,－ラ－ 

U -2009 
グ
 
レ
 ー 
9如セット 1 : 2 1.20 

（株）東京ポ一ス工業社 

ウレポンッール グ レ,ー 9 h セット 
基剤硬化剤 

' :2 
1.44 

ウレポソッールS 
グレー,ホワイト， 1/3カ・ートリッジ 

7 イポリー 20本入 
1 成分形 1.20 

H 本ッ ー カ （株） 

シーカフレックス 
①15毎入ペール缶 

グレー，白，ページュ 5 kg缶 
1 成分形 1 .20 

ダ一グ7ンノ‘ー’黒 @320cc 験 

ッーカフレi鈴C グレー・白,黒 1 成分形 

24I1,9 

L Lグ

一 《 

 駒泊

速乾型 

日東ポリマ一工業（株） 
ニッ トー＝－ク 

＃即0U 
グレー他 4.5毎セ，ト 1 :2 1.30 SMC - 1 -A -N 

日東化成エ業（株） 

プラシーラー 
PU -1800 

アイポリー，グレー， 
アソパー，ブラック 蓋I謂3 kg6 kg 1.30 

,- PU -N0 
グレー，7ソパー 

アイボりー， プラック に器看〉333M9)9(1~kV) 成分形 1.17 

ッャープ化学エ業（株） 

一U

-75 

グ レ ー 9 kgセッ ト 1.30 

口木特殊塗料（株） 

ジー ルトッ プ U I グ レ ー 1 : 2 

1. 20-i. 30 

ン一ルト肩,000 白，グレ一，アイポリ1 333電Fこトーりノ苗 1 成分形 

- 

日本浜加剤エ業（株） フアインン了20

1 : 3 1.34 S .MC -1 

ホワイト 1 : 3 1.35 ALCN ,S .C-1 

フアインジi気0 グレ ブラック 10k9議畿 
1:3
 1
.3
7 土木用 

- 92 - 



ボリウレタン系シーリング材 

会 ネ1 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

H本合成化学工業（株） 

ゴ－－セシ‘ールU 
MU -iso 

白，アイポリー，グレ 
'-,アンバー,ブラプク 

320i カートリッジ 
15句缶 1成分形 1.30 

MU -120 グ レ － 320m5カートリ ッジ 1 虞分形 1.30 ガラス，金属用 

保土谷化学工業（株） 

リ 
オ 

土‘ 
 N冖

qト〕 

- 

n乙 

1 

グレ一，プラウン, 

ホワイト，ブラック 

如 k9 
7 14 

基化基化 
 硬く硬く

剤剤剤剤 

/加切0 gk!
1452~ 

1 :2二5 1
.2
1 

ミリオネ, ト 
シ一ラー 会こ碧お二ホ 32omex25 1 成分形 1.25 

明星チャーチル （株） 

ス7ーッールU-Il グ レ - 9町セッ1・ 1 : 2 1.30 建設省認定 

スターシールU -70 グレー，白'7ルミ,黒 カートリ ッジ 1 成分形 1.30 4' 

モルナイト興業 （株） モナッーノレ グ レ - 9柳セット 1 : 2 1.40 

山内ゴムエ業（株〕 二レーI 白・黒・7ン トッフシ一ラ-U2 7kgセット 1 : 3 1.20 

（株） 服 部 商 店 サンシール ＃901 発瓢自’7ンバ1 9切セット 1 : 2 1.26 

（株） 日木化学研究所 ＝ッカウレタイ ト 
ッーラー グ レ一ー ' :2 1,20 

ラサ合成樹脂（株） 
レップ S -204 
レップシーラ「ー 
ポりコ・一ト 

7－ レ - 9句 1 : 2 1.23 

（株）ノーペル樹脂化学 ニューコーク ＃401 グレー,各色 10句セット 1:3 1.30 

ソーーケこカル（株）I ソーーッーl65~～ 亨ータ7,'バこイボ 

32 
伽一 

eト 

山・・ 

Jン 

高級シーリング材 

日合シIJコーンシーラント 
一“ 一 一 ~ ／ー～フ 

‘ーU ンa鵬加 
特にBA -b0は接着性極めてよく、プラスチック 
等広範囲の材料にもOK, 
（低モジュラス 1 液型無酢酸タィプ） 

日合ウレタンシーラント 

干倉シ・辺w 
特長 

  ノバイエit-誓との技術提携により些築用、 
、カ、ら工栗I割まて一mJ云い1ンーリン二7子iT ノ 

I 

『 
《専用ガンゴーセシールガン》 

ワンタツチの支点切替により普通 
ガンから強力ガンにかわります。 

耋(/0日本合成化学：:i二業株式会社 
樹脂営業3 部 

本 社 大阪市北区野崎町B 番6号 （東梅田ビル） TEL,大阪（06) 313-3412（代） 

東京 支 社 東京都中央区日本橋3丁目12- 1（三木ビル） T E L.東京（03) 273-1381 （代） 

名古屋営業所 名古屋市中区錦1丁目19-32（名古屋広小路ビル） TEL．名古屋（052)201-6 251 
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アク リル系シーリ ング材 

アクリル系シーリング材は,乳化重合法によって，アクリル酸ユステル，側鎖の異なったビニ 

ール化合物で，重合可能な不飽和酸などのモノマーを任意の割合で混合し,水を媒体として共重 

合したアクリル樹脂ェマルションを基材とし,補強剤には無機物の充填剤，炭酸カルシウム・ タ 

ルク，グレー，桂石末，着色剤には顔料,酸化チタン，カーボンブラック,弁柄などの粉体を配 

合している。改質材には液状の可塑剤，たとえばジブチルフタレート・ トリグレジルホスフェー 

ト，塩素イヒノくラフィン，ポリブテンなどが適当に配合された1成分形である。 

〔特 徴〕 

‘作業性が良好て材料の伸びが良く，経済的である。 

・耐アルカリ性，耐候性,伸長性，密着性，耐薬品性に優れている。 

・水性であるから臭気も少なく,工具の洗浄が水でできる。 

・一時的な湿潤面にも施エができ,完全に密着できる。 

・施工後，水性ペイントを塗布してもシーリング表面への塗料のぬれは良好である． 

・まだ固まらないコンクリートやモルタル面には施エができない。 

・シーリング直後の表面にモルタル，コンクリートなどの打設はできない。 

・一般に000以下では施エができない。 

・水性系のため硬化前は水に弱く,雨にあたると流される。 

・約15％程度の水を合有するため体積収縮があり,使用個所に対する適合性を十分考慮し,施 

エをしなければならない。 

〔用 途〕 

主用途としては， ALC 板の目地材に約90％使用され， その他， PC , RC・スレート 

板，石材く化粧合板）などの多孔質材料で吸水性の大きい建築用構成材の目地に使用されて 

、、る。 

〔取扱い上の注意〕 

・アクリル系シーリング材の貯蔵に際しては，直射日光を避け5。Cから3びC以内で保管する。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

イ イ ダ産業（株） MY シーラー 自，グレ1 25kg缶入 1.53 凍結防止品 

小野田建材 （株） 

－ ーー！ - - - - - － 

ュニコーク7クリル 白 18 0 缶 

「 

1.40 

カネごg主スンー（株） KBK P-4000 ホワイト・ グレー 

関西パテ化エ（株） 

鐘紡合成化学（株） 

ハイトコ一ク 

ゴーレッFこ4000 

5000チュープ 

李『鮎二グレ一’ 180 祈 

（株）柔ジ『二-~'潟君 
ポンド7クリルコーク 白，アイポリ1 

, 7イボりー 
330ccカートリッジ 

500825kg 苦プ 

三 洋 工 業 （株） スリーラント 白 
3cc 

1.69 

三
 

サ
 

英
 

ソ
 

ポ
 

ス
 

り
 

タ
 

マ 

一 

［ 

化
 

工
 

学
 

業
 

工
 

隣
 

業
昧
 

昭1質7 7ルト（株
） 

リバ-7クリル 白 
18 ’缶入 
333(Lカートリ，ジ 1.45 

1.49 

カートリッジ（グレー，白） 

ペゾギンッール 
# 1250 

ホワイ ト 
333m0 カートリッジ 
560 oチューブ 
18 0 

1 成分形 

アクリルエース ホワイ ト 
18 0 
330ccカートりッジ 

1.50 

世 界 長 （株） 

セ
 

カ
 

イ
シ
）
 

チ
一
汎
 

ョ
ラ
用
 

一
【
タ
 

E

-
f
 A

。7
 

白，グレー 26加缶 1.50 
凍結防止品 
S C -2 -A --N 

セカイチョー 
ッーラーEAスペ 
シャノレ 

ク 26如缶 
5000 カートリッジ 

1.50 
凍結防止品 
SC -i -A -N 
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アクリル系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

セ メ ダ イ ン （株） 

メジ・ンール 
S-10, S -20 

ホ7イト 18I缶 1,46 

A ジツール S -30 ク 18 8 缶 1,62 

テ イ パ 化工 （株） 
アク リJレコーク 

A -lOG 
333ccカ・ートリッシ 

ホワイ~・ 
188 ' 

1.54 

ファインシーラー 
日本添加剤工業 （株） 

# 1000 白 188 (26k9) 1.46 

（株） 日本化学研究所 ッカシールA 18柳缶 
白 330ccカートリッジ 1.39 ALC , PC 専用 

口東ポりマー工業（株）~ ユラスコ ホワイト」 グレーー 
アイボり一一 188 ,333cc,5009 1.40"-l,SO － 凍MIiYiLr『‘l W -15 

ブラシ・‘ラー 
日東化成工業（株） 

EM -iS 
ホワイ ト， グレー 

333ccカ・ートリ，ジ 

裁扇‘勢’) 1.50 

（株） 服 部 商 店 サンシ,ル＃5001 ホワイト 
チューブ， カート 
リッジ 
is e缶 

1.50 

ポスチッグジャー議） ポスプゾール＃410 

三 星 産 業 （株） 

白 18‘缶 1.47 

三星シールAC 
18‘缶入 

白 330c チューブ 
333cr. カ,ートリッジ 

1.50 

明星チャーチル （株） 
スターコーキソグ 

Y -60 
ホワイト， グレー 

18 8 缶 
100 9 チューブ入 
カートリッジ 

1.50 

ソニーケミカル （株） 
ソニーツーラント 

L 6400 白 320雇カ,ートりッジ エマルション型 

ツャーブ化学工業（株） 7 ク りコ ホワイ ト， グレー， 
クリーム 

189 , 330cc 
カート り ッジ 1.45 

トサプシーラー 
山内ゴムエ業（株） 

#5言器 
白， ク’レー 

i89i5 
チューブ， カート 
リ ッジ 

1.50 
凍結防止品 

（株）ノーベル樹脂化学 ニューコーク ＃301 白， グレー 25切缶 
500 9カートリッジ 1.50 

誠実●確実●堅実をモッ 

責任施工 

シーリング工事全搬 

防水工事全搬 

クリステル、ガラス工事 

アクリル板、プラスチック板工事 

東京都知事許可（般一51）第43907号 

ノ， ノ＋、一で晋＋II二→ユA、＋エ 
7 -I ノノーー」ー禾T木工、本T山 

代表取締役 宮木転 
東京都品川区戸越5 -17 -13 T E L03-783-0151（代） 
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S BR 系シー リ ング材 

SBR 系シーリング材は，SBR （スチレン・ブタジユンラバー）ラテックスを基剤とし，充 

てん剤などを加えてペ・ースト状とした1成分形シーリング材である （エポキシ樹脂を配合した2 

成分り疹のものもあるが，主に土木用に使われている）。 シーリング材の性能としては油性コーキ 

ング材と弾性シーリング材の中間的な位置に属し，用途としてはコンクリート，ALC，石綿, 

スレートなどで構成された比較的動さの少ない目地に多く使用されている。 

温度による粘度変化は比較的少ないが，凍結すると使用できなくなるため，保管温度および施 

工温度には注意を要する。15％程度の硬化収縮があり，施工後，未乾燥の間に雨にあうと流され 

ることがあるため，十分に注意して施エする必要がある。 

カーテンウォール，超高層ビルなど，たえず水に接触する目地（水槽，水路など）には使わな 

い方がよい。 

〔特 徴〕 

・毒性がない。 

・スランプがなく押出し性がよい。 

・水性であるため湿潤下地でも接着性にすぐれる。 

・硬化に伴なう体積収縮が比較的少ない。 

・器具の清掃が楽である。 

・低モジュラスてト伸びが大きい。 

・水性であるため,水に弱く，施工直後の雨に流されたりする。 

・指触乾燥が速い。 

・0。 C以下では施工できない。 

〔取扱い上の注意〕 

・下地はきれいに清掃し，必ずプライマーを使用する。 

・わずかな力で流動するためにへら押えの際力を入れ過ぎると目地からはみ出る恐れがある。 

・硬化収縮を考慮してへら仕上げをする。 

・指触乾燥が速いQyでへら仕上げは早めに行なう。 

・水性であるために降雨に対する十分な配慮を行なう。 

・0℃以下では施工しない。 

・保管は5 '40℃で行なう。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 

日本合成ゴム（株） J SR シーラント 
360 

グレー， ホワイ ト 22k0缶入 L40 

イ イ ダ産業 （株） オpテックス 1130 白 20昭缶入 
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ブチルゴム系シーリング材 

ブチルゴム系シーリング材は, (1)1成分形の溶剤揮散タイプ （2〉ベルト状，ロープ状，棒状な 

どに成型したタイプ （3）ノくテ状 （4）ホットメルト型などあり,主なものは，溶剤揮散タイプと成 

型したタイプである。 

溶剤タイブは」主成分のブチルゴムと可塑剤，充填剤，スランプ防止剤，顔料，粘着付与剤， 

溶剤などを混合した一成分形である。建築における用途は外壁に使用されることはなく, 2次防 

水的個所やブチルゴム系ル・ーフィングジョイントなどに使用されている。 

成形タイプは, メーカーにより各種タイプが市販されている。 

〔特 徴〕 

・貯蔵安定性にすぐれている。 

・耐候性，耐熱性，耐寒陛が良好である。 

・多くの被着体に対して適応する。 

・表面乾燥が早くホコリの付着が少ない。 

・モジュラスが低く,はく離を起こしにくい。 

・他のシーリング材に比較して収縮が大きい。 

・硬化前は溶剤が含まれているので引火性がある。 

・耐油性,耐溶剤性が悪い。 

〔取扱い上の注意〕 

・直射日光を避け冷暗所に保管する。 

・火気に十分注意する。 

・粘度を下げるために灯油， トルエンなどを混合しない。 

・溶剤中に含まれる特定化学物質，または危険物については十分な注意を要する。 

名
 

勘
 
－ 

ブ
 

チ
 

ル
 

ゴ
 

ム
 

系
 

（溶 

剤
 
系〕 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

カネボウ‘ 
エヌエスシー（株） 

KBK P -3000 グレー, シルバー,黒 
18 8缶 
5009 カートりッジ 
320cr. 

1,14 

関西パテ化工（株） 七ルシーール B グ レ ー 18 8缶 
320c,チ ューブ 

1.20 

鐘紡合成化学（株） 

コ ＝ シ （株） 

ゴーレックス 
P -250 黒

 
18‘缶 1.02 埋没用 

コ’,－レックス 
グ レ ー 18 8 缶 

P -3000 
1.09 

ポンドブチルコーク 
グ
 
レ
 ー 

一
油
 

30cr.~~9 ポンドシールパテ 
カ
石
 

“
缶
 

1.30 

三英ポリマ一工業（株） リパ一ブチF ン グ レ ”一 
18 8 缶入 
333cr.カートりッジ 

カートリ，ジ 
1.20 （新茶，青,赤, 

グレー） 

サンス篠エ業（株） ーミンギンンi/85~ 
一レ 

ト
［
 

リ
 ・新
 

ジ
茶
 

カ

グ

青

 

+

?

 

nb 

9
 

1
 

1
 

0
 

1
 

三 洋 エ 業 （株） 

住友スリー エム （株） 

セメダイン （株） 

ブチラー 

リボソシー ル 

ブチルンg二623 

1.20 

グレー 1.22 

世 界 長 （株） セカイ三了り「二RB グレ～白 1,10 

ノーーケカル（株）i露iラント アルミ 1.07 
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ブチルゴム系シーリング材 

基材名 会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

プ
 

チ
 

ル
 

ゴ
 

ム
 

系
 

（
溶
剤
系
〕
 

テ イ パ化エ （株） ブチルシ-7B--iOU 
333cr. カ一トリッジ 
18,缶 

1.20 

（株） 日 奥 社 プレノシ一ノレ グレー,黒 臨
 

1.31 

日東ポリマ一工業‘株） 
【一 
一
 

コ

 

一
 

ッ 
L' 

ク
れ
 
U
 
(1
 
G
 

グレー． シルバー， 
アソパー 

20 ' 400ュ 330cc 
カートりッジ 

（チュ一ブ入） 
1.10-1.15 

口東化成工業（株） 
ブラシ一ルBG 
コーキング 

グレー，ホワイト 
ブラック， アイポリ一－ 

18‘石油缶，ペール缶 
333cr.カートりッジ 

1.15 

日 新 工 業 （株） ノく：ノシ,一ル 5 色 180q二チュープ 

ボスチ，クジャパン 

（株） 
ボスコッール＃310 グ レ ー 18 6 缶 

330a二カートリッジ 
1.23 

明星チャーチル （株） ・スタ一コー葦/-4～ グレー,ブラ・ク 1.20 

山内ゴムエ業（株） トップシーラー＃30 グレー，アイボリー lgo臨ートり，ジ 1.20 

ゾャー プ化学上業（株） ブチルコ 1.20 

三 星 産 業 （株） 三星ッールブチル 
グ
ッ
 

レ
ル
 
【パ 

青
 

赤
 

新
 
茶
 一

 

I3cr.
 

力
 

ジ
 

1.20 

横 浜 ゴ ム （株） ノ、マY続02-G グレー 1.23 

」をルナイト興業 （株） イソッール グ レ - 330ccx30 

（株）服 部 商 店 サンッー ル 
＃831 グ レ ー 1.49 

イ イ ダ産業 （株） 

ル 
コ 

 フ，
チ・ 
4- 

［ 

7 

グ 

屮 

 入ジジ 
 本ッッ 

2037 
332~ 15 

iA39

-

4I
8

; 39

- I

-7

. 4

kg

' A 

帥59 0cckg kg, 

nゴ 

100 

早 川 ゴ ム （株） 
一
 レ

 

-
5

-
1
 

B
B
 

0000 

P
G
 

ソ一 

ャ
 

サ
コ
 

ハ 

ク
グ
 

ル
 

夕
キ
 

ッ
 

ッン 

一 

黒
グ
 

黒
 

U

n

4

J

 

-
 

- 

B
G
 

R
R
 

1

.48

1 . 58 

1.09 

（株）ノ一ペル樹脂化学 ニューコークp201 グ レ,ー 20毎缶 
330ccカ 一トリ'p ジ 

1.01 

種別 会 社 名 商 品 名 用 途 色 備 考 

定
形
ブ
チ
ル
ゴ
ム
系
シ
ー
リ
ン
グ
材
（
テ
ー
プ
そ
の
他
）
 

関西バテ化工（株） キットテープ グレー，ブラック 各種サイズ 

鐘 栄 産 業（株） ウルトラッーラ・ー グレー 
5%x 5%xlOm 
10%x 5%xlom 
10%x15%x 5m 

ソニーケミカル （株） 
ソニーシーラント 
145001 黒 1l4x10 %x50m他各種サイズ 

明星チャーチル （株） 
スターコーキング 

R -75 
白,グレー,ブラック 各種寸法 

山内ゴム工業（株） 
トップッーラ一 
#300 # 400 # 500 # 700 

グレ,一 ブラック I 各種寸法 

イ イ ダ産業 （株） アルコプチル グレ・ープラック 各種寸法 

スパンシ一ノレ 
1010（芯材ナシ） 

早 川 ゴ ム （株） 
. w -1010 

（鉄芯入り） 

黒 

15%xk40% >44050% 
20累 x' 50% x 4050% 

鐇x 40x 1~～鷺搬％ 
ポスチ，ク ポスコシ-4-# P250 

ジ中パン（株） 
グレー，黒 各種サイズ 

エパートーンVK 
セカイチョーシーラーV 

世 界 長（株） 
.;- VK 

ッ一一パイテープ 

グレー 
ク 
ク 各種寸法 

黒 

プラシ’ールB-T 
（テープ） 

日東化成エ業〔株〕 

プラッールB -R 
（ローブ） 

グレー，ホワイト 
各種寸法 

ブラック 
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油 性 コ ー キ ン グ材 

油性コーキング材とは,油脂または樹脂などに,炭酸カルシウムなどの鉱物質充てん剤を混入 

し，よく練り混ぜてつくられたペースト状の月地防水材である。 

油性コーキング材は，ガン用およびナイフ用があり，市販品のほとんどはガン用の皮膜性て協 

る。油性コーキング材の作業性は温度の影響をきわめて受けやすいので，使用時（季節）の条件 

に合せて夏用,冬用，一般用（春秋用）などが市販されている。 

〔特 徴コ 

・ほとんどの被着体によぐ付着する。 

・安価である。 

・界面はく離（接着破壊）を起こしにくい。 

・弾性シーリング材に比較し耐久性がある。 

・大きな動きの目地に使用できない。 

・無皮膜性の油性コーキング材は汚染性が大きい。 

〔取扱い上の注意〕 

・冬期の作業性をよくするためにトルエンや灯油などを混入してはならない。 

・使用後は密封し，冷暗所に保管する。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

（株）エービーンー商会 ABC コrーキング グ レ 一 
4009 チュープ 1 

小野田建材 （株） ュニ口ンコーキング ク 18 ,缶 1,63 ク 

関西パテ化：亡（株） K コーク ク 
18‘缶 
333(エカートリッジ 
チューブ(1切，4009 ) 

1.40 

鐘紡合成化学（株） 
ゴーレッタス 予 
P -320 

18 5缶 1.48 J Is 指定製品 

コ ニ ッ （株） 

ポンドゴ,－キング 予 500 9 チューブ 
18 5 右油缶 

1.40 ク
 

ク
 

ク
 

ボンド油性コーク ク 330ccカートりッジ 1,40 

サンスター ペンギンッール 
化学I業（株） #750 

ク 
333c4.カ一トリッジ 
18如缶他 

1.30 

三 洋 工 業 （株） スリー－コ一キング ク 
男S年リッc360e. 
チュ一プ 320〔工 
チューブ 800cc 

1.70 ク 

二英ポリマー工業（株） りパーコーク ク 
18  10kg9-ュ三多缶 

1.50 
400g チューブ 
333ccカートリッジ 

チュープ，カートリ，ジ 
（グレっ 新茶，赤，青） 

昭和石油 
アスフプルト（株） 

エパーッール 

ク 

18
 
9
 
1
.6
0 

600ccチューブ 
J Is指定製品 

世 界 長（株） ケミコーク 

ク 

9; .-I . 

2>
~t 

ジ 

1
.4
0 ク 

セ メ ダ イ ソ （株） ポリコー夕 予 
333ccカートりッジ 

bOy3 9 1議 
1.46 ク 

テ イ パ化工 （株） グレインコ一ト ク 
333cc 100cc 

カートりッジ 
18‘缶 

1.46 ク 

（株）東京ボ一ス工業社 

18 9 価 

ポ”ースコーク ク 
800 500ccチュープ 
367 360cc 

カートリッジ 

1.45 

日東ポリマーエ業（株） 
 一一 一 

コ 

ッ 
ト 

[ # 

ク1 0 
0 
G 

グレー，ホワイト 
iso 39 1k9 400g 
560cc 400cc 333cc 1.40-1.50 J Is指定製品 
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油性コーキング材 

色
 

混
 
An 

名

 

”
 

口m 

\ 

？・
 

グ
 

グ
 

?
”
揺
露
 

会
 

新
 

ネ
 

工
 

名
 

隣
 

口

］

 

荷
 

「両一 

.
9
 

業

姿
 

プ一 

， 

』
 

－

 

ク 

ュ【 

一 

ジ一 

ジ
 

ス
 

」 

比 重 衛 考 

1,60 J Is 指定製品 

H本添加剤工業 （株） フγイソコーク ク 189 (26k9) 1.46 J Is 指定製品 

ポスチック 
ジ十パン（株） 

三 星 産 業 （株） 

ボスブ 

ン一 ‘300 L 
ク 18 ’缶 L5り 予 

二星コ・ーキン ク 

18 6缶 99 冊 
800crチュープ<20 
500cr.チューブx20 
360cr.カート 

9 ,ジ x30 

1.50 ク 

明星チ十ーチル （株） 
一
 ス

 
タ
 

グ
 B

-

2

 

ク
 

プ
ジ
 

ュ

 

り

ノ

 

【
 

ッ

 

181

カ
 

25
 

缶
チ
ト
 

缶
 

6
如
一
 

却
 

ク
 

L50 ク 

モルナイト興業 （株） ス一パ・一ブーキング 

サンシール羊101 （株） 服 部 商 店 ク 
チ，ープ 
カートりッジ 
186缶 

1.46 J Is 指定Vth 

（株） 日本化学研究所 ニッカシール ク 1
5
 

8
5
 

,
0
 

」 

】

・

 

叫
一
 9

 
カ
 

L' 
ジ
 

4047 
25却缶 
480 0
487 

A

ー 

トリッシ 

ンャ－プイ匕学上業（株）ッ十ービーッ- 

プラゾ二とキング iI

1LP-i。努ー寄新茶レ難);-83

,毛ホ", 77:,--, 」g縄豊 0 'ま 

~.5~8cr.-1-と二ジ 1.40 J Is 指定製品 

（株）ノーべル樹脂化学 ニューコ一ク ＃101 グレー各色 
18‘缶 
500 g 808 9 チュープ 
5009 カートリッジ 

1.40 ク 

そ の 他 

基 材 名 会 社 名 商 品 名 色 容量・荷、姿 形 状 比 重 備 考 

合 成 ゴ ム 
（ニトりルゴム） 住友スリーュA（株） ダ－ ク一

 
kI
 

、ン
 

一
 一フ [8 0

 
0
 

赤褐色 

ホワイ ト, 
グレー 

20‘缶 
150【Lチュープ 

333mカートリッジ 
プラック 

各種寸法 

1.02 

建築用，内燃機用 
重弱電機用 

合 成 ゴ ム 
（アクりルゴム） 日東化成工業（株） 

一
 シ

 
一フU 

I
A
 

ラ
N
 

一10 
1.30 

定型コ’ムッーりング 

(EPT . NBR ) 
ク マヂックシール ク 

総合防水工事―式 

有限会社遠藤工務店 
代表取締役遠藤黎二 

北海道静内郡静内町末広町2丁目42番地 

電 話01464-2 -1651（代） 
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昭和53年度 日本シーリング工業会機構表 

相
談
役
 

同
 

同
 

同
 

顧
 
問
 

同
 

会
 

長
 

西 狩 青 渡 岩 伊 

野 木 辺 崎 

理
 
事
 

横
浜
．
コ
 
ム
翻
 

藤
 
憲

太

郎

 

三
 
郎
 

済
 

春
 

一 

忠
 
雄
 

副
会
長
－
 

理
 
事
 

日
東
ポ
リ
マ
ー
工
業
掬
 

理
 
事
 
庄
友
ス
リ
ー
ユ
ム
輸
 

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同
 

セ
メ
ダ
イ
ン
開
 

東
芝
シ
リ
コ
ー
ン
開
 

サ
ン
ス
タ
ー
化
学
工
業
囲
 

信
越
化
学
工
業
囲
 

日
本
添
加
剤
工
業
囲
 

昭
和
石
油
ア
ス
フ
了
ル
ト
網
 

保
土
谷
建
材
工
業
脚
 

囲
ェ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
会
 

小
野
田
建
材
開
 

世
界
長
囲
 

ト
ー
レ
・
シ
リ
コ
ー
ン
脚
 

同
 

名
古
屋
支
部
長
－
 紗
”
存
抄
引
靴
弾
工
 

4
H
ー
巨
」
ブ
音
f
業
網
名
古
屋
支
店
 

大
阪
支
部
長
 
テ
イ
。
ハ
化
工
囲
 

福
岡
支
部
長
離
講
工
業
囲
 

広
島
支
部
長
鷲
散
椈
 

北
海
道
支
部
長
鵬
勲
慧
喉
 

同
 

仙
台
支
部
長
 
舞
穀
離
工
業
 

監
 
事
 
山
内
ゴ
ム
工
業
開
 

同
 

三
洋
工
業
開
 

53 年度委員会構成表 

一～~~～」～~~－一－ 区 分 
委 員 会 

委 員 長 

総 務 委 員 会 

技 術 委 員 会 

副 委 員 長 

サンスター化学工業囲 日 本 添 加 剤 工 業 囲 

横 浜 ゴ ム 囲 

広 報 委 員 会 東芝 シ リ コー ン囲 

信 越 化 学 工 業 囲 

小 野 田 建 材 囲 

シーリング管理士検定委貝会 日東ポ リマー工業囲 洋 工 業 ( 
一
 

一
 
．
 

53 年度分科会構成表 

一～一～~~～一～ 区 分 
分科会 ～~~~~～一～一 

幹 事 副 幹 事 会 員 数 

シ リ コ ー ン 信越 化 学 工 業 卿 トーーレ・シ リ コ一ン（掬 13 

変成シ リ コー ン 日 本添加剤工業開 カネボウ・エヌエスシ一囲 24 

ポ リ サルフアイ ド 住友ス リ ーエムq翁 ボスチ ッ ク ジャ パン（耕う 25 

ポ リ ウ レ タ ン 保土谷建材工業閣 昭和石油アスフアルト脚 33 

アク リ ル・SBR セ メ ダ イ ン 欄 日 本 合 成 ゴ ム 開 20 

チ
 

ル
一
性
 

ブ
 

油
 

世 界 長 脚 山 内 ゴ ム 工 業 岡 [5 

三 洋 工 業 開 三 ―星 産 業 囲 19 
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日 本 シ ー リ ン グエ業会 

会 員 名 簿 

本部・支部所在地 

一～一～~~~~～一区 分 
木一支部名 －~～一 

本 部 

名古屋支部 

所 在 郵便番号 電 話番号 

東京都千代田区外神田2-2 -17 共同ビル 101 i (03)255 2841 

名古屋市中区錦1 -17-13 名興ビル横浜ゴ倉艶支店内 460 (052)231 6221 

大阪市西区江戸堀1-5-13 昭隷加剤工業翻大阪支店内 550 1 (06)443 6器1 

福岡市博多区綱場町2一2 福岡観麟工業岡福岡支店内 812 ~ (092)291 8442 

広島市鉄砲町5-16 サンケイビル 横浜ゴム囲広島支店内 730 i (0822)27 8100 

札幌市中央区大通東7-12 ョコノ、マ1編灘囲内 060 (011)241 5111 

仙台市萩野町3一1一8 ョコハマゴム工業品東北販売(M内 983 (0222)94 0437 

部
 
部
 
部
 

支
 
支
 
支
 

阪
 
岡
 
島
 

大
 
福
 
広
 
北海道支部 

仙 台 支 部 

L 正 会 員 

会 社 名 所 在 地 郵便番号） 電 話番号 

アサ ヒボ ン ド工業(M 東京都板橋区大谷口北町3 -7 173 (03)972 4929 

イ イ ダ 産 業 岡 愛知県西春日井郡豊山町豊場 480-02 (0568)28 2郎2 

(4 'i ー ビー シ・ー商会 東京都千代田区永田町2 -12-14 100 (03)507 7189 

小 野 田 建 材(M ノノ 中央区銀座3一2-19 建築会館 104 (03)567 8571 

カネボウ・エヌエスシー囲 ” 千代田区平河町2-8-2 エターナルモーヴィル 102 (03)263 4701 

鐘 紡 合 成 化 学 囲 ” 品川区西五反田7 -22-17 東京卸売セン5 ー内 141 (03)494 2741 

関 西 パ テ 化 工 囲 東大阪市日下町3 -7 -36 579 (0729)82 2131 

栗 山 ゴ ム 囲 東京都渋谷区南平台15-13 帝都渋谷ビル 150 (03)463 1841 

コ I！ 中央区日本橋室町4 -5 近三ビル 103 (03)245 6937 

三英ポ リ マー工業CM 大阪府池田市木部町639 563 (0727)51 3128 

サンスター化学工業椈 東京都港区三田1一3-36 108 (03)453 9301 

三 洋 工 業 (M I! 江東区亀戸6-20- 7 136 (03)685 3451 

鐘 栄 産 業 （閑 H 中央区日本橋小伝馬町3-5 103 (03)661 2635 

昭和石油アスファルトCM If 品川区南大井1-7 -4 140 (03)761 4291 

シ ャープ化学工業翻 大阪府堺市築港浜寺西町13-12（堺市化学工業団地内） 592 (0722)68 0321 

信 越 化 学 工 業（林） 東京都中央区日本橋本町2-2 -2 103 (03)661 4931 

新 東 洋 合 成 囲 大阪市西区西本町2-5 -19 ニューオカザキパシビル 550 (06)541 1931 

住友ス リ ー エ ムCM 東京都世田谷区玉川台2-33- 1 158 (03)709 8240 

（材う ス リ ー ボ ソ ド H 八王子市狭間町1456 193 (0426)61 1339 

世 界 長 囲 Iノ 渋谷区道玄坂2-10-7 新大宗ビル 150 (03)462 5161 

セ メ ダ イ ン 囲 ノノ 品川区東五反田4一5一9 141 (03)445 1311 

ソ ニ・ーー ケ ミ カ ル 岡 ！ノ 中央区日本橋室町1一6 103 (03)279 0441 

大和高分子工 業CM II 文京区本駒込6 -15-16 第6六義園ビル 113 (03)947 4411 

武 田 薬 品 工 業CM 大阪市東区道修町2-27 541 (06)204 2481 

テ イ パ 化 工 CM 1/ 東淀川区下新庄町2－加3 533 (06)328 1118 

東芝 シ リ コ ー ン(50 東京都港区新橋3 -3 --9 阪急交通社ビル 105 (03)503 8951 

囲東京ボ・ース工業社 ” 荒川区西日暮里2-45-2 116 (03)801 1151 

トー レ・シリ コーン囲 ” 中央区日本橋室町2-8 三井ビル6号 103 (03)246 1642 

- 102ー 



II 江東区白河4一9一5 

'I 足立区千住東2-21-28 

135 

120 

(03)642 7103 

(03)882 2424 

大阪市住吉区大領町5 -74 558 (06)693 3561 

兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 (06)418 7421 

東京都中央区築地2-11-24 104 (03)541 4111 

Iノ 港区新橋4 -2 -1 第29森ビル 105 (03)436 6031 

II 板橋区前野町1 -21- 5 174 (03)960 8621 

大阪市北区野崎町9一6 東梅田ビル 530 (06)313 3412 

東京都中央区京橋1-6 -13 104 (03)564 5161 
Iノ 北区王子5-16-7 114 (03)913 6131 

ノノ 港区新橋2-6 -5 織田ビル 105 (03)580 8696 

埼玉県川口市東領家4 -19-4 332 (0482)23 4511 

京都市伏見区淀美豆町705 612 (075)631 3128 

東京都江東区佐賀1 -16-10 135 (03)642 9434 

H 港区浜松町1 -18-14 スパックスビル 105 (03)437 9471 

” 千代田区内神田1 -13- 7 四国ビル 101 (03)294 4501 
！ノ 港区赤坂4 -13-13 東亜赤坂ビル 107 (03)585 6191 
H 千代田区神田小川町3 -28 三東ビル 101 (03)292 1961 

大阪府堺市浜寺石津町中1-4 -7 592 (0722)44 7500 

東京都新宿区市ケ谷田町2-7 162 (03)260 3231 

大阪府枚方市招提田近2 -7 573 (0720)56 1131 

神奈JIl県平塚市中原上宿900 254 (0463)32 4815 

埼玉県草加市吉町4一4 -48 340 (0489)24 2865 

日 興 社 

新 工 業 囲 

－東 化 成 工 業（株） 

東ポ リマーエ業脚 

本 合 成 ゴ ム 囲 

日 本 シ ー カ （株） 

日 本添加剤 工 業 囲 

日本合成化学工業脚 

囲 日 本化学 研究 所 

日 本 特 殊 塗料 囲 

日 本 ペル ノ ッ ク ス脚 

( ノーベル樹脂化学 

( )服部商店 （淀工場） 

早 川 ゴ ム （用 

保土谷建材 工 業 &1) 

ボスチッ ク ジャパン脚 

三井 日曹ウ レタ ン醐 

三 星 産 業 姻 

明 星 チ ャ ー チル姻 

モ ル ナ イ ト興 業(1111) 

内 ゴ ム 工 業 囲 

浜 ゴ ム （掬 

サ 合 成 樹 脂 開 

囲
 
日
 
日
 
日
 
日
 

山
横
ー
フ
 

2. !J 員
 

会
 

助
 

賛
 

所 在 地 郵便番号 電話番号 

東京都千代田区有楽町1-1-2 日比谷三井ピル 

港区西新橋3 -6 一5 入江ビル I

1,/ 千代田区岩本町1-1 -8 カツラギビル 

100 

105 

101 

(03)507 

(03)4321. 

(03)862 

2961 

[7654 

6961 
H 荒川区西日暮里2-24-14 116 (03)803 1411 

'-It 

中央区日本橋本石町3 -6 日本橋室町ビル 103 (03)241 1845 

港区西新橋1一3-12 日石本館内 105 (03)502 1561 

If 中野区中央1-12-9 164 (03)369 0215 

ノノ 港区西新橋1一1 -15 物産ビル別館 105 (03)502 1466 
I! 中央区八丁堀2-27-10 東京建物ノ1、重洲ビル 104 (03)552 6956 

If 墨田区業平4一4 -11 130 (03)625 3370 
I,// 荒川区西日暮里5一7-6 116 (03)806 0175 

北区浮間1一4一3 115 (03)960 4126 
Iノ 港区元赤坂1-3 -12 赤坂センタービル8F 107 (03)405 1011 

社 名 会
 

ダ ウ （株） 

研 マ テ リ ア ル141) 

囲

会

 囲
 
囲
 
姻

所

 ン
 
囲
 
囲
 
囲
 
脚
 

業
商
一
線
え
一
産
譲
 

コ 
自
 
ッ
事
【
、
 

ニトー 

工
 
和
 
コ
 
泊
 
ア
 
1」，ブ 

興

化

学

 

ーニノ 

オ
ー
l
 
r

寸

プ

 

I
ノとJ 

二
 

ソ 
石

H

れ
 
ッ 
ョ
 

精

化

 

石
新
マ
和
撫
口
日
淵
 

旭

化

白

卿

東

日

 日
 
鋤
 
囲
 
フ
 
野

大

鐘

 

郵便番号 所 在 地 電 話番号 

名古屋市中区栄4 - 3 -26 昭和ビル 460 (052)251 4411 

II 中村区名駅4 -26-23 弁天閣ビル4F 450 (052)581 7411 

H 中村区名駅4 -17-19 鐘紡ビル 450 (052)581 8959 

ノノ 西区西菊井町8 -3 451 (052)563 6171 

H 中村区若狭町1 -27 ニューワカサビル 450 (052)581 4408 

I! 緑区鳴海町字母呂後26 458 (052)623 0061 

3． 名古屋支部会員 

会 社 名 

(1141)ェービーシー商会 

小 野 田 建 材 (1111) 

カネポウ・エヌエスシー（株） 

コ ニ シ （」牛） 

サンスター化学工業(1111) 

三 洋 工 業 囲 

一103ー 



昭和石油アスファルト(H 

信 越 化 学 工 業( ) 

住友 ス リ ー エ ム（掬 

世 界 長 姻 

セ メ ダ イ ン （8う 

名古屋市中区丸の内1 -17-19 長銀ビル 

Il 中村区名駅4-27-23 新名古屋ビル東館 

I！ 中区大須1-7 一罰 音羽ビル 

I！ 東区矢田町8 -加 

“ 千種区井上町34 

460 

450 

460 

461 

464 

(052)231 6568 

(052)581 6511 

(052)221 7611 

(052)722 3301 

(052)781 3166 

テイパ化工(8) 静岡出張所 静岡市みずほ2-16-11 421-01 (0542)59 2333 

東 芝 シ リ コ ー ン 囲 名古屋市中区栄2-6 -12 白川第ービル8F 460 (052)201 8541 

トーレ・シ リ コーン琳） ！ノ 中村区名駅3 -25- 9 堀内ビル8F 450 (052)563 3951 

日 本 添 加剤工業囲 II 中村区大閤通り2 -40 フタパビル 453 (052)451 8632 

三 星 産 業 (8 ノノ 東区泉2-29-19 第2大野ビル 461 (052)931 3390 

明 星 チ ャ ー チル 卿 'I 名東区一社3-90 チサンビル 465 (052)703 2061 

山 内 ゴ ム 工 業(8 I! 中村区名駅4-2 -28 名古屋第2埼玉ビル 450 (052)561 5401 

横 浜 ゴ ム （掬 H 中区錦1 -17-13 名興ビル 460 (052)231 6221 

ィ イ ダ 産 業 囲 II 中区新栄1-27-2 460 (052)262 3951 

ボスチック ジャパン（掬 Iノ 中村区広小路西通3-9 信泉ビルH立化成工業内 450 (052)581 2967 

保土谷建材工業(8 ) I! 中区錦1-17-13 名興ビル 460 (052)231 7251 

4‘ 大阪支部会員 了I 
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所 在 地 郵便番号 電 話番号 

大阪市北区梅田1-8 -17 第一生命ビル6階 530 

541 

530 

541 

53~
 
53~
 
573 

53～
 
卿
 
卿
 

663 

558 

533563564592

卸
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54253~
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卸
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0
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003729611251627248212071113114213131

~35117413561
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(
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1！ 東区道修町2-6 

“ 北区芝田1-1-4 阪急ターミナルビル9階 

1/ 東区本町3 -27-1 センバセントラルビル 

北区小松原町2-4 富国生命ビル404 

1/ 北区西天満5-2 -18 高橋ビル東館 

枚方市招提田近2-7 

大阪市北区堂島2-1 -43 紀陽ビル 

I！ 淀川区西中島4-1 -1 日清食品ビル 

高槻市明田町7 -1 

西宮市津門大箇町8-39 

大阪市住吉区大領町5 -74 

“ 東淀川区下新庄町2-263 

池田市木部町639 

吹田市広芝町15-22 

堺市浜寺石津町中1一4-7 

大阪市西区京町堀1-10-17 大栄ビル 

IF 西区江戸堀1一5-13 日々会館ビル 

Ii 都島区友淵町1 -3 -30 

ノI 南区大宝寺町東之丁41 

I！ 北区梅田2-4 -9 産経ビル 

1！ 淀川区西中島4 -2 -9 

兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 

大阪市東区道修町2-27 

I, 西区西本町2 - 5 -19 ニューオカザキパンビル 

II 東区北浜4一6 日生日立ビル 

京都市伏見区淀美豆町705 

大阪市北区野崎町7-8 高橋ビルゴtil0号館 

堺市築港浜寺西町13-12 （堺市化学エ業団地内） 

大阪市ゴ目又野崎町9-6 東梅田ビル 

II 東区高麗橋5-45 興銀別館 
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5‘ 福岡支部会員 
ノo 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

( )ェービーシー商会 福岡市博多区博多駅前3 -10-24 812 (092)451 5541 

小 野 田 建材( ) ” 博多区博多駅前1 -3-2 博多八重洲ビル 812 (092)451 5081 

カネボウ・ユヌエスシーー囲 大阪市都島区友淵町1-3 -30 534 (06)921 1231 

コ 福岡市南区清水3 -24-19 815 (092)551 1761 

サンスター化学工業脚 博多区博多駅南4一4 -17 1

1//

812 (092)451 2229 

三 洋 工 業 囲 博多区大字板付866 816 (092)581 3438 

昭和石油アスファルト(5) I, 博多区綱場町2-2 福岡第ービル 812 (092)291 0008 

信越化学工業( ) H 博多区綱場町2一2 福岡第ービル 812 (092)291 8445 

セ メ ダ イ ン 囲 1/ 中央区大名1丁目5 810 (092)741 7188 

テ イ パ 化 工 ( 大阪市東淀川区下新庄町2 -263 533 (06)3路 1118 

東芝シ リ コーン鮒 福岡市中央区長浜2-4 -1 東芝商事囲内 810 (092)721 5211 

トーレ・シリコーン卸 “ 中央区天神2-13-7 福岡長銀ビル 810 (092)712 6158 

三 星 産 業 開 

/11

中央区天神4 -1-18 サンビル4 階 810 (092)781 3361 

ポスチックジャパン開 / 中央区天神1-14-16 不銀ビル 810 (092)712 4243 

横 浜 ゴ ム 囲 ノノ 博多区中洲5一6 -20 810 (092)281 7631 

山 内 ゴ ム 工業囲 ” 博多区博多駅前3-2-- 8 住友生命博多ビル 812 (092)473 1647 

日本添加剤工業脚 大阪支店 大阪市西区江戸堀1-5-13 日々会館ビル 550 (06)443 6231 

日東ポリマー工業姻 兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 (06)418 7421 

6‘ 広島支部会員 Iレ 

会 社 名 所 在 地 1郵便番号 電 話番 号 

( ェービーシー商会 広島市鉄砲町1 -20 ウユノヤビル3 号館 730 (0822)21 3096 

小 野 田 建 材 脚 ” 大手町2一7-10 広島三井ビル 730 (0822)48 0743 

コ ニ シ 脚 ノ！ 上天満町3-14 733 (0822)94 8811 

三 洋 工 業 (w) ！ノ 曙町4 -50 730 (0822)61 9321 

サンスタ・ー化学工業脚 If 瀬野川町大字中野字大野3049-13 730 (08289)2 1177 

信越化学工業翰 If 中町7 -32 日生広島ビル内 730 (0822)48 3931 

セ メ ダ イ ン 脚 ” 東雲本町1 -15-22 734 (0822)82 1471 

東芝シリ コー ソ脚 ” 大手町2一7 -10 広島三井ビル 730 (0822)47 0951 

トーレ・シリコーン脚 “ 大手町2-7 -10 広島三井ビル 730 (0822)49 7811 

日本添加剤工業圏 大阪支店 大阪市西区江戸堀1 -5-13 日々会館ビル 550 (06)443 6器1 

明星チャーチル脚 広島市比治山町5 -12 730 (0822)63 4461 

横 浜 ゴ ム ( ) II 鉄砲町5-16 広島サンケイビル 730 (0822)27 8100 

7． 北海道支部会員 ノり 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番 号 

&4)ェービーシー商会 札幌市中央区南三条西13-329 柴田ビル 060 (011)231 7904 

小 野 田 建 材 囲 Iノ 中央区大通西14丁目 山田ビル 060 (011)221 5855 

三 洋 工 業 脚 Iノ 白石区南郷通21丁目南14 061-01 (011)871 5155 

信越化学工業( ノI 中央区北一条西5丁目 北一条ビル 060 (011)221 6471 

セ メ ダ ィ ン 囲 ノノ 巾央区北一条東9丁目 060 (011)261 1471 

日 本 シ ー カ ( H 中央区北二条西4丁目 加森ビル 060 <011)221 6331 

日本添加剤工業囲 ノノ 中央区北一条東9 丁目 潮物産ビル内 060 (011)261 8271 

ョコハマゴム工業品北海道販売脚 Iノ 中央区大通東7丁目12 060 (011)241 5111 

東芝シ リ コ・ーン翻 H 中央区北三条西1丁目 東芝札幌ビル 060 (011)221 1048 

トーーレ・シリコ,ーン囲 Iノ 中央区北二条西4丁目1 三井ビル 060 (011)231 5281 
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8． 仙台支部会員(I 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

脚エービーシー商会 仙台市一番町2丁目8-18 仙台中央ビル 980 

980980 

983 

980980 

98~
9
8
3
9
8~
 
98~
 
98~
 

(0222)21 5536 

小 野 田 建材( ノ！ 一番町2丁目3-32 東一ビル (0222)66 3321 

ボスチックジャパン開 ノノ 一番町1丁目5一5 日立仙台別館 (0222)27 8665 

三 洋 エ 業 囲 ” 扇町5丁目9一1 (0222)92 5311 

信越化学エ業（掛 1/ 本町2 -10-33 第2 オフイスビル (0222)64 2777 

昭和石油アスフアルト（掬 

東芝シリ コーン（科う 

1/ 一番町1丁目1-31 山ロビル 

ノI 国分2丁目2-2 東芝仙台ビル 

(0222)67 5319 

(0222)64 7496 

ョコハマゴムエ業品東北販売開 － Iノ 萩野町3丁目1-8 (0222)94 0437 

三 星 産 業 （閑 II 本町1丁目3-20 (0222)62 5201 

トーレ・シリコーン開 ノI 一番町2丁目3-20 第3日本オフイスビル (0222)幻 95認 

( ）ス リ ー ボ ン ド I！ 柏木1丁目2-38 柏木町ビル (0222)71 1106 

超高層ビルでの実績と信用 

シーリング工事責任施工 

日本化成工業株式会社 
許可番号 大阪府知事許可（般一50) 34549号 

吹田市南金田1-4 -46 

〒 564 電話06(385)3886（代） 

, 

名古屋日本化成株式会社 
許可番号 知事許可（般一50）第1417号 

名古屋市千種区本山町3 -9 

〒 464 電話052(762)1596（代j 

昭和日本化成株式会社 
許可番号 知事許可（般-50）第12100号 

福岡市西区大字原1267一4 

〒 814 電話092(843)3311（代） 
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日本シーリ ングエ事業協会 

日本シーリングエ事業協会本部・支部 

東京都江東区深川2 -15-23 小泉ビル 〒135 電話（03) 641-9561 
札幌市東区ゴE20条東2-15-41 北海道タイホー囲内 〒065 電話（011) 731-6351 

東京都江東区深川2 -15-23 小泉ビル 〒135 電話（03) 641-9561 

名古屋市北区楠町大字味鋺字西天道103 エイトエ業囲内 〒462 電話(052) 902-2621 

大阪市西区新町南通1-6 -17 杉田ビル（協和技建卿内） 〒550 電話（06) 531-8107 

広島市宝町8一妬 脚マルエスエ業内 〒730 電話（0822) 43-7474 
福岡市博多区中洲中島町4 -5 〒812 電話(092) 271-3681 
仙台市名掛丁8番地 大島金属商事囲内 〒980 電話（0222) 91-2288 
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海道支部会員 吃 北
 
会 社 名 所 在 地 郵便番号 「1 
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0
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~
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囲 互 建 防 水 工 業 帯広市西18条3一3-69 

佐 藤 研 究 所 函館市時任町22-13 

東 洋 防 水エ業( ) 帯広市西16条南4 -170 

(6 濱 建 札幌市中央区北3条東5一5 

北海 道 タ イ ホ ー囲 1/ 東区北20条東2-15-41 

北 海 コ ー キ ン グ(4 小樽市稲穂町3丁目 

園シーリ ンク‘サッ ポロ 札幌市豊平区平岸1条2-8 -25 

サッポロ防水エ業 卿 

フ タ パ 工 業 囲 

I！ 北14条西1丁目 （磯田ビル） 

I！ 中央区北2条東10-15 （すずかけビル） 

北海道 サ ンエ業囲 II 中央区北2条東9-9 

園 日 光 美 装 室蘭市高砂町11-3 -9 

北 晄 防 水 工 業 姻 札幌市白石区中央1条6-126-1 

園 ャ マ ト 工 業 II 豊平区美園1条,6丁目 

北星 シ ー ル 工 業 鰯 I！ 北区北14条西2-15 

囲 片 岡 コ ー キ ン ク’ 1！ 西区手稲西野863-11 

山 函館市榎本町72 

同 遠 藤 工 務 店 北海道静内郡静内町末広町2 -42 

東日本シーリングエ事業協同組合員 ね 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

ア ル フ ア 産 業 囲 東京都港区浜松町1-11-11 
1 

021524774111775

(03)432-5735 
石 黒 建 材 社 ノノ 練馬区東大泉町424 11 (03)922-1571 

伊 藤 建 材 囲 ノノ 台東区西浅草2 -15- 9 (03)842-1431 

臼 倉 建 材 工 業 岡 // 北区豊島2 -25-11 

1 

(03)914-1571 

内 倉 エ 業 囲 II 練馬区上石神井1-497 

 91

(03)928-0386 

鹿 住 防 水 エ 業 囲 新潟県上越市大字荒町453 (0255)24-3402 

木 元 エ 業 (4) 

協和シー リ ング工事(i4 

埼工県朝霞市溝沼泉水67 

3 3 

2~3235 (0484)63-8693 

(0286)24－和刀 栃木県宇都宮市若草町宇宮の関2647-22 

囲 栗 崎 エ 業 東京都葛飾区西亀有2 -56- 6 
1 く03)620-4901 

グロ リー防水エ業(5 1ノ 江戸川区西瑞江2-24-67 

1 

(03)678-4512 

京 葉 シ ー ル 囲 “ 墨田区緑4 -22- 9 （林ビル） 

1 

7~

317

(03)631-0106 

光 栄 工 業 囲 ” 練馬区上石神井1 -432-56 

1 

(03)928-2271 

( ) I 業技術研究所 Iノ 文京区本郷2 -12- 6 

1 

(03)815-4421 
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(03)363-8741 
(0462)74-8851 
(03)713-0191 
(0423)62-6863 
(0473)57-5153 
(03)925-7313 
(03)866-7468 
(0425)26-0231 
(03)815-0508 
(03)964-1901 
(03)925-3106 
(03)389-6863 
(03)367-1181 
(03)758-0342 
(03)650-5261 
(03)925-5999 
(03)543-8106 
(03)915-6139 
(03)815-3047 
(03)271-0176 
(03)264-7458 
(03)870-6231 
(03)531-7821 
(03)948-5160 
(0258)34-7529 
(0492)61-2398 
(03)432-8731 
(03)643-5911 
(03)330-9312 
(03)648-4711 
(03)787-0360 
(03)377-3481 
(03)265-5681 
(03)631-4081 
(03)861-2706 
(03)919-9420 
(03)370-0121 
(03)373-4630 
(03)970-3008 
(03)834-6696 

160 
242 
150 
183 

東京都新宿区西新宿7-16-3 

神奈川県大和市中央林間3-12-11（八千代ビル2F) 

東京都渋谷区恵比寿南2 -21-11 

11 府中市7537 

千葉県市川市相ノ川1 -20-20 

東京都練馬区北大泉町893 

千代田区神田佐久間町3 -21（宮地ビル） 'I

'I 立川市錦町6 -28-33 

文京区本郷5一1-6 /1/' 

板橋区板橋3 -30- 5 

II 練馬区大泉学園町5487 

H 中野区野方3 -26-6 

H 新宿区西新宿8-5 -7 

大田区池上7-30- 5 

//If 江戸川区西小岩1 -27-22 

If 練馬区三原台1 -23-19 

I！ 中央区銀座7-14-3 （安田松慶ビル） 

H 豊島区北大塚3 -1 一2 

Iノ 文京区後楽2 -17- 5 

ノノ 中央区八重洲1 - 4 -10 

“ 千代田区神田神保町3一7 （石橋ビル） 

” 足立区千住東2 -21-28 

“ 江東区豊洲4一4 -24 

“ 練馬区豊玉北2一5 （高野ビル） 

新潟県長岡市前島町237 

272-01 

177 

101 

190 

113 

173 

177 

165 

160 

146 

133 

177 

104 

170 

112 

103 

101 

120 

135 

176 

940-11 

埼玉県上福岡市大字駒木680 356 

東京都港区芝大門2-1 -8 105 

“ 江東区佐賀1一9 -14 135 

“ 杉並区高円寺北3 -31-15 166 

ノノ 江東区東砂8 -24-21 136 

Iノ 品川区戸越3-11-6 142 

H 渋谷区幡ケ谷2-27-9 151 

ノ！ 干代田区神田神保町3 -4 101 

if 墨田区江東橋2一8一8 130 

I! 干代田区神田佐久間町河岸51(第1スレートビル） 101 

！ノ 北区豊島2-20-3 114 

ノ！ 渋谷区代々木1 -28- 1 151 

ノノ 新宿区西新宿6 -20- 9 160 

“ 練馬区中村北2 -20-10 176 

” 台東区台東1一6一3 110 
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中部支部会員 

電話番号 郵便番号 所 在 

名古屋市西区八筋町3好 452 (052)502-8935 

金沢市泉が丘2-9 -3 921 (0762)42-1281 

富山市柳町4-1 -9 930 (0764)33-8966 

沼津市神田町2 -1508 410 (0559)2F-6061 

名古屋市北区楠町味鋺字西天道103 462 (052)902-2621 

金沢市増泉3一7-1 921 (0762)42-5101 

名古屋市北区志賀本通2-24 462 (052)981-2134 

社 名 会
 

朝 日 コ ー キ ン グ 

朝 日 建 物 ( 

石 動 コ ー キ ン グ卿 

石 渡 産 業 

エ イ ト 工 業 

栗 

三 栄 

開
 
囲

原

グ

 

ン
 キ

 

一 

コ
 

開
 
柵
 

- 108一 



(0532)45-8211 
(052)531-5295 
(0542)82-9823 
(052)412-2709 
(052)671-2437 
(052)362-4010 
(0560)44-8021 
(0568)21-0794 
(052)761-6181 
(0568)81-2120 
(052)801-1195 
(052)721-2211 
(052)762-1596 
(052)731-5059 
(052)991-4741 
(0542)61-5411 
(0762)58-4755 
(0764)23-3754 
(052)791-4465 
(0582)73-2761 
(052)562-1668 
(0543)65-2039 
(052)524-6141 
(052)561-4371 

豊橋市鴨田町52- 1 

名古屋市西区稲生町3 -37- 1 

静岡市西脇748- 1 

名古尾市中村区五反城町3 -1 

Iノ 熱田区横田町1-27 

ノノ 中川区小本本町3 -236 

名古屋市外甚目寺町山の浦65 

440 

451 

420 

453 

456 

454 

490-11 

西春日井郡師勝町大字六ツ師500 481 

名古屋市千種区若水町3 -26 464 

春日井市六軒屋町5 -158 486 

名古屋市昭和区ーツ山1-2 468 

“ 千種区若水町2-73-2 464 

1/ 千種区本山町3-9 464 

ノ！ 昭和区車田町2-8 466 

” 北区石園町3 -21 462 

静岡市長沼709- 1 420 

金沢市法光寺町24 920-01 

富山市総曲輪4 -10-4 930 

名古屋市守山区小幡字小林2984-22 463 

岐阜市藪田3-63 500 

名古屋市西区松西町2 -87 453 

清水市高橋町1661-83 424 

名古屋市西区琵琶里町1-22 451 

450-91 ” 西区名駅3 -10-26 

三 信 建 材 工 業 囲 

( 志 水 化 工 

脚静岡コーキング工業 

（合〕清谷商店名古屋出張所 

( )仙 嶺 

ソフラ ンシール防水開 

信 工 業 囲 

志 建 工 囲 

央 建 材 工 業 囲 

中 部 瀝 青 

田 硝 子 ( ) 

海 物 産 卿 
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店
 
囲
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ス
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東

名

中

 フ
 
不

不

丸

ム
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森

シ
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囲
 

関西シーリングエ事業協同組合員q/ 

電 話番号 郵便番号 

612 

560 

558 

(075)611-2798 

(06) 862-4193 

(06) 698-6135 

532 (06)301-5器5-7 

530 (06) 352-2895 

570 (06)903-oo16-7 

553 (06) 448-2341 

658 (078)411-4418 

607 (075)501-1100 

541 (06) 262-5845 

760 (0878)21-3010 

664 (0727)81-5189 

550 (06) 541-3280 

550 (06) 448-0450 

558 (06) 671一望98 

551 (06) 551-0587 

770 (0886)54-3056 

670 (0792)88-8176 

661 (06) 431-8429 

530 (06) 341-8055 

584 (07212)3一認82 

569 (0726)78-6956 

574 (0720)71-8951 

所 在 地 

京都市伏見区桃山西尾5 

豊中市長興寺南4一3 -22 

大阪市住吉区杉木町2-109 

// 淀川区西中島4-6-卸-303号（チサン第5 ビル） 

ノI 北区滝川町69 

守口市梶町1-124- 7 

大阪市福島区玉川2 -11-21（ユニロンビル） 

神戸市東灘区青木5 -18一器 

京都市山科区音羽八ノ坪町34-15 

大阪市東区本町5-4 （広和ビル） 

高松市浜の町18-27 

伊丹市荒牧字桑田60 

大阪市西区西本町3 - 1 -46（第5奥内ビル） 

ノノ 西区京町堀3-3-30（同盟通信第2ビ,t.4F405号） 

If 住吉区万代西2-34 

” 大正区北思加島1-7 -3 

徳島市東吉野町3 -12-16 

姫路市御立1571 

尼崎市武庫元町3一5 -26-303 

大阪市北区堂島中2-44 

富田林市大字彼方1529-49 

高槻市柱本6-403-17 

大東市寺川2-1 -1 
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大阪市浪速区元町2-97 C第3カネイチビル4F) 556 (06) 649-4105 

神戸市兵庫区水木通10- 1 - 4 652 (078)577-8575 

神戸市東灘区岡本4一4一6 658 (078)453-2211 

大阪市阿倍野区文の里2-3 -15 545 (06) 621-3741 

神戸市兵庫区水木通8一2-7 652 (078)576-0851 

大阪市浪速区束関谷町2-30-3 556 (06) 631-8915 

吹田市南金田1一4 -46 564 (06) 385-3886 

大阪市平野区長吉長原東1 - 6 -10 547 (06) 708-7651 

Iノ 都島区都島本通2-15-1 534 (06) 924-2536 

神戸市長田区林山町9-S （朝日マンション105号） 653 (078)631-5048 

大阪市城東区野江3-2 -2 536 (06) 939-7149 

大阪府南河内郡美原町太井549-5 587 (0723)61-5572 

守口市八雲西町4 -69 570 (06) 993-4039 

八尾市久宝寺5一4 -31 581 (0729)92-3846 

貝塚市小瀬1 -25-34 597 (0724)g仁設21 
京都市東山区山科音羽役出町29-14 607 (075)592-7772 

神戸市兵庫区上沢通り6一1-1 652 (078)511-4501 

大阪市西区靱本町1一5 -14 550 (06)443-7321'-3 
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広島支部会員 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

青 盛 建 材 脚 広島市舟入幸町19-10 7
,
7
,
7
,
7
 
7
,
7
 
7
 
7
,
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
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3
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(0822)92-3200 
青 山 工 業 囲 ” 宇品御幸3 -13-11 (0822)55-3131 

旭 建 材 エ 業(5) ノノ 南観音1 - 2-19 (0822)93-0511 

大阪アルフア産業開広島営業所 “ 中広町2-25-14 (0822)93-6557 

ア イ シ ン 工 業 4)) 1/ 楠木町3一6-9 （船22)38-3883 

(4) ア ル フ ア 工 業 ノノ 楠木町1-9 -14 (0822)91-4566 

(4) 小 野 甚 商 店 岡山市丸ノ内1 -13-13 (0862)25-4868 

囲高知特殊止水工事センター 高知県高知市天神町18-10 (0888)31-7324 

脚サンゼオン防水工業所 広島市中広町3 -17-16 (0822)91-1631 

（掬三洋技建広島出張所 ノノ 庚午南1 -3 -30 (0822)71-9317 

大 和 防 水 ( 

中国特殊防水産業園 

岡山市矢坂西町7-36 

広島市中広町3-11-9 

(0862)52一一2642 

(0822)31-9958 

日 化 工 材 囲 岡山市表町2一6-21 (0862)25-2021 

東中 国防水 工 業（衿） Iノ 原尾島580- 1 (0862)72-1221 

防 長 建 材 （t「） 徳山市野上町2 -15 (0834)21-0003 

4)) マ ル エ ス 工 業 広島市宝町8 -26 (0822)43-7474 

三 和 防 水 工 業 囲 ノI 東雲本町2一4 -21 (0822)83-3366 

(( 森 本 組 I！ 中広町3 -22- 3 (0822)91-2629 

丸 福 建 材エ業（枠） 'I 舟入町7-9 (0822)32-6155 

ニ ッ テ イ 姻 山口県新南陽市大字富田4530 (0834)63-2532 

（株） ッ キ タ ニ エ 業 広島県安芸郡府中町本町1 -11- 3 (0822)82-7019 

九州支部会員 、、 

所 在 地 郵便番号 電 話番号 

福岡市西区昭代町3丁目2-5 814 (092)851-0111 

II 博多区中洲中島町4 -15 812 
-ハnn、 9Q1 -1027 (nG') '/'---'- 謂認 
'-"J -'271-3681 

ノI 南区長丘5 -11-20 814 (092)561-1675 

社 名 会
 

－閥 
園
 

ム ト ウ 

野 田 工 業 所 

テイパ化工九州販売( 

-110一 



'II

博多区博多駅前3 -9- 5 （チサンビル内） 812 (092)451-1073 
, 博多区千代4一5-1 812 (092)611-0426 

ノI 西区大字原1267- 4 814 (092)843-3311 
II 中央区渡辺通り2一8一3 810 (092)741-5050 
ノノ 西区愛宕1 -20-14 814 (092)891-2650 

北九州市小倉南区重住2-3 -41 802 く093)941-5441 
1/ 小倉北区西港町61-13 803 (093)571-4581 
I, 小倉北区清水1 -12-14 803 (093)581-2655 

熊本市健軍町2622-20 862 (0963)67-3631 
鹿児島市永吉町1156 890 (0992)57-2535 

I！ 宇宿町3 -39-16 890 (0992)53-7766 
福岡市西区愛宕1 -23- 5 814 (092)891-5034 
熊本市大江5-16-3 862 (0963)64-2657 
鹿児島市上福元町168-2 890 (0992)67-6121 

Iノ 下荒田町1-17-6 890 (0992)54-2704 
” 玉里団地1-73-11 890 (0992)20-5937 

佐賀市赤松町11-11 840 (0952)24-0854 
福岡県春日市大字春日1606-27 816 (092)595-0983 
北九州市小倉南区大字南方409 802 (092)963-1955 

大阪アルファ産業（閑福岡営業所 

九 州 特 殊 工 事(4 

昭 和 日 本化成工業 

日本シーラ ント工業 

賀 産 業 囲 

崎 工 業 囲 

栄(4) 

業 囲 

事 

会 (4) 

工
 
工
 
商
 

栄
 

三
 
山

大

昭

鉄

 山 崎 

(4)南九州AB C 商会 

本 産 業 

(4) 日 興 工 業 

南 口 木 化 成 (4) 

(4) 佐 藤 防 水 

(4)仮屋防水 工 業所 

日 高 防 水 (4) 

(4) ワ シ ザ キ 商 会 

嶋 田 工 業 

宮
 

東 北 支 部 会 員 I') 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

図 阿 部 商 会 仙台市二日町7番32-213 

9 8
08083280836380

(0222)g圭器署 
大 島 金 属 商 事(4) // 名掛丁8番地 

9 

(0222)91-2288 
囲 河 北 工 業 所 // 宮城野1 - 8 -21 

9 

(0222)56-1208 
小 山 商 店 盛岡市大沢川原3-7 

0
(0196)22-0291 

中外商工(4)仙台営業所 仙台市台原4-7 -20 
 9'

(0222)71-2171 
仙台高分子エ 業 囲 泉市南光台1 -72-19 

9 
(0222)33-5613 

向タンドウエンタ～プライズ 郡山市富田町口吉ケ丘129- 2 

9 

(0249)51-0161 
ト ッ プ エ 業 囲 仙台市新寺小路60番5 

9 

~8363

(0222)57-5023 
固 丸 本 エ 業 所 Iノ 扇町1-3 -6 

9 

(0222)94-6662 
郡山医療器製 作 所 郡山市大町2-16-17 

9 

(0249)32-1474 

関西シーリング工事業協同組合会員 

有限会社 摂津シール工業 

代表取締役 槌 屋 邦 夫 

本 店 〒569 高槻市柱本6 -403-17 

TEL 0726(78)6956 

営業所 〒530 大阪市北区野崎町6 -2 

（日宝東梅田ピル内） 

'1' E L 06 (315) 0638 

関西シーリングエ事業協同組合会員I 

栄 建 材 

代表取締役 亀 井 信 一 

本 社 〒661 兵庫県尼崎市武庫元町3-5-26-303 

TEL 06 (43 1 ) 8429 



関 連 会 社、 団 体 一 覧 

D 原料メー力― 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電話番号 

武 田 薬 品 工 業( ) 大阪市東区道修町2-27 541 06-204-2481 

保土 谷 建材工業囲 東京都港区浜松町1 -18-14 スバックスビル 105 03-437-9471 

三井 日曹ウ レタ ソ岡 I！ 港区赤坂4-13-13 東亜赤坂ビル 107 03-585-6191 

東 邦 化 学エ業脚 I！ 中央区日本橋蛎殼町1 -14- 9 103 03-668-2271 

日本ラ イ ピホ一ル ド囲 Iノ 中央区日本橋3-7 -20 103 03-272-4511 

三 洋 化 成 工 業 網 京都市東山区一橋野本町11- 1 605 075-541-4311 

第 一 エ 業製薬囲 ノノ 下京区西七条東久保町55 600 075-313-5131 

旭 電 化 工 業 囲 東京都中央区日本橋室町2-8 古河ビル 103 03-270-7511 

東 レ チ オ コ ー ル(4 ” 中央区日本橋本石町3 -6 日本橋室町ビル 1昭 03-241-1845 

昭 和 ネ オ プ レ ン 鮪 “ 港区芝公園1一7 -13 105 03-437-2261 

東 洋 曹 達 工 業 鮪 ノノ 港区赤坂1-7 -7 東曹ビル 107 03-585-3311 

大 口 精 化 工 業 囲 Iノ 北区浮間1-4 -3 115 03-960-4126 

鐘 淵 化 学 工 業(5 If 港区元赤坂1 -13-12 赤坂センタービル 107 03-405-1011 

日 本 石 油 化 学（働 If 港区西新橋1 - 3 -12 日石本館内 03-502-1561 

2） 副 資 材 

会
 

社
 

名
 

所 在 地 郵
 
便
 
番
 
号
 

電 話番号 

旭 ダ ウ 囲 東京都千代田区有楽町1 -1-2 日比谷三井ビル 100 03-507-2961 

囲 新 和 商 会 I' 荒川区西日暮里2-24-14 116 03-803-1411 

フ ョ ー （緋） Iノ 墨田区業平4 -4 -11 130 03-625-3370 

日本パックアップ工業（株） I！ 中野区中央1-12-9 164 03-369-0215 

化 研 マ テ リ ア ル囲 “ 港区西新橋3一6一5 入江ビル 105 03-432-7654 

野 口 興 産 開 ” 荒川区西日暮里5一7-6 116 03-806-0175 

3） 施工用具メーカー 

所 在 地 郵便番号「 電 話番号 

東京都中央区日本橋3-14-1 新新会館ビル 103 03-274-0411 

I! 板橋区双葉町44- 5 173 03-961-1246 

I！ 杉並区方南2一4一6 168 03-313-1391 

中央区新富1-7 -4 阪和ビル 

'-If 

104 03-552-3611 

中央区日本橋蛎殻町1 -38-16 103 03-669-9471 

大阪府吹田市南金田1一4 -46 564 06-385-3886 

兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 06-418-7421 

名古屋市南区南野1-39 457 052-612-7321 

名
 

社
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工
 
工
 
一 

囲
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囲
 
囲
 
開
 

裳
作
一
業
業
業
議
 

会
 

巴

菅

 本

竹

キ

本

鄭

 

日

大

 ミ
 
日
 
日
 」

 

製
 
ご
 
工
 
タ

成

 
マ
」
 

工
 
；
 

・ 

ス
 
化
1
ノ・ 一

 

1
 

ノ
 

野

ド

竹

 

4） 建材関連団体 

団 体 名 所 在 地 郵便番号 電話番号 

日 本 建設材料協会 東京都中央区銀座3 -2 -19 建築会館 104 03-561-7260 

A L C 協 会 ノI 港区元赤坂1 - 1 -15 ニュートョビル 107 03-403-7767 

日本カーテンウォール工業会 “ 港区南青山5 -11-- 2 共同ビル（南青山） 107 03-409-6981 
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日 本 サ ッ シ 協 会 東京都港区南青山5 -11-2 共同ビル（南青山） 107 03-409-1308 
建材 試 験セ ン タ ー “ 中央区日本橋小舟町1-7 太田ビル 103 03-664-9211 
全国板硝子商工協同組合連 
合会 “ 千代田区神田神保町3 -4 総合板硝子会館 101 03-262-6737 

板 硝 子 協 会 ” 千代田区丸ノ内3 -3 -1 新東京ビル 100 03-212-8631 
プ レ ハ ブ建築協 会 105 03-502-2641 ノノ 港区新橋2-10-5 末吉ビル 

日本建築吹付材工業会 H 千代田区神田和泉町1-6 インター・ナツ日ナルビル 101 03-861-3996 
コンクリ,ートカーテンウォ 
ール工業会 

！ノ 千代田区五番町4一5 番町第6金井ビル 102 03-264-3708 

5） 防 水 団 体 

団 体 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

日本シーリ ングエ事業協会 東京都江東区深川2-15一器 小泉ビル 3
 
3
 
5
 
0
 
0
 
6
 
0
 
0
 
0
 

0
 

~
 
5
 
1
 
6
 

4
 

~
 
6
 
~
 
1
 

1
 
1
 
5
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 

1
 

1
 
5
 
8
 
1
 

1
 

I
 
1' 
1
 
1
 

5
 
5
 
0
 
3
 
5
 
4
 
5
 
3
 
3
 

3
 

3
 
~
 
~
 
~
 

~
 

5
 
4
 
3
 
2
 

- 

03-641-9561 
東日木シーリングエ事業協同組合 If 江東区深川2-15-23 小泉ビル 03-641-9561 

関西シ一リング工事業協同組合 大阪市西区新町南通1-119 協和技建(5 内 06-531-8107 
全日本プレハブ建築防水協会 東京都中央区日本橋蛎殻町1-22-4 直江ビル 03-669-0764 
日 本 ウ レ タ ン建 材 協 会 “ 港区新橋6 -13-3 島田ビル 03-438-0988 

日本塗布防水工事業協同組合 ” 中野区中野1-55-7 藤ビル 03-367-1611 
全国塗膜防水工事業団体連合会 1ノ 港区新橋6-13-3 島田ビル 03-434-0406 
合成高分子ルーフイング工業会 ノ！ 中央区日本橋小舟町1-7 太田ビル 03-661-4317 

シ一ト防水エ事業団体連合会 Iノ 中央区日本橋小舟町1-7 太田ビル 03-661-5787 
全国アスフアルト工事業協同組合 
連合会 

東部アスフアルトエ事業協同組合 

Iノ 中央区八重りIは-2 -1 新呉服橋ビル 

II 中央区八重洲1一2一1 新呉服橋ビル 

03-271-5797 

03-271-5797 

西部アスフアルトエ事業協同組合 大阪市西区江戸堀1-加一11 辻川ビル 06-445-1138 

九州アスフプルトエ事業協同組合 福岡市中央区舞鶴2-8 -2 村上ビル 092-713-5263 
東 日 本建設防水協同組合 東京都新宿区歌舞伎町2一1一2 03-200-3584 

ゴムアスフアルト防水工事業協同 
組合 If 品川区南大井1-7 -4 03-761-4378 

建築 ガ ス ケ ッ ト 協 会 II 港区新橋2-11-1 中央建物ビル 03-501-2906 

全国防水工事業団体連合会 I！ 中野区中野1-55- 7 藤ビル 03-369-7351 
（社） 日本アスフ7ルト同業会 I！ 中央区八重洲1.一2一1 新呉服橋ビル 03-271-2208 
（社） 日 本薬液注 入協会 Iノ 文京区後楽1-2 -7 全逓会館 03-816-2681 

関西シ ー リ ン グエ事業協 同組合会員 

土 木 建 築 の 総 合 防 水 工事責任施エ 

株式会社 ノ ソ ェ 技研工業 

代表取締役 野 添 博 

本 社 

司 

9=547 大阪市平野区長吉長原東1一6 -10 

TEL 06 (708 ) 7 6 5 1 く代） 
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シーーリング 

編集後記 

★昭和53年の日本シーリング工業会は梅沢新会長の 

就任などの明るいニュースの反面,永い間こ指導 

をいただいた故波多野一郎先生が急逝されると、、 

う暗い出来事があり，各委員会の活発な動きとも 

相まって，大変慌しい1年であった。 

★広報委員会では年4回発行の「シーリングニュー 

ス」， 「シーリングハンドブック」の改訂, 「シー 

リング16号」の発行，そしてシーリング管理士検 

定委員会の委嘱による 「シーリソグ管理士テキス 

ト」の編集と年末を控えて大忙しの日々となって 

しまった。幸、、 副委員長である細井氏，委員で 

ある小林氏，事務局の石井氏および新樹社編集部 

のこ協力で,やっと刊行の目途の立った今日この 

ころである。 

★今号の内容として「関連業界展望」 を主体に，54 

年3月に公布が予定されている JIS A 5758 

および JASS 8の解説を東工大，小池先生 

および戸田建設・渡辺先生にお願いし，千葉大学 

の加藤先生には建築学会での活動を中心に研究動 

向をまとめていただいた。また近年超高層から低 

層階まで広く使用されている 「PC カーテンウォ 

ールとシーリング材」について，また最う」i：話題と 

なっている 「オープンジョイント工法」について 

の解説を興和建築・木下先生および大成建設技 

研の鶴田・鈴木先生にそれぞれこ執筆、、ただ、、 

た。広報委員会独自の企画としては，近年とみに 

高まっている地震対策とシーリングエ事の関連を 

「地震とシーリング材」の座談会を開催，出席さ 

れた各先生方から貴重なこ意見を拝聴できた。 

★昭和53年は，広報活動に重点をとの理事会決定に 

基づき，広報委員会の活動方針を定め，委員一同 

精一杯の努力をしてさたが，その結果はいかがで 

あったろうか？ 年末の慌しさの中で新年のこと 

を思う時，ただただ業界の平安と発展を祈る気持 

で一杯である。 

昭和53年12月26日 

広報委員会 金 子 譲 

細 井 庸 生 

小 林 茂 之 

シ ー リ ン グ 

SEALING 
第16 号 （第11巻・第16号） 

発 行／日本シー リ ング工業会 

東京都千代田区外神田2 - 2 -17 く共同ビル万世） 

TEL 03 (255 ) 2841 '-2 

編 集／日本シー リ ング工業会広報委貝会 

制作協力・広告／新 樹 社 

印 刷／毎 タ 印 刷 株 式 会社 

昭和54年1 月15日印刷 非 デ 

昭和54年1 月20日発行 

禁 無 断 転 載 

品 

本誌への広告お申込は 新 樹 社 へ 

-"''1」I●“'"IlI'"""I '"'"'I"'"IIIIll-l""'1lI1 

東京都中央区銀座8 - 15 - 4 

きららビル 圏03 (542) 9 3 2 4（代） 
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進歩のために読むノ 

わが国唯一の防水専門誌 

月刊肱 
購読料1部1年8,800円（送料とも） 

東京都中央区銀座8 -15-- 4 きららピル 

TE L03(542)9324代 郵便振替口座・東京4-102983番 

取引銀行・三菱銀行銀座 三和銀行蒲田 三井銀行新橋 

唯ーの総合シール専門新聞 
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在庫豊富 

会フョ 

安心と確かな品質をお届けしますノ 

シャ-eシりひ 
P ー~0（油性系）U-75（ウレタン系）T-35 (ポリサルファイ ド系） 

S（シリコン系）ベルト状シーラー（ブチルゴム系） 

アル7ァコt4J7 
コデIり（ブチルンーリング材） 

Sて シャープ化学工業株式会社 

（アクリルシーリング材） 

本社・工場 堺市築港浜寺西町13（堺市化学工業団地内）9=592 I E L. 0722-68-0321 

東京営業所 市 川 市 末 広 1 -1 -1 〒 272 TEL. 0473-58-4365 

名古屋営業所 名古屋市緑区鳴海町字西脇40 〒 458 I E L. 052-892-2338 

シーリングエ事は  シャープ工事株式会社 堺市南花田町420 〒591 TEL. 0722-53-12刀 

お任せ下さいノ 

:9ンズi十jも27 
シリコーン1液2液 

ポリサルフアイド 

ウレタン1液2液 

アクリル，ブ羽レ 

エポキシ注入剤 

油性 

本社一建材営業部 

ブこ 阪 営 業 所 

角型丸棒特殊形状 

ゴムグレイジングロープ 

マスキングテープ 

他副資材 

ー括迅速納入 

菻式会社 
〒130 東京都墨田区業平4 - 4 -11 

TEL 03(626)3371 

〒532 大阪市淀川区宮原5 - 8 -34 

TEL 06(395)0201 

-[16ー 



硬化力卑く、接着力が強い 

ー成分百臓型 
シーラント 

スJ叫w 

5241 
蔵嶋用 

iシリコーン・シーラントi 
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腐食作I肋むく、用途の広い 

ー成分無酸型 
シーラント 

スリー臓ンド~ 
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建築用シリコーン・シーラント 

5211・5241の主な特長 

’直射II光、紫外線、ォソ‘ン、温 

度変化などに対Lてほとんど影響 

され-r.変色Iたり，物性が劣化 

したりLません。 

’各H)の建業素材に対し、旺れた 

接着性を示Iま七 

●室温で映化十乙常温加硫型の1 

液性シーラントで十から、混合や 

加熱の必嬰力佐く作業力噛(Itでt 

高温で流れたり低温で硬くなった 

りしないため、環境に関係なく使 

えまt 

●他のシール剤にくらべて使川量 

が少なくてすみ、耐川「ド数‘長く 

いつまでも美Iい外観と性能を保 

つ、いわゆる機能ライフの延長を 

もたらし、施k・旋工者双方にと 

ってきわめて経済的で1二 

17 種類の標準色力物り、下地に 

合わせて自山に色が選べま七 

地震I三岡ペルーにあって、 インカ 

帝国サクサワマンの城塞は教世紀 

の~川、 その威容を保ちつづけてき 

ました。この驚くバき耐久性の秘 

密は、 多角形の石がカミソリ1枚 

通さぬ、まさに吸いつくように」剛3 

られていることにありま七つまり 

完全にシーリングされた状態にあ 

り、さまざまな要囚による風化作川 

を防いできたのです。 

一r」了蒲競戸，黙： 
‘、、繊舞；：振齢dI縄 
J牛Y】藩1齷■I鰍 
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厂 

現代建築においても、このシーりン 

グの重要性は変わりません。防水、 

防塵の技術がヒりレの強度、耐久性、 

美脱を決定し、冷暖房の効率化を 

もたらしま七 これらシーりング工 

半にもつと‘適した新しい素材、そ 

‘功『シリコーンです。シール削研究 

20年の技術から生よれた、スりー 

ボンド・シリコーン・シーラントは現 

代建築を完蟹なものに仕上げるお 

手伝いをしまt 、車弓． 
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壮虫の＝ーズに応A. 

畿スリーボンド 
欝想轟認器‘TL06E'I)W11t uI383$ 

北海道事業婦・●011(211)1130 〒 060 
東北事編郎・廿0222(71)1106 〒 960 
北関車事議部・”02767(4)1221〒 374 
東閲東事議郎・，,1(342)3911〒 1印 
西鬨車事業部・廿0426(61)3333〒 193 

資 料 

請求券 

2 

近搓事畢部・，06 (344)6321 〒 550 
兵庫事桑部・”078(251)1281 〒 651 
中四国事露部・廿0822(45)2487 〒 730 
九州事案郎・82093(551)0135 〒 802 

.820462(23)3260 〒 243 
・82045(641)8512 〒 231 

・820545(52)5175 〒 417 
・82052(961)7311 〒 460 
・8207756(3)9211 〒 525 
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建築・土木工事の完全防水に 各種材料それぞれの特長を生かした併用工法に 

た末ポ’－●コLレyクス 
ゴーレックスシーリング材 

ゴーレックスP320（油性） 

ゴーレックスP 3000 （ブチル系） 

ゴーレックスP 4000 （アクI)ル系） 

ゴーレックスP5000(ボリサルファイド系） 

ゴーレックスP 6000 （シリコーン系） 

ブチルゴム＋E P DM 

ベルシート防水 
ブチルゴム＋E P DM 

カネシート防水 
ウレタン系塗床 

ベルフロアーF 

全天候型舗装材 

ベルフロアーS 

壁面化粧防水 

ベルウォール 

多 
"AN'Bo 

東京支店 
三多摩出張所 

名古屋支店 

ず 

鐘紡合成化学株式会社
0 534 大阪市都島区友測町1 」一目 3 番80 号 

TEL . J j 06 (921) 1 2 3 1 (('表) 

恒ら534 大阪市都島区友渕町1丁目 3 番80 号 
TEL . 大 阪 06 (928) 3 2 7 1 ((i)) 

'ii141 束京都IIIl川区西五反田7 丁目22番17 号 
（東京卸売センター） 

TEL . 東 iC 03 (494) 2 7 4 1 ((l i ) 

' 190 立川 市富士見町 5 J _ ~1 2 番 5 号 
TEL . 立 川 0425 (25) 0 6 0 1（代表） 

‘西4 50 名古屋市中村区名駅4 丁目17番19号 
（鐘紡ビル3階） 

TEL . 名 1'3 ) 052 (581) 1 2 7 1 (代表)' 

4-

IT 'S JUS TSEALANTf~ 
エ」『I -司レ アクリ」‘工ース 

I’クリルエマルションをベースl’したコ 

ーキング材で、長期にわたり柔軟性を失 

うことなく、その性能をI弓トに発揮しま 

I -

乾性油およびィ悼と油などの油や石油謝脂 

タルクなどを混ぜて練り合せ柔軟性のハ 

子状にしたiliI性コー キンゲ材で‘ 

＼具 

フジ・チオコール ユーゼりIー 
韓
 

叫 

ヒ畔二 

\ 

ウレタンエラス トマーの持性を話して、 

ンーラン トとしての要求を満たし、 且つ 

唆れた諸性能を有十る2 b父分型のシーラ 

ン ト で‘ー 

液状ポリサルフ7 イ ドをベースと した9 

成分型のシーラン トで、構j貴物の変位に 

追随し，lI 光、油薬品等によく耐えます一 

の 
昭和石油アスフアルト株式會社 

03 )(761)4291(11)〒 140 

92 )1761)4271(11)〒 141) 
92 ) (341)闘馬【代〕〒53)) 
052)1231) 6 5 1) 8 〒 460 

0252))74 )7561ft 〒 950 
0921(291)0 I) I) 8 〒 8)2 

(1)222: (ら7) 5 :)l 1)〒 980 

東京郡品川区南大井1 丁月7 番4 号 

東京郡品川区南大井1 丁月7 番4 号 

メ阪 市北区悔m 町27（産経ビル） 

名占屋市中区丸の内l一17-19(11銀ビル） 

新 潟 市 平 和 町 4 の 1 

福岡市博多区綱場町2 - 2I福岡第 ビル） 

仙台'Ii ー 書皿「 l - I -.11（山口ビル） 
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サンスター化学の 

弾性シーリング材 
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n，ー ざ議1 
!IwJJング材（硬化割】 

／ィノ 

1Sこ’ 
二成分型ウレタン系シーリンク材 

能シー 

二成分型ボリサルファイド系シーリング材 ・、 L 1 l I 二成分型変性シリコーン系シーリング材 
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r豆 - -な実績、確かな技術」 
サンスター化学の「豊富な実績、確かな技術」か 

ら生まれた《建築用シーりング材ーンぐタシール 

169・ペンギンシール980・ペンギンシール2500) 

は、建築用シール材として、高層ビルのカーテ 

ンウf＝ル工法を始め、各建造物各所にその性 

能の良さを発揮しています。 

東 京： 03-543-9301 大 阪：0726- 81-0351 
サンスター化学工業株式会社 名古屋・052-581 -4408 町田・叫27-91-0111 
〒569 大阪府高槻市明田町7番1号 静 岡：0542-47--1 666 広 島：昭289-2-1177 
Teし（0726) 81-0351（代） 


